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まさに変幻自在です。
　ただ、ジルコニアは非常に気難しく、飼いならすの
に時間がかかります。ちょっとしたことで、へそを曲
げたりします。
　その点、当社のジルコニアは、よく調教されており、
使い方によって、思わぬ効果が期待できます。
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あけましておめでとうございます
HAPPY NEW YEAR
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亜鉛Zn-アルミニウムAl-マグネシウムMg合金めっき
鋼板の商品名です。
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18
年
、電
炉
普
及
促
進
へ

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

利
用
拡
大

循
環
型
経
済
築
く

3月1日付

中
村
鋼
材
の
鉄
鋼
事
業

岡
谷
鋼
機
が
子
会
社
化

構
造
変
化
に
挑
む

鉄
鋼
新
経
営

鉄
鋼
新
経
営

鉄
鋼
新
経
営

鉄
鋼
新
経
営

石黒社長

大
同
特
17
年
度
売
上
数
量

「
リ
ー
マ
ン
後
、最
高
水
準
」

需
要
期
待
分
野
の

生
産
能
力
を
拡
大

【
上
海
支
局
】
中
国
・
工
業
情
報
化
省
は
3
日
、
2
0
1
8
年

に
電
炉
の
普
及
を
促
す
方
針
を
示
し
た
。
電
炉
鋼
発
展
の
付
帯
政

策
措
置
を
研
究
し
、
高
炉
企
業
の
電
炉
企
業
へ
の
転
換
を
奨
励
す

る
。
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
に
加
え
、
発
生
量
が
20
年
に
約
2

億
㌧
以
上
に
増
え
る
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
利
用
を
広
げ
循
環
型
経
済

を
築
く
。
能
力
削
減
と
違
法
鋼
材
「
地
条
鋼
」
の
復
活
防
止
も
継

続
。
資
源
や
鋼
材
の
需
給
を
管
理
可
能
な
状
態
に
置
き
、
鉄
鋼
市

場
の
安
定
維
持
を
目
指
す
中
国
の
政
策
は
海
外
鉄
鋼
市
場
に
も
好

影
響
を
与
え
そ
う
だ
。

環
境
問
題
へ
の
対
策
と

パ
リ
協
定
に
批
准
し
気
候

変
動
問
題
で
主
導
的
役
割

を
果
た
そ
う
と
す
る
中
国

は
環
境
規
制
を
強
め
、
18

年
1
月
1
日
に
は
環
境
保

護
税
を
施
行
。
堅
調
な
需

要
や
年
産
能
力
約
1
億
4

0
0
0
万
㌧
の
地
条
鋼
撲

滅
を
背
景
に
生
産
を
増
や

す
必
要
に
迫
ら
れ
た
鉄
鋼

企
業
は
小
規
模
・
老
朽
化

高
炉
を
止
め
る
一
方
で
休

止
電
炉
を
再
稼
動
さ
せ
、

新
規
電
炉
を
導
入
し
て
い

る
が
、
そ
の
動
き
が
政
府

の
政
策
に
よ
っ
て
加
速
す

る
可
能
性
が
あ
る
。

中
国
の
電
炉
粗
鋼
は
年

約
6
0
0
0
万
㌧
。
全
粗

鋼
に
占
め
る
比
率
は
13
―

16
年
7
％
強
と
米
国
60
％

強
、
欧
州
40
％
弱
に
比
べ

て
低
い
が
、
17
年
は
10
％

以
上
に
上
昇
し
た
と
み
ら

れ
て
い
る
。
鉄
鋼
業
の
17

年
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
消
費

量
は
転
炉
で
の
利
用
も
増

え
た
こ
と
で
前
年
比
約
1

・
6
倍
の
約
1
億
4
0
0

0
万
㌧
と
中
国
廃
鋼
鉄
応

用
協
会
は
予
想
す
る
。

足
元
は
鋼
材
価
格
が
高

騰
し
、
電
炉
操
業
は
収
益

を
確
保
で
き
て
い
る
が
、

「
電
力
料
金
や
鉄
ス
ク
ラ

ッ
プ
の
価
格
が
高
く
、
今

の
ま
ま
で
は
電
炉
鋼
が
大

き
く
増
え
る
の
は
困
難
」

（
同
協
会
幹
部
）。16
年
に

1
億
6
5
0
0
万
㌧
だ
っ

た
中
国
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

発
生
量
は
25
年
に
3
億
㌧

に
増
え
る
見
通
し
か
ら
政

府
は
電
炉
普
及
に
必
要
な

政
策
の
検
討
に
入
る
。
鉄

ス
ク
ラ
ッ
プ
の
使
用
増
で

鉄
鉱
石
の
輸
入
が
減
り
価

格
が
下
が
る
と
予
想
さ

れ
、「
企
業
収
益
改
善
や
国

の
外
貨
流
出
削
減
に
結
び

つ
け
る
意
向
も
政
府
に
は

あ
る
よ
う
だ
」（
日
本
鉄
鋼

関
係
者
）。

同
省
は
鉄
鋼
の
能
力
削

減
を
続
け
、
16
―
20
年
の

削
減
目
標
の
最
大
値
1
億

5
0
0
0
万
㌧
を
達
成
す

る
考
え
。
目
標
下
限
の
1

億
㌧
は
17
年
に
達
成
し

た
。
地
条
鋼
の
復
活
を
防

ぎ
、
地
方
政
府
に
は
ゾ
ン

ビ
企
業
の
処
置
を
督
促

し
、
非
効
率
な
能
力
を
排

除
。
新
規
能
力
の
増
強
も

厳
し
く
制
限
す
る
。
鉄
鋼

業
の
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
を

図
り
、ミ
ド
ル
・
ハ
イ
エ
ン

ド
の
鋼
材
生
産
に
移
行
。

製
造
の
知
能
化
の
模
範
企

業
を
定
め
、
他
企
業
に
知

能
化
を
広
め
る
。

岡
谷
鋼
機
は
こ
の
ほ

ど
、
中
村
鋼
材
（
本
社
＝

東
京
都
中
央
区
、
中
村
昭

夫
社
長
）
の
鉄
鋼
事
業
を

承
継
す
る
新
設
会
社
を
3

月
に
子
会
社
化
す
る
と
発

表
し
た
。
新
設
会
社
の
株

式
97
％
を
取
得
す
る
。
中

村
鋼
材
は
形
鋼
類
を
中
心

に
土
木
分
野
の
鋼
材
加
工

や
販
売
を
得
意
と
し
、
グ

ル
ー
プ
会
社
で
軽
仮
設
機

材
リ
ー
ス
、
建
設
鋼
材
販

売
な
ど
を
行
う
岡
谷
建
材

（
本
社
＝
東
京
都
江
東
区
、

佐
々
木
宣
雄
社
長
）
と
の

シ
ナ
ジ
ー
発
揮
も
視
野
に

入
れ
、
鉄
鋼
部
門
の
強
化

を
図
る
。

2
0
1
7
年
12
月
27
日

に
株
式
譲
渡
契
約
書
を
締

結
し
た
。
会
社
分
割
お
よ

び
株
式
譲
受
は
18
年
3
月

1
日
付
を
予
定
し
て
い

る
。
新
設
会
社
は
「
中
村

鋼
材
株
式
会
社
」
の
商
号

を
使
用
し
、
拠
点
や
25
人

の
従
業
員
も
承
継
す
る
。

代
表
取
締
役
社
長
も
中
村

・
中
村
鋼
材
社
長
が
引
き

続
き
務
め
る
。
資
本
金
は

4
0
0
0
万
円
で
岡
谷
鋼

機
が
97
％
、
中
村
社
長
が

3
％
を
取
得
す
る
。
現
在

の
中
村
鋼
材
は
不
動
産
賃

貸
業
に
特
化
す
る
ほ
か
、

社
名
も
変
更
す
る
予
定
。

中
村
鋼
材
は
1
9
2
3

年
に
設
立
し
、
90
余
年
の

歴
史
を
誇
る
老
舗
流
通
。

千
葉
県
浦
安
市
の
浦
安
鉄

鋼
団
地
に
倉
庫
や
加
工
セ

ン
タ
ー
を
構
え
、
形
鋼
類

を
中
心
と
し
た
一
般
鋼
材

販
売
に
加
え
、
穴
開
け
や

切
断
と
い
っ
た
各
種
加
工

な
ど
も
手
掛
け
る
。
直
近

の
売
上
高
は
17
年
9
月
期

で
77
億
円
。
社
名
は
長
い

歴
史
の
中
で
中
村
正
太
郎

商
店
か
ら
中
正
鉄
店
、
今

の
中
村
鋼
材
へ
と
変
遷

し
、
業
界
内
で
は
現
在
も

『
中
正
』
の
名
で
親
し
ま

れ
る
ほ
か
、
ト
ピ
ー
工
業

の
指
定
問
屋
と
し
て
も
知

名
度
が
高
い
。

岡
谷
鋼
機
と
し
て
は
、

こ
う
し
た
既
存
の
営
業
体

制
や
仕
入
れ
の
商
流
、
人

員
な
ど
は
変
え
ず
に
「
現

体
制
を
維
持
し
た
ま
ま

で
、
中
村
鋼
材
の
強
い
部

分
を
生
か
し
な
が
ら
販
売

面
を
中
心
に
協
業
を
深
め

て
い
き
た
い
」（
同
社
関
係

者
）
と
の
考
え
を
示
す
。

―
―
鉄
鋼
業
を
取
り
巻

く
環
境
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。
ま
ず
経
営
課
題

認
識
か
ら
。

「
収
益
基
盤
の
再
構
築

が
最
大
の
経
営
課
題
で
あ

り
、
国
内
は
製
造
基
盤
整

備
に
よ
る
技
術
優
位
性
の

確
保
と
ミ
ド
ル
グ
レ
ー
ド

以
上
の
コ
ス
ト
競
争
力
強

化
、
海
外
は
新
た
な
成
長

を
目
指
す
事
業
展
開
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
製
造
基

盤
整
備
は
、
第
5
次
中
期

経
営
計
画
（
2
0
1
5
―

17
年
度
）
に
対
し
て
プ
ラ

ス
30
％
で
実
施
し
、
第
6

次
中
計
（
18
―
20
年
度
）

で
想
定
す
る
効
果
の
大
き

い
投
資
を
前
倒
し
て
い

る
」―

―
製
造
基
盤
整
備

は
、
上
方
弾
力
性
を
確
保

す
る
戦
略
投
資
の
決
定
が

続
い
て
お
り
、
成
長
を
目

指
す
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
て

き
た
。

「
西
日
本
製
鉄
所
・
福

山
地
区
の
第
3
コ
ー
ク
ス

炉
更
新
投
資
は
総
額
約
2

7
0
億
円
。
西
日
本
・
東

日
本
両
製
鉄
所
で
続
け
て

き
た
設
備
更
新
に
よ
る
コ

ー
ク
ス
全
量
自
給
化
の
さ

ら
に
先
を
に
ら
ん
だ
成
長

戦
略
投
資
。
第
1
期
が
19

年
度
下
期
、
第
2
期
は
21

年
度
下
期
に
稼
働
を
開
始

す
る
。
西
日
本
・
倉
敷
地

区
に
は
約
4
0
0
億
円
を

投
じ
て
連
続
鋳
造
機
を
新

設
す
る
。
年
産
能
力
2
0

0
万
㌧
の
最
新
鋭
設
備

で
、
20
年
度
下
期
に
稼
働

さ
せ
て
生
産
効
率
ア
ッ
プ

と
高
品
質
化
を
追
求
す

る
。
先
行
す
る
福
山
地
区

の
焼
結
機
更
新
工
事
は
19

年
度
中
に
完
了
し
、
高
炉

の
安
定
操
業
と
原
料
コ
ス

ト
削
減
に
寄
与
し
て
く

る
」―

―
国
内
は
単
独
粗
鋼

3
0
0
0
万
㌧
体
制
の
再

構
築
も
テ
ー
マ
。

「
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
に
と

っ
て
コ
ス
ト
競
争
力
を
左

右
す
る
生
産
規
模
は
重

要
。
07
年
度
の
単
独
粗
鋼

は
3
0
5
0
万
㌧
だ
っ

た
。
コ
ー
ク
ス
な
ど
の
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
が
顕
在
化

し
、
ま
た
、
半
製
品
比
率

が
下
が
り
品
種
構
成
が
変

化
し
て
き
た
た
め
生
産
量

は
2
8
0
0
万
㌧
前
後
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
今
夏

に
は
コ
ー
ク
ス
ネ
ッ
ク
を

解
消
で
き
る
。
倉
敷
地
区

は
新
連
鋳
が
稼
働
す
る
と

粗
鋼
能
力
を
1
0
0
0
万

㌧
超
に
戻
し
、
西
日
本
は

倉
敷
・
福
山
両
地
区
で
2

2
0
0
万
㌧
超
の
体
制
と

な
る
。
東
日
本
の
8
0
0

万
㌧
体
制
を
維
持
し
、
3

0
0
0
万
㌧
超
の
体
制
を

再
構
築
す
る
」

―
―
コ
ス
ト
競
争
力
強

化
策
の
進
捗
状
況
は
。

「
コ
ー
ク
ス
炉
更
新
に

よ
る
コ
ー
ク
ス
自
給
化
、

副
生
ガ
ス
回
収
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
削
減
な
ど
の

効
果
は
大
き

い
。
倉
敷
地
区

の
加
熱
炉
新
設

は
品
種
構
成
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
の
改
善
に
寄

与
。
東
日
本
の

発
電
設
備
更
新

も
省
エ
ネ
に
効

い
て
く
る
。
第

5
次
中
計
の
3

年
間
1
1
0
0

億
円
の
コ
ス
ト

削
減
計
画
は
達

成
で
き
る
」

―
―
下
工
程
の
製
造
基

盤
整
備
が
次
の
テ
ー
マ
と

な
っ
て
く
る
。

「
東
日
本
は
高
機
能
品

へ
の
シ
フ
ト
を
加
速
し
、

西
日
本
は
高
機
能
品
と
量

産
品
の
製
造
拠
点
と
し
て

国
際
競
争
力
を
さ
ら
に
強

化
し
て
い
く
。
倉
敷
地
区

は
加
熱
炉
増
設
で
熱
延
ミ

ル
の
年
産
能
力
を
4
8
0

万
㌧
か
ら
6
0
0
万
㌧
に

引
き
上
げ
た
。
形
鋼
の
高

機
能
・
高
強
度
化
を
図
る

加
速
冷
却
装
置
の
更
新
な

ど
も
実
施
し
て
い
る
。
第

6
次
中
計
で
は
、
自
動
車

用
の
ハ
イ
テ
ン
鋼
板
や
電

磁
鋼
板
な
ど
高
機
能
商
品

の
川
下
能
力
対
策
を
本
格

化
す
る
」

―
―
造
船
材
は
需
要
低

迷
が
続
く
が
、
厚
板
は
3

ミ
ル
体
制
を
維
持
す
る
の

か
。「

船
舶
の
解
撤
が
進
ん

で
お
り
、
新
建
造
船
の
需

要
期
が
訪
れ

る
。
ま
た
、

建
設
、
ラ
イ

ン
パ
イ
プ
や

海
洋
構
造
物

な
ど
一
定
の

エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
需
要
は

見
込
め
る
。

競
争
力
を
強

化
し
な
が
ら

3
ミ
ル
体
制

を
堅
持
す

る
」―

―
新
た

な
成
長
を
目

指
す
海
外
事

業
展
開
と

は
。「

日
本
の

鉄
鋼
需
要
の

行
方
を
見
据

え
る
と
、
国

内
の
生
産
能

力
を
大
き
く

は
増
や
せ
な

い
。
収
益
力

を
再
強
化
す

る
に
は
品
種
構
成
を
高
度

化
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
海
外
の
出
資
・
提
携

先
に
半
製
品
を
供
給
し
て

現
地
需
要
に
応
え
る
垂
直

分
業
ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
に
頼

っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
一

方
で
持
続
的
成
長
に
は
伸

び
る
海
外
市
場
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
不
可
欠
。
一
部

出
資
す
る
ベ
ト
ナ
ム
の
Ｆ

Ｈ
Ｓ
が
昨
年
5
月
に
第
1

高
炉
に
火
入
れ
し
、
年
産

粗
鋼
7
0
0
万
㌧
の
一
貫

生
産
を
開
始
し
た
。
鉄
源

の
オ
フ
テ
イ
ク
が
始
ま

り
、
第
2
高
炉
も
年
内
に

立
ち
上
が
っ
て
く
る
。
こ

の
ほ
ど
最
終
合
意
し
た
ミ

ャ
ン
マ
ー
の
高
級
建
材
用

途
の
亜
鉛
め
っ
き
・
カ
ラ

ー
鋼
板
合
弁
事
業
は
、
従

来
の
日
本
か
ら
の
原
板
供

給
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
な
く
、

Ｆ
Ｈ
Ｓ
な
ど
の
海
外
生
産

拠
点
や
合
弁
事
業
パ
ー
ト

ナ
ー
の
鉄
源
を
活
用
す

る
、
一
つ
の
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
と
位
置
付
け

て
い
る
」

―
―
韓
国
の
東
国
製

鋼
、
タ
イ
の
サ
ハ
ビ
リ
ヤ

・
ス
チ
ー
ル
な
ど
垂
直
分

業
の
出
資
・
提
携
先
と
の

関
係
を
見
直
す
の
か
。

「
提
携
先
と
の
ビ
ジ
ネ

ス
は
継
続
す
る
。
海
外
事

業
な
ど
の
鉄
源
を
活
用
し

て
競
争
力
あ
る
半
製
品
を

供
給
し
て
い
き
た
い
」

―
―
海
外
で
は
自
動

車
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
イ
ン

フ
ラ
建
材
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
投
資
を
続
け
て
い
る
。

「
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

グ
ロ
ー
バ
ル
調
達
へ
の
対

応
を
徹
底
し
て
お
り
、
中

国
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
イ
ン
ド
で
現
地
供
給

体
制
を
整
備
・
拡
張
済
み

で
、
ニ
ュ
ー
コ
ア
と
の
メ

キ
シ
コ
合
弁
事
業
が
19
年

後
半
に
稼
働
を
開
始
す

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
需
要

地
立
地
の
事
業
展
開
を
推

進
し
て
お
り
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
の

ラ
イ
ン
パ
イ
プ
合
弁
事
業

が
本
年
10
月
に
営
業
生
産

を
開
始
す
る
。
イ
ン
フ
ラ

建
材
は
ア
ジ
ア
に
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
絞
り
、
ベ
ト
ナ
ム

で
は
Ｆ
Ｈ
Ｓ
、
鋼
管
杭
、

重
仮
設
リ
ー
ス
に
続
い

て
、
現
地
大
手
と
の
建
材

加
工
合
弁
を
立
ち
上
げ

た
」

（
2
面
に
続
く
）

普
通
鋼
鋼
材
需
給
速
報
に
よ
る
と
2
0
1
7

年
11
月
末
の
国
内
在
庫
は
前
月
比
17
万
1
0
0

0
㌧
減
の
5
6
5
万
5
0
0
0
㌧
で
4
カ
月
ぶ

り
に
減
少
し
た
。（
2
面
）

【
名
古
屋
】
大
同
特
殊

鋼
は
4
日
、
仕
事
始
め
に

あ
た
り
石
黒
武
社
長
が
本

社
で
あ
い
さ
つ
し
、
2
0

1
7
年
度
の
生
産
状
況
に

つ
い
て
、「
主
要
取
引
先
で

あ
る
自
動
車
の
販
売
好
調

に
加
え
、
半
導
体
・
建
産

機
向
け
の
需
要
も
大
き
く

伸
び
て
い
る
。
期
初
計
画

は
堅
調
な
需
要
見
通
し
の

下
、
高
い
レ
ベ
ル
に
設
定

し
た
が
、
さ
ら
な
る
需
要

の
増
加
を
受
け
、
各
工
場

に
お
い
て
は
当
初
計
画
を

上
回
る
フ
ル
操
業
で
の
生

産
対
応
と
な
っ
て
い
る
。

年
間
売
上
数
量
は
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
で
は
最

高
レ
ベ
ル
で
推
移
し
、
業

績
も
昨
年
度
を
大
き
く
上

回
る
見
通
し
だ
」
と
語
っ

た
。ま

た
本
年
4
月
か
ら

「
2
0
2
0
中
期
経
営
計

画
」の
初
年
度
に
入
る
が
、

「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
改
革

に
よ
る
収
益
性
の
強
化
」

「
事
業
基
盤
の
強
化
」「
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
強

化
」「
働
き
方
改
革
の
推

進
」
な
ど
に
取
り
組
む
方

針
を
示
し
た
。
ポ
ー
ト
フ

ォ
リ
オ
改
革
で
は
高
機
能

ス
テ
ン
レ
ス
と
高
合
金
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や
電
気

自
動
車
の
モ
ー
タ
ー
に
使

用
さ
れ
る
磁
石
と
粉
末
製

品
、
ガ
ソ
リ
ン
タ
ー
ボ
車

用
タ
ー
ビ
ン
ハ
ウ
ジ
ン

グ
、
タ
ー
ビ
ン
ホ
イ
ー
ル

な
ど
今
後
、
需
要
増
大
が

期
待
で
き
る
分
野
の
生
産

能
力
拡
大
に
注
力
す
る
考

え
を
強
調
し
た
。

2
1
0
7
年
を
迎
え
た
。
景
気
は
、

い
ざ
な
ぎ
景
気
を
超
え
る
期
間
に
わ
た

っ
て
好
況
を
続
け
て
い
る
と
い
う
。
こ

の
傾
向
は
新
年
も
持
続
す
る
と
み
ら
れ

て
い
る
▼
た
だ
、
景
気
が
回
復
し
、
好

況
が
続
く
一
方
で
、
就
業
者
は
2
8
0

万
人
増
加
し
、
こ
れ
に
伴
っ
て
人
手
不
足
の
影
響

が
大
企
業
、中
小
企
業
と
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
。

今
後
の
日
本
を
占
う
上
で
、
大
き
な
フ
ァ
ク
タ
ー

と
な
る
。
厚
生
労
働
省
が
昨
年
末
に
発
表
し
た
2

0
1
7
年
の
人
口
動
態
統
計
の
年
間
推
計
に
よ
る

と
、
国
内
で
の
出
生
数
94
万
1
0
0
0
人
、
こ
れ

に
対
し
て
死
亡
数
は
戦
後
最
多
の
1
3
4
万
4
0

0
0
人
に
上
る
。出
生
数
が
死
亡
数
を
下
回
る「
自

然
減
」
が
初
め
て
40
万
人
を
超
え
る
の
だ
と
い
う

▼
少
子
化
が
進
行
。
日
本
の
労
働
力
人
口
は
20
年

後
に
は
16
％
、
1
0
0
0
万
人
以
上
減
少
す
る
と

も
予
測
さ
れ
て
い
る
。
近
い
将
来
、
モ
ノ
づ
く
り

産
業
を
は
じ
め
、
産
業
界
で
は
人
手
不
足
が
よ
り

深
刻
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
逆
に
こ
れ

ら
は
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
も
言
え
る
。

政
府
が
掲
げ
る
生
産
性
革
命
と
人
づ
く
り
革
命
、

さ
ら
に
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

な
ど
に
よ
る
対
策
に
期
待
し
た
い
。

外為ＴＴＳ
（三菱東京UFJ銀行）

（4日10時）

ドル 113.75
ユーロ 136.83
ウォン 10.79
（参考値）
元 17.64
（参考値）

ＬＭＥ相場
（現地3日セツル、㌦）

銅 7115.5
アルミ 2241.0
ニッケル 12465.0
亜鉛 3350.5
錫 20050.0
鉄スクラップ総合価格

（円、27日調べ）

Ｈ2 35,300
新断バラ 38,200

東証終値 （4日、円）
23,506.33
新日鉄住金 2,965.5
ＪＦＥＨＤ 2,794.0
神戸製鋼 1,076
日新製鋼 1,905
バルチック海運指数
現地3日 1262
WTI原油先物（中心限月）
現地3日 61.63
中国輸入鉄鉱石湾岸価格（CISA）
現地3日 71.14
中国先物市場（中心限月）

異形棒鋼 3845
熱延鋼板 3899
原料炭 1357.5

（現地3日、単位：元）

鉄スクラップ湾岸価格

Ｈ2 34,500―35,000
（関東地区、円、27日調べ）

中国・工業情報化省

2018.1.5

日
刊
産
業
新
聞
18
・
1
・
5

高機能商品 川下能力対策を本格化

3000
万
㌧
超
の
体
制
再
構
築

3000
万
㌧
超
の
体
制
再
構
築

柿木厚司氏柿木厚司氏
ＪＦＥスチール社長ＪＦＥスチール社長

きょうの紙面

戌
年
生
ま
れ
の
鉄
鋼
人
4
5
6

国
内
向
け
普
通
鋼
在
庫
4
カ
月
ぶ
り
減

（
3
面
）

国
際
競
争
に
挑
む
高
炉
メ
ー
カ
ー

（
7
面
）

関
西
地
区
厚
板
溶
断
業
者

次
世
代
へ
の
投
資
展
開

関
西
薄
板
3
団
体
ト
ッ
プ
に
聞
く

（
8
面
）
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高品質

■営業品目
鉄筋

ねじ節鉄筋
構造用鋼

本社/東京都豊島区東池袋3-23-5 Daiwa東池袋ビル
☎ 03（3988）4674（代表）

Happy New Year

あけましておめでとうございます

4
カ
月
ぶ
り
減
565
万
㌧

普
通
鋼
在
庫

11
月
末
国
内
向
け

東
海
カ
ー
ボ
ン

次
期
中
計

売
上
2000
億
円
規
模

未来創生タスク
チームを新設
愛知製鋼が組織改定

構
造
変
化
に
対
応
を

新
日
鉄
住
金
名
古
屋

新
年
互
礼
会
を
開
催

連
結
経
常
利
益

3
割
増
168
億
円

岡
谷
鋼
機

3
―
11
月
期

中
央
電
工
の
合
金
鉄

事
業
な
ど
統
合
完
了

新
日
本
電
工

人
事

組
織
と

―
―
長
期
目
標
と
し
て

「
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ブ
ラ
ン
ド
5
0

0
0
」
計
画
を
掲
げ
て
い

る
。「

Ｆ
Ｈ
Ｓ
へ
の
出
資
・

参
画
は
『
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ブ
ラ
ン

ド
5
0
0
0
』へ
の
一
歩
。

イ
ン
ド
の
Ｊ
Ｓ
Ｗ
ス
チ
ー

ル
な
ど
出
資
・
提
携
先
、

中
国
の
宝
武
集
団
、
米
国

の
ニ
ュ
ー
コ
ア
な
ど
と
の

合
弁
事
業
も
通
し
て
Ｊ
Ｆ

Ｅ
ブ
ラ
ン
ド
製
品
の
海
外

で
の
販
売
を
拡
大
し
て
い

く
」―

―
15
％
を
出
資
す
る

Ｊ
Ｓ
Ｗ
は
年
産
1
8
0
0

万
㌧
体
制
を
構
築
し
た
。

「
イ
ン
ド
は
国
内
需
要

が
伸
び
て
い
る
。
Ｊ
Ｓ
Ｗ

は
自
動
車
鋼
板
や
電
磁
鋼

板
な
ど
国
内
の
高
級
鋼
需

要
に
確
実
に
対
応
し
て
お

り
、
さ
ら
な
る
成
長
が
期

待
で
き
る
」

―
―
自
動
車
鋼
板
技
術

な
ど
で
包
括
提
携
す
る
独

テ
ィ
ッ
セ
ン
ク
ル
ッ
プ
が

イ
ン
ド
の
タ
タ
・
ス
チ
ー

ル
と
欧
州
鉄
鋼
事
業
を
統

合
す
る
。

「
日
系
自
動
車
メ
ー
カ

ー
の
現
地
供
給
に
関
わ
っ

て
く
る
の
で
、
テ
ィ
ッ
セ

ン
と
の
技
術
協
力
契
約
は

維
持
す
る
た
め
の
調
整
を

進
め
る
」

―
―
日
本
の
鉄
鋼
メ
ー

カ
ー
は
海
外
企
業
の
Ｍ
＆

Ａ
に
消
極
的
。

「
世
界
の
鉄
鋼
生
産
能

力
は
過
剰
で
新
規
立
地
は

リ
ス
ク
が
高
い
。
Ｍ
＆
Ａ

は
持
続
的
成
長
の
手
段
の

ひ
と
つ
で
あ
り
、
国
内
、

海
外
と
も
に
チ
ャ
ン
ス
が

あ
れ
ば
積
極
的
に
検
討
し

て
い
く
」

―
―
自
動
車
は
需
要
構

造
の
大
き
な
変
化
が
迫
っ

て
い
る
。

「
先
進
国
中
心
に
E
V

化
は
進
展
す
る
。し
か
し
、

新
興
国
で
は
ガ
ソ
リ
ン
車

も
伸
び
る
。
い
ず
れ
の
車

種
も
車
体
軽
量
化
が
テ
ー

マ
で
あ
り
、
ハ
イ
テ
ン
を

中
心
に
軽
量
化
材
料
の
開

発
を
加
速
し
て
い
る
。
鉄

は
リ
サ
イ
ク
ル
性
が
高

く
、
コ
ス
ト
競
争
力
も
あ

る
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と

の
共
同
開
発
に
よ
る
知
見

も
蓄
積
し
て
い
る
。
こ
の

ほ
ど
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
と
繊

維
強
化
樹
脂
を
活
用
し
た

軽
量
・
高
剛
性
の
ド
ア
構

造
を
開
発
し
た
。
車
体
の

設
計
段
階
か
ら
マ
ル
チ
マ

テ
リ
ア
ル
化
を
提
案
す
る

こ
と
で
構
造
変
化
に
対
応

し
、
鉄
鋼
製
品
の
す
そ
野

を
広
げ
て
い
く
。
モ
ー
タ

ー
用
の
電
磁
鋼
板

電
池

容
器
用
鋼
板
な
ど
の
需
要

増
加
に
対
応
し
た
商
品
開

発
・
能
力
増
強
も
積
極
的

に
推
進
す
る
」

―
―
国
内
需
要
構
造
変

化
へ
の
追
加
対
応
も
必

要
。「

棒
線
事
業
、
小
径
溶

接
管
、
電
磁
鋼
板
な
ど
で

グ
ル
ー
プ
全
体
の
事
業
構

造
改
革
を
進
め
て
き
た
。

鋼
管
・
鋼
板
加
工
事
業
を

行
う
リ
バ
ー
ス
チ
ー
ル
の

機
能
再
編
も
決
め
た
。
国

内
は
少
子
高
齢
化
で
需
要

が
減
少
し
、
海
外
が
主
戦

場
と
な
っ
て
く
る
。
グ
ル

ー
プ
企
業
は
国
内
依
存
度

が
高
い
。
日
本
に
軸
足
を

置
き
、
海
外
で
持
続
的
成

長
を
目
指
す
に
は
、
一
定

の
規
模
と
基
礎
的
体
力
が

必
要
と
考
え
て
い
る
」

―
―
中
国
を
中
心
に
鉄

ス
ク
ラ
ッ
プ
の
蓄
積
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
。

「
還
元
鉄
の
活
用
や
高

炉
・
転
炉
に
よ
る
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
の
利
用
拡
大
も
プ

ロ
セ
ス
技
術
の
開
発
テ
ー

マ
と
認
識
し
て
い
る
」

―
―
本
年
度
の
連
結
業

績
予
想
は
売
上
高
が
前
年

比
11
％
増
の
2
兆
7
2
0

0
億
円
、
経
常
利
益
は
5

・
3
倍
の
1
5
0
0
億

円
。収
益
は
回
復
途
上
で
、

第
5
次
中
計
目
標
の
経
常

利
益
率
10
％
に
届
か
な

い
。「

主
原
料
価
格
が
乱
高

下
し
、
亜
鉛
、
合
金
鉄
な

ど
副
原
料
の
価
格
が
上
昇

し
、
人
手
不
足
で
輸
送
・

物
流
費
も
増
加
基
調
に
あ

る
。
製
造
基
盤
整
備
に
よ

る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
能
力

増
強
効
果
な
ど
自
助
努
力

を
重
ね
て
い
く
が
、
設
備

・
研
究
開
発
投
資
を
継
続

し
て
再
生
産
可
能
な
利
益

水
準
を
回
復
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
鋼
材
価
格
に

つ
い
て
、
お
客
様
に
ご
理

解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
丁

寧
な
ご
説
明
を
継
続
し
て

い
く
」

―
―
本
年
度
は
「
ワ
ー

ク
ス
タ
イ
ル
変
革
元
年
」。

「
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
を
進
め
て
、
創
造
的

な
仕
事
へ
の
シ
フ
ト
を
進

め
る
。
仕
事
の
誇
り
と
や

り
が
い
を
実
感
で
き
る
ワ

ー
ク
ス
タ
イ
ル
に
変
革
し

て
い
く
。
西
日
本
・
東
日

本
両
製
鉄
所
の
基
幹
シ
ス

テ
ム
を
統
一
す
る
製
鉄
所

シ
ス
テ
ム
・
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ

ー
ト
し
、『
仮
想
ひ
と
つ
の

製
鉄
所
』
を
目
指
し
て
い

る
。
各
地
区
の
ス
タ
ッ
フ

が
部
分
最
適
で
運
用
し
て

き
た
業
務
を
全
社
最
適
化

し
、
効
率
化
を
図
る
。
製

造
現
場
の
技
術
伝
承
、
防

災
対
策
に
も
活
用
で
き

る
。
技
術
伝
承
は
、
ベ
テ

ラ
ン
社
員
に
よ
る
テ
ク
ニ

カ
ル
エ
キ
ス
パ
ー
ト
制
度

な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い

る
が
、
東
日
本
・
京
浜
地

区
で
転
炉
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
す
る
な
ど
課
題
が
残
っ

て
い
る
。
設
備
ト
ラ
ブ
ル

の
リ
カ
バ
リ
ー
や
技
術
伝

承
の
効
率
化
を
目
指
す
設

備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
へ

の
Ａ
Ｉ
技
術
導
入
な
ど
追

加
策
も
打
ち
出
し
た
。『
グ

ロ
ー
バ
ル
ト
ッ
プ
10
』
の

一
員
で
あ
り
続
け
る
た

め
、
次
世
代
製
鉄
業
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
出

し
、
競
争
力
を
大
幅
に
引

き
上
げ
て
い
く
」

（
谷
藤

真
澄
）

日
本
鉄
鋼
連
盟
が
28
日

発
表
し
た
普
通
鋼
鋼
材
需

給
速
報
に
よ
る
と
2
0
1

7
年
11
月
末
の
国
内
在
庫

は
前
月
比
17
万
1
0
0
0

㌧
減
の
5
6
5
万
5
0
0

0
㌧
で
4
カ
月
ぶ
り
に
減

少
し
た
。
輸
出
船
待
在
庫

は
17
万
9
0
0
0
㌧
減
の

1
0
2
万
㌧
で
2
カ
月
ぶ

り
減
。
ト
ー
タ
ル
在
庫
は

34
万
9
0
0
0
㌧
減
の
6

6
7
万
5
0
0
0
㌧
で
2

カ
月
ぶ
り
減
と
な
っ
た
。

在
庫
率
は
17
・
3
㌽
ダ
ウ

ン
の
1
0
9
・
1
％
で
、

う
ち
国
内
は
11
・
7
㌽
ダ

ウ
ン
の
1
3
8
・
4
％
と

な
っ
た
。

メ
ー
カ
ー
在
庫
は
38
万

5
0
0
0
㌧
減
の
5
3
1

万
7
0
0
0
㌧
で
2
カ
月

ぶ
り
減
、
問
屋
在
庫
は
3

万
6
0
0
0
㌧
増
の
1
3

5
万
8
0
0
0
㌧
で
2
カ

月
ぶ
り
増
と
な
っ
た
。

11
月
の
普
通
鋼
鋼
材
生

産
は
17
万
8
0
0
0
㌧
減

の
5
7
7
万
1
0
0
0

㌧
。
出
荷
は
56
万
4
0
0

0
㌧
増
の
6
1
2
万
㌧

で
、
う
ち
国
内
は
20
万
4

0
0
0
㌧
増
の
4
0
8
万

6
0
0
0
㌧
、
輸
出
は
35

万
9
0
0
0
㌧
増
の
2
0

3
万
4
0
0
0
㌧
だ
っ

た
。

世
界
の
産
業
の
潮
流
は

大
き
な
変
化
の
局
面
を
迎

え
て
い
る
。

本
年
は
現
行
中
期
経
営

計
画
の
区
切
り
で
、
次
の

ス
タ
ー
ト
を
切

る
節
目
の
年
と

も
な
る
。
10
―

20
年
先
を
見
渡
し
た
上

で
、「
こ
の
3
年
で
遂
行
す

べ
き
こ
と
」と「
こ
の
3
年

の
間
に
着
手
し
て
い
く
べ

き
こ
と
」
と
い
う
2
つ
の

観
点
か
ら
中
長
期
的
な
事

業
戦
略
を
描
き
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
実
行
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
本
年
、
重

点
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ

と
は
次
の
4
点
。
1
点
目

は
安
全
と
品
質
の
重
視
、

す
な
わ
ち
当
社
の
も
の
づ

く
り
に
お
け
る
価
値
観
の

再
徹
底
。
2
点
目
は
「
設

備
と
人
の
再
構
築
」
に
よ

り
国
内
マ
ザ
ー
ミ
ル
の

「
つ
く
る
力
」
を
し
っ
か

り
と
立
て
直
す

こ
と
。
3
点
目

が
品
種
事
業
戦

略
の
深
化
。
4
点
目
は
標

準
化
と
業
務
改
革
の
取
り

組
み
。

徹
底
的
に
足
腰
を
鍛

え
、
世
界
に
誇
れ
る
会
社

で
あ
り
続
け
る
よ
う
、
頑

張
っ
て
い
こ
う
。

本
年
は
、
第
6
次
中
期

経
営
計
画
の
初
年
度
と
な

る
。「
お
客
様
に
世
界
最
高

の
技
術
と
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

の
実
現
」
と
い

う
我
々
が
目
指

す
方
向
性
は
変

わ
ら
な
い
。
5
次
中
期
の

活
動
の
振
り
返
り
と
成
果

の
確
認
を
行
い
、
各
部
門

・
各
人
が
課
題
に
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

重
点
課
題
は
4
つ
。
ま

ず
安
全
は
す
べ
て
に
優
先

す
る
。
重
大
災
害
は
撲
滅

で
き
て
い
な
い
。
安
全
の

基
本
は
徹
底
し
た
双
方
向

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
あ
る
。
今
一
度
原
点
に

立
ち
返
り
安
全
で
安
心
し

て
働
け
る
職
場
づ
く
り
に

取
り
組
も
う
。

2
つ
目
は
生
産
性
向
上

と
付
加
価
値
の
高
い
業
務

へ
の
シ
フ
ト
。
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
技
術
を
最
大
限

に
活
用
し
、
よ

り
一
層
の
生
産

性
向
上
を
目
指

し
マ
ン
パ
ワ
ー
を
競
争
力

の
源
泉
と
な
る
創
造
的
業

務
に
傾
斜
し
て
ほ
し
い
。

3
つ
目
が
国
内
収
益
基

盤
の
整
備
と
海
外
事
業
の

推
進
。
4
つ
目
は
収
益
力

の
回
復
。

本
年
、
取
り
組
む
べ
き

課
題
は
次
の
4
点
。
1
点

目
が
安
全
と
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
で
あ
り
、
す
べ
て

に
お
い
て
最
優
先
で
取
り

組
む
べ
き
課
題

と
な
る
。
2
点

目
は
品
質
・
操

業
の
安
定
と
コ
ス
ト
を
両

立
し
た
製
造
実
力
の
引
き

上
げ
。
3
点
目
が
、
社
会

の
変
化
に
対
応
し
た
、
日

新
製
鋼
ら
し
い
開
発
営
業

に
磨
き
を
か
け
る
こ
と
。

4
点
目
は
、
2
0
2
0
年

中
期
経
営
計
画
の
策
定
と

着
実
な
実
行
。

こ
の
次
期
中
計
は
、
新

日
鉄
住
金
グ
ル
ー
プ
・
メ

ン
バ
ー
と
し
て
の
初
の
重

要
な
経
営
計
画
と
な
る
。

基
本
方
針
は
、
1
つ
目
が

事
業
構
造
改
革
の
推
進
と

シ
ナ
ジ
ー
の
最
大
化
に
よ

る
収
益
力
・
競
争
力
の
向

上
、
2
つ
目
は
販
売
力
・

開
発
力
の
一
層
の
強
化
を

行
い「
稼
ぐ
力
」

を
付
け
る
こ

と
。
3
つ
目
が

も
の
づ
く
り
基
盤
の
再
構

築
と
コ
ス
ト
競
争
力
の
強

化
、
4
つ
目
が
グ
ル
ー
プ

総
合
力
の
発
揮
で
、
顧
客

対
応
力
・
開
発
力
・
収
益

力
を
総
合
的
に
発
揮
で
き

る
体
制
を
再
構
築
す
る
。

本
年
は
第
6
次
中
期
経

営
計
画
の
初
年
度
。
重
点

課
題
は
次
の
4
つ
。
第
1

が
製
造
基
盤
整
備
の
推
進

を
継
続
す
る
こ
と
。
第
2

は
会
社
の
収
益

向
上
に
貢
献
す

る
技
術
開
発
の

推
進
。
第
3
は
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ブ

ラ
ン
ド
の
浸
透
・
拡
大
。

第
4
が
技
術
力
継
承
と
人

材
育
成
を
継
続
し
、
さ
ら

に
深
化
さ
せ
る
こ
と
。

重
点
課
題
に
取
り
組
む

に
あ
た
っ
て
は
、
よ
り
創

造
的
な
仕
事
に
取
り
組

み
、
各
人
が
生
産
性
を
高

め
て
同
じ
ベ
ク
ト
ル
を
向

く
こ
と
で
付
加
価
値
を
最

大
化
し
つ
つ
、
ワ
ー
ク
ス

タ
イ
ル
変
革
と
の
両
立
を

実
現
し
て
ほ
し
い
。

家
族
や
社
会
に
誇
れ
る

会
社
に
す
る
に
は
、
全
社

員
が
安
全
、
健
康
で
生
き

生
き
と
働
け
る
職
場
作
り

が
最
重
要
課
題
と
な
る
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
違
反
は
企

業
の
存
続
を
脅

か
し
か
ね
な
い
。今
一
度
、

原
点
に
立
ち
返
り
、安
全
、

防
災
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
に
つ
い
て
事
故
や
違
反

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
一
人

ひ
と
り
が
決
意
を
新
た
に

し
て
も
ら
い
た
い
。

東
海
カ
ー
ボ
ン
は
、
2

0
1
9
年
度
（
12
月
期
決

算
）
か
ら
始
動
す
る
次
期

中
期
経
営
計
画
に
お
い

て
、
連
結
売
上
高
で
2
0

0
0
億
円
規
模
を
目
指
す

方
針
だ
。
4
日
、
東
京
都

港
区
の
本
社
内
で
開
催
さ

れ
た
同
社
賀
詞
交
歓
会
で

長
坂
一
社
長
が
明
ら
か
に

し
た
。

長
坂
社
長
は
取
引
先
な

ど
約
1
4
0
人
を
前
に
、

「
現
行
中
期
経
営
計
画『
Ｔ

―
2
0
1
8
』
に
基
づ
く

自
助
努
力
に
加
え
、
事
業

環
境
の
急
激
な
変
化
に
よ

っ
て
、
今
期
の
営
業
利
益

は
当
初
見
通
し
の
52
億
円

の
倍
と
な
る
1
0
5
億
円

を
現
在
予
想
し
て
い
る
。

昨
年
買
収
し
た
Ｓ
Ｇ
Ｌ
の

米
国
電
極
子
会
社
を
連
結

業
績
に
持
続
的
に
貢
献
で

き
る
孝
行
息
子
に
育
て
上

げ
、
電
極
は
グ
ロ
ー
バ
ル

3
極
体
制
下
、
市
況
に
左

右
さ
れ
な
い
強
靭
な
事
業

体
制
を
構
築
す
る
べ
く
総

力
を
挙
げ
る
。
社
員
一
人

ひ
と
り
が
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
行
動
を
変
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
に
な
る
」

と
の
方
針
を
示
し
た
。

【
名
古
屋
】
愛
知
製
鋼

は
1
月
1
日
付
で
組
織
改

定
を
行
い
、「
モ
ノ
づ
く
り

推
進
本
部
」
を
「
モ
ノ
づ

く
り
・
未
来
創
生
本
部
」

に
改
組
、
同
本
部
内
に
新

ビ
ジ
ネ
ス
の
探
査
強
化
の

た
め
の
「
未
来
創
生
タ
ス

ク
チ
ー
ム
」を
新
設
し
た
。

さ
ら
に
「
シ
リ
コ
ン
バ
レ

ー
事
務
所
」
を
ス
マ
ー
ト

事
業
統
括
部
か
ら
移
管
。

加
え
て
将
来
の
ビ
ジ
ネ
ス

創
出
に
向
け
た
研
究
開
発

強
化
の
た
め
、
同
本
部
内

の
「
先
端
・
機
能
商
品
開

発
部
」
を
再
編
し
「
未
来

創
生
開
発
部
」
を
新
設
、

開
発
チ
ー
ム
を
大
き
く

「
電
池
研
究
室
」「
電
子
部

品
開
発
室
」「
モ
ー
タ
ー
・

磁
石
開
発
室
」「
ス
マ
ー
ト

交
通
シ
ス
テ
ム
開
発
室
」、

「
先
端
機
能
材
料
開
発

室
」、「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
開
発
室
」
の
6
つ
に
再

編
し
、
電
池
、
電
子
部
品
、

モ
ー
タ
ー
・
磁
石
、
ス
マ

ー
ト
交
通
シ
ス
テ
ム
、
先

端
機
能
材
料
、
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
各
分
野
で
の

研
究
開
発
を
強
力
に
推
進

す
る
こ
と
で
、
本
格
的
な

ス
マ
ー
ト
社
会
の
到
来
に

向
け
た
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
創

出
を
図
る
。

こ
の
ほ
か
、
鍛
カ
ン
パ

ニ
ー
の
鍛
造
工
場
に
「
冷

鍛
加
工
課
」
を
新
設
。
ま

た
、
ス
マ
ー
ト
カ
ン
パ
ニ

ー
付
の
「
電
磁
品
生
産
管

理
グ
ル
ー
プ
」
を
「
ス
マ

ー
ト
事
業
統
括
部
」
に
移

管
。「
デ
ン
タ
ル
事
業
室
」

を「
磁
石
事
業
室
」の「
デ

ン
タ
ル
事
業
グ
ル
ー
プ
」

と
し
て
再
編
。「
磁
石
事
業

室
」
の
「
市
場
開
拓
グ
ル

ー
プ
」
と
「
磁
石
技
術
グ

ル
ー
プ
」
を
、
開
発
業
務

の
未
来
創
生
開
発
部
へ
の

移
管
に
伴
い
、「
磁
石
グ
ル

ー
プ
」と
し
て
再
編
し
た
。

組
織
改
定
は
、
昨
年
11

月
策
定
し
た
「
2
0
2
0

年
度
中
期
経
営
計
画
」
で

掲
げ
る
目
標
の
達
成
と
、

さ
ら
な
る
年
輪
的
成
長
を

図
る
た
め
の
組
織
体
制
の

整
備
、
と
く
に
次
世
代
開

発
を
明
確
に
打
ち
出
し
、

そ
の
取
り
組
み
を
加
速
す

る
の
が
狙
い
。

【
名
古
屋
】
新
日
鉄
住

金
名
古
屋
支
店
（
越
川
和

弘
支
店
長
）
は
4
日
、
支

店
事
務
所
で
取
引
先
と
の

新
年
互
礼
会
を
開
催
、
商

社
、
特
約
店
、
コ
イ
ル
セ

ン
タ
ー
、
二
次
加
工
メ
ー

カ
ー
な
ど
約
4
0
0
人
が

参
加
し
た
。

越
川
支
店
長
は
「
仕
事

始
め
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま

に
は
安
全
と
品
質
、
構
造

変
化
へ
の
対
応
の
2
点
を

お
願
い
し
た
い
。
安
全
は

取
引
の
信
頼
関
係
の
最
も

基
本
的
で
重
要
な
も
の
。

何
を
置
い
て
も
安
全
第
一

に
お
願
い
し
た
い
。
ま
た

品
質
に
関
し
て
は
昨
年
、

日
本
の
製
造
業
全
般
の
モ

ノ
づ
く
り
品
質
を
揺
る
が

す
よ
う
な
事
案
が
発
生
し

た
。
当
社
に
お
け
る
受
注

に
始
ま
り
、
お
客
さ
ま
に

製
品
を
お
届
け
す
る
ま

で
、
皆
さ
ま
に
は
基
本
に

忠
実
で
ミ
ス
漏
れ
な
く
、

確
実
に
発
注
業
務
、
出
荷

業
務
の
実
務
を
実
施
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て

皆
さ
ま
方
と
築
き
上
げ
て

き
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

が
今
ま
で
以
上
に
競
争
力

あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
、

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

い
き
た
い
。
構
造
変
化
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
自

動
車
分
野
で
は
大
き
な
変

化
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い

る
。
建
設
分
野
や
厚
板
の

需
要
分
野
に
お
い
て
も
、

人
材
不
足
を
解
消
す
る
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が

起
こ
っ
て
い
る
。
当
社
で

は
こ
の
変
化
に
対
応
す
べ

く
、
鉄
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
と
可
能
性
に
つ
い

て
、
本
年
あ
ら
た
め
て
皆

さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て
お

客
さ
ま
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
。
そ
の
上
で
、
お
客

さ
ま
の
変
化
に
対
す
る
情

報
を
皆
さ
ま
と
共
有
し
、

そ
の
変
化
を
確
実
に
捕
捉

す
る
こ
と
で
、
皆
さ
ま
方

と
ウ
イ
ン
・
ウ
イ
ン
の
関

係
を
築
い
て
い
き
た
い
」

と
意
欲
を
語
っ
た
。

【
名
古
屋
】
岡
谷
鋼
機

の
2
0
1
7
年
3
―
11
月

期
の
連
結
決
算
は
売
上
高

が
前
年
同
期
比
14
・
2
％

増
の
6
1
8
9
億
3
6
0

0
万
円
、
営
業
利
益
は
同

29
・
5
％
増
の
1
3
1
億

5
6
0
0
万
円
、
経
常
利

益
は
同
29
・
2
％
増
の
1

6
8
億
9
0
0
万
円
、
純

利
益
は
同
36
・
7
％
増
の

1
1
7
億
2
9
0
0
万
円

と
増
収
増
益
。

主
力
の
鉄
鋼
事
業
は
売

上
高
が
同
19
・
3
％
増
の

2
5
6
7
億
2
3
0
0
万

円
、
営
業
利
益
が
同
35
・

5
％
増
の
43
億
4
6
0
0

万
円
。
鋼
材
価
格
の
回
復

に
加
え
、
土
木
・
建
築
、

製
造
業
向
け
で
数
量
を
伸

ば
し
た
。
特
殊
鋼
も
建
機

な
ど
の
産
業
機
械
や
自
動

車
の
生
産
が
国
内
外
で
回

復
し
好
調
だ
っ
た
。
海
外

は
北
米
お
よ
び
ア
ジ
ア
地

区
で
の
販
売
が
伸
び
た
。

全
社
通
期
で
は
売
上
高
8

2
0
0
億
円
、
営
業
利
益

1
6
0
億
円
、
経
常
利
益

1
9
5
億
円
、
当
期
純
利

益
1
3
0
億
円
を
見
込

む
。

新
日
本
電
工
は
4
日
、

子
会
社
の
中
央
電
気
工
業

の
主
要
事
業
を
継
承
す
る

簡
易
吸
収
分
割
を
完
了
し

た
と
発
表
し
た
。
1
日
付

で
新
体
制
に
移
行
し
て
お

り
、
統
合
効
果
を
最
大
限

引
き
出
す
。

神
戸
製
鋼
所

（
1
月
1
日
付
）

【
役
員
委
嘱
業
務
変
更
】

▽
監
査
部
、
品
質
統
括
部
、

秘
書
広
報
部
、
総
務
部
、
法
務

部
、
人
事
労
政
部
、
経
営
企
画

部
﹇
除
く
自
動
車
軽
量
化
事
業

企
画
室
﹈、開
発
企
画
部
、
経
理

部
、
財
務
部
、
営
業
企
画
部
、

建
設
技
術
部
、
ラ
グ
ビ
ー
部
支

援
室
、
電
力
事
業
部
門
、
支
社

・
支
店﹇
高
砂
製
作
所
を
含
む
﹈、

海
外
拠
点
﹇
本
社
所
管
﹈
の
総

括
、
全
社
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
総
括
（
監
査
部
、
秘
書
広
報

部
、
総
務
部
、
法
務
部
、
人
事

労
政
部
、
経
営
企
画
部
﹇
除
く

自
動
車
軽
量
化
事
業
企
画
室
﹈、

開
発
企
画
部
、
経
理
部
、
財
務

部
、
営
業
企
画
部
、
建
設
技
術

部
、
ラ
グ
ビ
ー
部
支
援
室
、
電

力
事
業
部
門
、
支
社
・
支
店﹇
高

砂
製
作
所
を
含
む
﹈、海
外
拠
点

﹇
本
社
所
管
﹈
の
総
括
、
全
社

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
総
括
）

代
表
取
締
役
副
社
長
執
行
役
員

梅
原
尚
人

▽
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業

部
門
安
全
品
質
環
境
部
、
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
担
当
、
同
原
子

力
・
Ｃ
Ｗ
Ｄ
本
部
の
担
当
、
社

長
特
命
事
項
の
担
当
（
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
部
門
安
全
品

質
環
境
管
理
部
、
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
担
当
、
同
原
子
力
・
Ｃ

Ｗ
Ｄ
本
部
の
担
当
、
社
長
特
命

事
項
の
担
当
）
常
務
執
行
役
員

森
崎
計
人

▽
〃
新
鉄
源
本
部
、
社
会
イ

ン
フ
ラ
本
部
の
担
当
、
同
市
場

開
発
室
の
担
当
、
社
長
特
命
事

項
の
担
当
（
〃
新
鉄
源
本
部
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
本
部
の
担
当
、

同
市
場
開
発
室
の
担
当
）
常
務

執
行
役
員

石
川
裕
士

▽
監
査
部
、
品
質
統
括
部
、

総
務
部
、
法
務
部
、
ラ
グ
ビ
ー

部
支
援
室
の
担
当
、
全
社
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
担
当
（
監
査

部
、
総
務
部
、
法
務
部
、
ラ
グ

ビ
ー
部
支
援
室
の
担
当
、
全
社

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
担
当
）

常
務
執
行
役
員

大
久
保
安

愛
知
製
鋼

（
1
月
1
日
付
）

■
執
行
役
員
・
参
与
の
担
当

お
よ
び
部
長
職
委
嘱
の
変
更

▽
上
級
執
行
役
員
品
質
保
証

部
モ
ノ
づ
く
り
・
未
来
創
生
本

部
未
来
創
生
開
発
部
（
部
長
）

生
技
開
発
部
分
析
・
試
験
室（
上

級
執
行
役
員
品
質
保
証
部
モ
ノ

づ
く
り
推
進
本
部
生
技
開
発
部

分
析
・
試
験
室
ス
マ
ー
ト
カ
ン

パ
ニ
ー
先
端
・
機
能
商
品
開
発

部
﹇
部
長
﹈）野
村
一
衛

▽
執
行
役
員
ス
マ
ー
ト
カ
ン

パ
ニ
ー
ス
マ
ー
ト
事
業
統
括
部

﹇
部
長
﹈
ス
マ
ー
ト
生
産
技
術

部
東
浦
工
場
岐
阜
工
場
関
工
場

電
子
部
品
工
場
（
執
行
役
員
ス

マ
ー
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
ス
マ
ー
ト

事
業
統
括
部
﹇
部
長
﹈
ス
マ
ー

ト
生
産
技
術
部
電
磁
品
生
産
管

理
グ
ル
ー
プ
東
浦
工
場
岐
阜
工

場
関
工
場
電
子
部
品
工
場
）
鹿

野
厚▽

〃
モ
ノ
づ
く
り
・
未
来
創

生
本
部
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
事
務

所
技
術
企
画
部
鋼
〈
ハ
ガ
ネ
〉

カ
ン
パ
ニ
ー
鋼
部
品
開
発
部

﹇
部
長
﹈（
〃
モ
ノ
づ
く
り
推
進

本
部
技
術
企
画
部
鋼〈
ハ
ガ
ネ
〉

カ
ン
パ
ニ
ー
鋼
部
品
開
発
部

﹇
部
長
﹈）藤
根
学

▽
〃
鍛
〈
キ
タ
エ
ル
〉
カ
ン

パ
ニ
ー
鍛
造
生
産
技
術
部
（
〃

鍛
〈
キ
タ
エ
ル
〉
カ
ン
パ
ニ
ー

鍛
造
生
産
技
術
部
﹇
部
長
﹈）近

藤
徹
夫

▽
参
与
ス
マ
ー
ト
カ
ン
パ
ニ

ー
磁
石
事
業
室
（
参
与
ス
マ
ー

ト
カ
ン
パ
ニ
ー
磁
石
事
業
室
デ

ン
タ
ル
事
業
室
）
御
手
洗
浩
成

■
顧
問
の
委
嘱

▽
モ
ノ
づ
く
り
・
未
来
創
生

本
部
付
﹇
4
月
1
日
専
務
執
行

役
員
就
任
予
定
﹈（
ト
ヨ
タ
自
動

車
常
務
理
事
衣
浦
工
場
長
）
中

村
元
志

（
以
下
続
報
）

1
面
か
ら
続
く

次
世
代

製
鉄
業

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
創
出

越
川
支
店
長

方
針
を
述
べ
る
長
坂
社
長

進
藤
孝
生・新
日
鉄
住
金
社
長

栁
川
欽
也・日
新
製
鋼
社
長

高炉トップ 年頭あいさつ

�
安
全
と
品
質
�を
重
視

法
令
順
守
な
ど
課
題

林
田
英
治・Ｊ
Ｆ
Ｅ
Ｈ
Ｄ
社
長

柿
木
厚
司・Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
社
長

ま
ず
安
全
、全
て
に
優
先

製
造
基
盤
整
備
な
お
推
進
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も
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く
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新
時
代
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プ
ラ
ン
ト
設
備
更
新
・
新
設

国
内
製
造
基
盤
の
強
化

国
内
製
造
基
盤
の
強
化

Ｉ
ｏ
Ｔ
、Ａ
Ｉ
の
活
用
加
速

Ｉ
Ｔ
で
武
装

Ｉ
Ｔ
で
武
装

協
力
会
社
を
交
え

技
能
者
の
能
力
向
上
へ

協
力
会
社
を
交
え

技
能
者
の
能
力
向
上
へ

高
炉
メ
ー
カ
ー
は
国
内

の
製
造
基
盤
の
強
化
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
新
日
鉄

住
金
は
鉄
源
最
適
化
に
向

け
て
八
幡
製
鉄
所
で
連
続

鋳
造
機
の
建
設
工
事
に
入

っ
た
ほ
か
、
鹿
島
・
君
津

・
室
蘭
の
各
製
鉄
所
で
相

次
ぎ
コ
ー
ク
ス
炉
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー

ル
は
西
日
本
製
鉄
所
・
福

山
地
区
で
焼
結
炉
の
更

新
、
倉
敷
地
区
で
ス
ラ
ブ

用
鋳
造
機
の
新
設
を
決
定

し
た
ほ
か
、
千
葉
に
続
き

福
山
で
も
コ
ー
ク
ス
炉
の

更
新
を
決
め
た
。
コ
ー
ク

ス
の
完
全
自
給
化
に
め
ど

を
つ
け
た
う
え
で
、
増
産

余
力
を
持
つ
こ
と
や
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
の
強
化
を
図
る

こ
と
が
狙
い
だ
。
神
戸
製

鋼
所
は
昨
年
10
月
に
神
戸

製
鉄
所
の
上
工
程
を
休
止

し
、
加
古
川
製
鉄
所
に
上

工
程
を
集
約
し
た
。
粗
鋼

7
0
0
万
㌧
体
制
の
中

で
、
製
品
の
高
度
化
を
進

め
る
。
さ
ら
に
新
日
鉄
住

金
の
子
会
社
と
な
っ
た
日

新
製
鋼
は
、
新
日
鉄
住
金

の
技
術
を
使
っ
て
19
年
度

末
に
予
定
し
て
い
た
呉
製

鉄
所
の
第
1
高
炉
改
修
・

第
2
高
炉
休
止
を
23
年
度

末
に
4
年
延
期
し
た
。

現
在
の
国
内
の
高
炉
稼

働
基
数
は
全
25
基
。
コ
ー

ク
ス
炉
に
つ
い
て
は
現
在

の
工
事
が
終
わ
れ
ば
、
新

日
鉄
住
金
が
23
基
の
う
ち

11
基
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
が
14
基
の

う
ち
5
基
が
更
新
設
備
と

な
り
、
着
実
に
基
盤
強
化

が
進
む
。

し
か
し
、
合
従
連
衡
が

続
く
欧
米
勢
、
成
長
が
著

し
い
中
国
・
イ
ン
ド
勢
な

ど
の
台
頭
で
国
際
競
争
は

一
段
と
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
日
本
ミ
ル
の
シ
ェ
ア

が
相
対
的
に
高
か
っ
た
自

動
車
や
重
電
な
ど
品
質
重

視
の
製
品
分
野
で
も
新
興

ミ
ル
の
攻
勢
が
始
ま
っ
て

お
り
、
今
後
、
予
断
は
許

さ
な
い
。
巨
大
な
装
置
産

業
で
あ
る
鉄
鋼
業
の
製
造

基
盤
の
強
化
に
向
け
た
取

り
組
み
は
今
後
も
続
く
見

通
し
で
、
新
日
鉄
住
金
や

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
が
現
在

ま
と
め
て
い
る
来
年
度
以

降
の
中
期
経
営
計
画
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

模
索
さ
れ
て
い
る
よ
う

だ
。

こ
う
し
た
プ
ラ
ン
ト
分

野
の
強
化
と
同
時
に
、
取

り
組
み
が
加
速
し
て
い
る

の
が
Ｉ
Ｔ
を
使
っ
た
製
鉄

所
の
基
盤
整
備
だ
。
新
日

鉄
住
金
は
「
バ
ー
チ
ャ
ル

ワ
ン
ミ
ル
」、Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ

ー
ル
は
「
仮
想
ひ
と
つ
の

製
鉄
所
」
と
い
っ
た
形
で

構
想
を
示
し
て
い
る
。
Ｉ

Ｔ
基
盤
技
術
の
進
化
で
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た

分
析
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
こ
れ
ま
で
各
製
鉄
所

が
固
有
に
持
っ
て
い
た
製

造
仕
様
、
管
理
手
法
、
設

備
保
全
な
ど
多
く
の
分
野

で
共
通
・
標
準
化
を
行
う

こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
は
今
年
度
か
ら

本
格
的
に
製
鉄
所
シ
ス
テ

ム
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
入
っ

た
。
東
日
本
製
鉄
所
・
千

葉
と
京
浜
、
西
日
本
製
鉄

所
・
福
山
と
倉
敷
と
い
う

主
要
4
地
区
の
基
幹
シ
ス

テ
ム
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ス

ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
か
ら

オ
ー
プ
ン
系
の
サ
ー
バ
に

移
管
す
る
た
め
、
東
西
製

鉄
所
の
2
拠
点
に
Ｊ
―
Ｏ

Ｓ
ク
ラ
ウ
ド
と
呼
ぶ
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
と
パ
ブ
リ
ッ
ク

両
方
の
性
格
を
併
せ
持
つ

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ク
ラ
ウ
ド

シ
ス
テ
ム
を
構
築
。
そ
の

ク
ラ
ウ
ド
上
に
オ
ー
プ
ン

な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
群

と
全
社
統
一
の
統
合
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
計

画
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
製

鉄
所
ご
と
に
異
な
っ
て
い

る
出
鋼
規
格
、出
鋼
連
番
、

鉄
鋼
製
品
に
不
可
欠
な
温

度
管
理
の
測
定
方
法
な

ど
、
分
断
し
て
い
た
製
造

仕
様
・
管
理
体
系
の
統
一

が
可
能
に
な
る
ほ
か
、
新

商
品
開
発
で
も
デ
ー
タ
共

有
に
よ
り
ス
ピ
ー
ド
化
が

期
待
で
き
る
。

ま
た
新
日
鉄
住
金
は
日

立
製
作
所
と
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
を
活
用
し
て
自
動

的
に
最
適
な
生
産
計
画
を

立
案
す
る
シ
ス
テ
ム
の
実

証
実
験
を
始
め
た
。
設
備

や
納
期
、
コ
ス
ト
と
い
っ

た
複
雑
な
制
約
条
件
に
加

え
、
熟
練
者
の
暗
黙
知
と

も
呼
べ
る
膨
大
な
計
画
履

歴
を
、
機
械
学
習
を
使
っ

て
熟
練
者
独
自
の
計
画
パ

タ
ー
ン
を
抽
出
・
組
み
合

わ
せ
て
、
多
品
種
・
多
工

程
の
製
品
を
ど
の
順
番
で

生
産
す
べ
き
か
、
最
適
な

計
画
を
導
き
出
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
需
要
変
動
な
ど

日
々
の
環
境
変
化
に
も
柔

軟
に
対
応
し
や
す
く
な
る

う
え
、
熟
練
者
の
技
能
継

承
を
促
す
効
果
も
期
待
で

き
る
と
い
う
。
今
年
2
月

に
も
本
格
的
な
実
証
環
境

を
整
備
す
る
予
定
だ
。
さ

ら
に
製
鉄
所
ご
と
に
分
断

さ
れ
、
共
有
が
難
し
か
っ

た
デ
ー
タ
解
析
の
基
盤
を

全
社
で
統
合
し
た
。
グ
ル

ー
プ
会
社
の
新
日
鉄
住
金

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が
提

供
す
る
統
合
デ
ー
タ
環
境

「
ダ
ー
タ
ヴ
ェ
ラ
ー
チ
＠

ア
ブ
ソ
ン
ヌ
」
の
展
開
を

開
始
し
た
上
で
、
Ａ
Ｉ
技

術
の
ひ
と
つ
で
あ
る
機
械

学
習
自
動
化
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
「
デ
ー
タ
ロ
ボ
ッ

ト
」
を
導
入
、
本
格
的
に

活
用
を
始
め
た
。「
デ
ー
タ

ロ
ボ
ッ
ト
」
は
す
で
に
3

0
0
人
余
り
が
利
用
し
て

い
る
と
さ
れ
、
解
析
時
間

の
大
幅
短
縮
、
複
数
の
予

測
モ
デ
ル
に
基
づ
く
多
角

的
な
分
析
が
可
能
に
な

り
、
整
備
不
良
要
因
の
推

定
、
予
兆
保
全
の
精
度
向

上
、
異
常
発
生
の
予
測
な

ど
で
効
果
を
上
げ
て
い

る
。
さ
ら
に
両
社
は
Ｉ
Ｔ

活
用
に
向
け
た
取
り
組
み

を
加
速
し
て
お
り
、
新
日

鉄
住
金
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
の
謝
敷
宗
敬
社
長
は

「
来
年
度
以
降
、
実
行
ベ

ー
ス
の
取
り
組
み
が
ど
ん

ど
ん
出
て
く
る
だ
ろ
う
」

と
語
る
。

現
場
技
術
力
の
向
上
も

欠
か
せ
な
い
テ
ー
マ
だ
。

設
備
ビ
ン
テ
ー
ジ
（
設
備

の
平
均
年
齢
）
の
高
齢
化

・
老
朽
化
へ
の
対
応
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
少
子
高
齢

化
社
会
が
進
む
中
、
人
手

不
足
、
熟
練
技
能
者
の
世

代
交
代
に
伴
う
技
能
伝
承

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
る
製
造

管
理
者
は
多
い
。

多
く
の
製
造
設
備
で
自

動
化
が
進
ん
で
い
る
が
、

大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
は
人

の
目
、
経
験
が
今
な
お
欠

か
せ
な
い
。
特
に
日
本
鉄

鋼
業
の
強
み
は
新
商
品
開

発
を
含
め
て
顧
客
と
協
業

す
る
「
す
り
あ
わ
せ
型
」

に
あ
る
。
例
え
ば
、
パ
ソ

コ
ン
な
ど
の
家
電
は
、
標

準
化
が
進
ん
だ
部
品
を
集

め
て
、
最
終
メ
ー
カ
ー
が

組
み
立
て
る
「
水
平
分
業

モ
デ
ル
」。単
純
に
部
品
を

組
み
合
わ
せ
る
だ
け
で
製

品
が
出
来
る
た
め
、
コ
ス

ト
が
高
い
と
な
れ
ば
よ
り

安
い
部
品
へ
の
転
注
が
容

易
に
な
る
反
面
、
新
興
国

で
の
展
開
が
簡
易
で
、
数

年
前
に
日
本
の
家
電
メ
ー

カ
ー
を
苦
し
め
た
こ
と
が

想
起
さ
れ
る
。一
方
の「
す

り
あ
わ
せ
型
」
は
、
鉄
鋼

メ
ー
カ
ー
の
最
大
の
需
要

家
の
1
つ
で
あ
る
自
動
車

な
ど
が
代
表
例
だ
が
、
部

品
を
単
純
に
組
み
合
わ
せ

た
だ
け
で
は
、
乗
り
心
地

な
ど
感
覚
的
な
課
題
に
良

い
結
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
部
品
の
仕
様
変

更
や
調
整
が
必
要
で
、
高

炉
メ
ー
カ
ー
が
各
需
要
家

と
個
別
の
規
格
仕
様
を
決

め
る
の
は
こ
の
た
め
だ
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
一

義
的
に
は
営
業
・
技
術
・

研
究
者
が
担
う
が
、
そ
の

基
礎
と
な
る
モ
ノ
づ
く
り

の
現
場
で
あ
る
製
鉄
所
を

支
え
て
い
る
の
は
多
く
の

直
営
・
協
力
会
社
の
社
員

だ
。10

月
の
秋
晴
れ
の
下
、

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
・
西
日

本
製
鉄
所
倉
敷
地
区
で
、

Ｊ
Ｆ
Ｅ
プ
ラ
ン
ト
エ
ン
ジ

の
技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。
独
自

に
製
作
し
た
工
具
を
使
っ

て
回
転
体
の
切
削
作
業
を

ミ
リ
単
位
で
行
う
な
ど
、

若
手
技
能
者
が
そ
の
技
術

を
競
っ
て
い
た
。
ま
た
、

11
月
に
は
都
内
で
日
鉄
住

金
テ
ッ
ク
ス
エ
ン
ジ
の
全

国
Ｊ
Ｋ
大
会
が
行
わ
れ
、

5
0
0
0
を
超
え
る
サ
ー

ク
ル
活
動
の
中
か
ら
防
災

・
工
期
短
縮
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ー
マ
で
発
表
が
行

わ
れ
た
。
技
能
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
、
Ｊ
Ｋ
大
会
な
ど
は

多
く
の
企
業
で
行
わ
れ
て

い
る
も
の
だ
が
、
製
鉄
所

の
現
場
を
支
え
て
い
る
の

は
こ
う
し
た
地
道
な
活
動

に
あ
る
。
超
ハ
イ
テ
ン
の

増
加
な
ど
製
品
の
高
度
化

が
進
む
中
、
プ
ラ
ン
ト
基

盤
・
Ｉ
Ｔ
・
人
材
の
三
つ

の
要
素
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
、
鉄
鋼
業
の
競
争
力

向
上
に
つ
な
が
る
。

（
絹
川

政
明
）

国際競争に挑む高炉メーカー国際競争に挑む高炉メーカー

新日鉄住金ソリューションズがＮＴＴドコモと共同開発した
ロボットアームの遠隔操作システム

基
盤
・
Ｉ
Ｔ
・
人
材
強
化
に
注
力

「すりあわせ型」技術磨く
技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
技
術
を
競
う
若
手
技
能
者

（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
プ
ラ
ン
ト
エ
ン
ジ
）

ＪＦＥスチール西日本製鉄所・福山地区に納入される焼
結プラント（イメージ図、プライメタルズテクノロジーズ提供）



（４）○鉄鋼（第３種郵便物認可）２０１８年（平成30年） １月５日 金曜日
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Happy New Year
あけましておめでとうございます

東 京 都 中 央 区 新 川 2 - 6 - 1 6
　　　　　　　　　　　  馬事畜産会館
ＴＥＬ（ 0 3 ）5 5 4 0 - 8 6 2 1（ 代 表）
東 京・君 津・名 古 屋・光・八 幡・大 分
上海（中国）

本 　 社

営 業 所
駐在事務所

製銑・製鋼用副原料全般・石炭
鉄鋼製品・各種産業機械・石油製品
化学工業薬品・鉄鋼スラグ製品
シリコンウェーハ

代表取締役社長　新　海　龍　雄

輸出入・国内販売

東南貿易株式会社

〒104-0033 東京都中央区新川1-23-4
電話 03-3553-1331

URL http://www.log.nssmc.com

最適な物流ソリューションをご提案

本社

支店
海外
工場

東京都中央区日本橋三丁目6番2号
URL http://www.tokyorope.co.jp/
大阪・名古屋・九州・札幌・仙台
バンコク事務所
土浦・堺・北上・蒲郡

〒101‐0044 東京都千代田区鍛冶町2丁目2番2号（神田パークプラザ3Ｆ）
ＴＥＬ03‐6853‐8011　ＦＡＸ03-6853‐8025
〈URL〉 http://www.denshi.co.jp

環境対応車等の駆動モータ用 電磁鋼板
高効率変圧器用 低鉄損電磁鋼板
拡大する高周波分野に対応する薄手電磁鋼板
塗装鋼板、非鉄金属等 各種材料のカエリ無スリット加工

変圧器用 斜角鉄芯加工、巻鉄芯販売
磁気シールドパネル
モータコア、リアクトルコア
電流センサー用コア

〈電磁鋼板、各種薄板材料の販売〉

〈加工品の販売〉

○
○
○
○

○
○
○
○

DENKISHIZAI  CO.,LTD.

私達は新日鐵住金の電磁鋼板を通して
エネルギー効率化社会の発展に貢献します。

金属屋根・外壁工事
防 水 工 事
改修・塗装工事
ソ ー ラ ー 工 事

防 水 屋 根
改 修
ソーラー・緑化

ハ イ タ フ ル ー フ
サンコースライダー2 5
サンコーソーラーシステム

▶
▶
▶
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顧
客
と
の
出
会
い
が
財
産

写
真
は
ゴ
ー
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
直
後
の
2
0
0
0
年

頃
、
特
殊
鋼
専
業
メ
ー
カ

ー
6
社
の
課
長
級
が
月
に

1
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
集

ま
り
、
東
京
で
特
殊
鋼
業

界
の
問
題
点
な
ど
に
つ
い

て
討
論
会
を
行
っ
た
時
の

一
枚
。
選
択
と
集
中
の
厳

し
い
時
代
。
1
回
の
討
論

は
2
時
間
に
及
び
、
そ
の

後
は
居
酒
屋
に
場
所
を
移

し
て
ま
た
2
―
3
時
間
、

熱
い
議
論
を
交
わ
し
た
。

「
20
回
く
ら
い
続
い
た
と

思
う
が
、
各
社
同
じ
よ
う

な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
の

が
わ
か
っ
て
大
変
勉
強
に

な
っ
た
。
今
は
皆
さ
ん
、

役
員
に
な
ら

れ
て
い
る
」

と
当
時
を
懐

か
し
む
。

入
社
以

来
、
大
半
が

営
業
畑
。
還

暦
に
あ
た
り

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
生
の

あ
と
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
、
会
社
の
た
め
に
な
る

こ
と
を
残
し
た
い
」
と
抱

負
。
昨
年
来
、
特
殊
鋼
鋼

材
需
給
が
か
な
り
ひ
っ
迫

し
て
い
る
中
、
お
客
様
本

部
長
と
し
て
顧
客
を
ど
う

守
る
か
を
常
に
最
優
先
に

考
え
る
。
そ
の
た
め
に
部

下
に
は
「
自
分
の
こ
と
だ

け
を
考
え
ず
全
体
最
適
で

考
え
、
あ
と
で
各
社
大
変

だ
っ
た
け
ど
、
愛
知
製
鋼

の
対
応
が
一
番
よ
か
っ
た

と
お
客
さ
ま
か
ら
言
わ
れ

る
よ
う
に
し
よ
う
」
と
訴

え
る
。
顧
客
と
の
信
頼
関

係
を
第
一
と
し
、
好
き
な

言
葉
は
「
信
」。健
康
法
は

万
歩
計
を
携
え
歩
く
こ

と
。（

58
年
9
月
30
日
生
ま

れ
、
三
重
県
出
身
）

「
初
の
海
外
勤
務
で
年

齢
を
感
じ
る
暇
が
な
か
っ

た
が
昨
年
、
初
孫
が
生
ま

れ
、
や
っ
と
還
暦
の
実
感

が
わ
い
て
き
た
」と
感
想
。

1
9
8
2
年
に
愛
知
製
鋼

に
入
社
し
、
名
古
屋
で
の

営
業
を
振
り
出
し
に
、
東

京
（
2
回
）、ト
ヨ
タ
営
業

（
2
回
）
の
営
業
畑
が
通

算
23
年
、
営
業
管
理
、
生

産
管
理
、
経
営
企
画
な
ど

の
管
理
畑
が
11
年
。
現
在

は
、
タ
イ
の
鍛
造
子
会
社

「
ア
イ
チ

フ
ォ
ー
ジ（
タ

イ
ラ
ン
ド
）」

に
社
長
と
し

て
赴
任
中
。

こ
れ
ま
で

の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
人
生
を

振
り
返
っ
て

「
20
年
以
上

に
わ
た
る
営

業
時
代
、
た

く
さ
ん
の
お

客
様
と
の
出

会
い
を
通

じ
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん

だ
。そ
れ
が
貴
重
な
財
産
」

と
話
す
。
タ
イ
へ
は
夫
人

同
伴
で
、「
休
日
は
共
に
、

ス
イ
ミ
ン
グ
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
ゴ
ル
フ
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
な
ど
を
楽
し
ん
で

い
る
」と
い
う
。
写
真
は
、

タ
イ
・
チ
ェ
ン
マ
イ
に
夫

人
と
旅
行
に
行
っ
た
時
の

1
枚
。

か
ね
て
引
退
後
の
夢

は
、
漠
然
と
夫
人
と
海
外

生
活
を
と
考
え
て
い
た

が
、
す
で
に
そ
れ
が
実
現

し
た
今
、「
こ
れ
か
ら
の
会

社
人
生
を
充
実
し
た
も
の

に
し
な
が
ら
、
新
た
な
夢

を
探
し
て
い
き
た
い
」
と

笑
顔
で
語
る
。

（
58
年
5
月
29
日
生
ま

れ
、
愛
知
県
出
身
）

1
9
8
9
年
、
31
歳
の

時
に
鋳
物
と
同
じ
よ
う
に

削
れ
る
鍛
造
ク
ラ
ン
ク
シ

ャ
フ
ト
を
開
発
し
量
産
化

に
成
功
、
大
き
な
成
果
を

挙
げ
た
こ
と
は
よ
き
思
い

出
。
写
真
は
同
年
、
米
デ

ト
ロ
イ
ト
で
開
か
れ
た
Ｓ

Ａ
Ｅ
国
際
会
議
で
自
動
車

用
特
殊
鋼
の
開
発
成
果
を

発
表
し
た
時
の
一
枚
。

技
術
開
発
過
程
で
「
自

分
が
初
め
て
見
つ
け
、
そ

れ
が
会
社
の
発
展
に
つ
な

が
る
と
い
う
こ
と
に
や
り

が
い
を
感
じ
る
が
、
何
よ

り
お
客
さ
ま
の
期
待
や
ニ

ー
ズ
に
応
え
、
開
発
商
品

が
出
来
上

が
っ
た
時

の
お
客
さ

ま
の
喜
ぶ

顔
を
見
る

の
が
一

番
」
と
話

す
。大

半
が

技
術
開
発

畑
。
還
暦

だ
が
、「
そ

れ
は
単
な

る
通
過
点

で
、
走
れ

る
と
こ
ろ

ま
で
走
り
続
け
た
い
」
と

い
う
。
そ
の
上
で
今
年
の

抱
負
は
「
既
存
商
品
の
競

争
力
を
強
化
す
る
一
方
、

2
0
4
0
年
に
愛
知
製
鋼

を
支
え
る
よ
う
な
新
し
い

技
術
開
発
に
取
り
組
む
こ

と
」
と
キ
ッ
パ
リ
。
部
下

に
は
「
戦
う
の
は
世
界
。

世
界
最
先
端
の
技
術
を
伝

え
、
自
己
満
足
に
陥
ら
な

い
よ
う
指
導
す
る
こ
と
を

心
掛
け
る
」。学
生
時
代
は

水
泳
を
や
り
体
力
に
は
自

信
が
あ
っ
た
が
、「
い
ま
は

そ
の
衰
え
を
実
感
し
て
い

る
」
と
笑
う
。
7
―
8
年

前
か
ら
油
絵
を
趣
味
と

し
、「
将
来
は
個
展
も
開
い

て
み
た
い
」
と
。

（
58
年
11
月
23
日
生
ま

れ
、
愛
知
県
出
身
）

96
年
、
マ
レ
ー
シ
ア
政

府
の
要
請
で
、
マ
レ
ー
シ

ア
で
の
一
貫
製
鉄
所
建
設

の
Ｆ
Ｓ
（
フ
ィ
ジ
ビ
リ
テ

ィ
―
ス
タ
デ
ィ
ー
）
を
川

崎
製
鉄
と
と
も
に
進
め

た
。
1
年
間
、
川
鉄
の
Ｆ

Ｓ
チ
ー
ム
に
入
っ
て
、
鉄

鋼
事
業
で
鋼
材
を
造
る
の

に
必
要
な
立
地
、
人
材
な

ど
の
検
討
を
行
っ
た
。
同

チ
ー
ム
は
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
の
林
田
英
治

社
長
な
ど
も
メ
ン
バ
ー
で

「
人
材
集
め
の
た
め
、
大

学
を
訪
ね
た
り
、
色
々
な

調
査
も
実
施
、
大
変
勉
強

に
な
っ
た
。
チ
ー
ム
で
の

一
体
感
も
感

じ
た
」
と
今

も
記
憶
が
鮮

明
に
残
る
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
商

事
で『
貿
易
』

と
付
く
の
は

鉄
鋼
貿
易
本
部
だ
け
。
鉄

鋼
貿
易
本
部
長
と
し
て

「
貿
易
専
門
部
隊
と
し
て

海
外
事
業
展
開
を
け
ん

引
。
引
い
て
は
Ｊ
Ｆ
Ｅ
グ

ル
ー
プ
の
海
外
事
業
を
進

め
る
組
織
に
な
る
よ
う
頑

張
る
」
と
抱
負
。
Ｊ
Ｆ
Ｅ

な
ど
の
合
弁
の
ベ
ト
ナ
ム

の
フ
ォ
ル
モ
サ
・
ハ
テ
ィ

ン
・
ス
チ
ー
ル（
Ｆ
Ｈ
Ｓ
）

も
第
2
高
炉
立
ち
上
げ
も

控
え
、
年
産
7
0
0
万
㌧

体
制
と
な
れ
ば
、
当
社
が

扱
え
る
数
量
も
拡
大
す

る
」
と
力
が
こ
も
る
。

60
才
を
迎
え
、
サ
ッ
カ

ー
の
東
京
都
オ
ー
バ
ー
60

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
参
戦
。「
心

身
と
も
健
康
で
人
生
を
謳

歌
し
た
い
」
と
。

（
58
年
6
月
14
日
生
ま

れ
、
群
馬
県
出
身
）

川
崎
製
鉄（
現
Ｊ
Ｆ
Ｅ
）

時
代
は
労
務
、
財
務
、
調

達
、法
務
な
ど
を
手
掛
け
、

旧
川
鉄
、旧
Ｎ
Ｋ
Ｋ
統
合
、

Ｊ
Ｆ
Ｅ
発
足
に
も
財
務
担

当
と
し
て
か
か
わ
っ
た
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
に
移
っ
て
3

年
目
。
法
務
、
審
査
、
監

査
な
ど
を
担
当
し
「
今
も

リ
ス
ク
管
理
と
は
縁
が
切

れ
な
い
」。

若
い
人
の
多
い
職
場
で

「
元
気
で
前
向
き
な
商
社

マ
ン
と
仕
事
を
し
て
、
若

さ
を
も
ら
い
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
と
同
時
に
、
は

げ
み
に
も
な
る
」
と
充
実

感
に
あ
ふ
れ
る
。

法
務
ニ

ュ
ー
ス
で

法
務
を
わ

か
り
や
す

く
発
信
す

る
取
り
組

み
も
始
め

た
。「
相
談

し
て
も
ら

い
や
す
い

よ
う
に
、

敷
居
を
低

く
し
て
い

る
」
と
社

内
発
信
に

力
を
入
れ

る
。
2
0
1
8
年
度
か
ら

新
中
期
経
営
計
画
が
ス
タ

ー
ト
す
る
が
、
こ
の
中
で

「
リ
ス
ク
を
良
い
方
向
に

持
っ
て
い
け
る
よ
う
、
リ

ス
ク
面
に
対
し
て
、
ど
う

サ
ポ
ー
ト
す
る
か
」
を
課

題
に
挙
げ
る
。「
守
り
に
入

ら
ず
、
攻
め
て
い
く
」
と

抱
負
。

「
昔
は
還
暦
と
い
う
と

成
熟
し
た
感
じ
を
受
け
て

い
た
が
、
自
分
は
ま
だ
成

熟
し
て
い
な
い
」
と
通
過

点
を
強
調
、感
慨
も
な
い
。

独
身
時
代
は
年
間
1
0
0

本
見
て
い
た
映
画
鑑
賞
は

結
婚
後
30
本
に
減
っ
た

が
、
最
近
は
70
本
に
増
え

た
。（

58
年
5
月
7
日
生
ま

れ
、
兵
庫
県
出
身
）

技
術
者
と
し
て
現
場
が

長
か
っ
た
。
東
工
大
院
修

了
後
、
1
9
8
3
年
川
崎

製
鉄
に
（
現
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ

ー
ル
）
入
社
し
、
千
葉
製

鉄
所
に
配
属
以
来
、
26
年

間
を
過
ご
し
た
。
当
時
最

新
の
自
動
車
用
溶
融
亜
鉛

め
っ
き
ラ
イ
ン
の
立
ち
上

げ
な
ど
守
備
範
囲
を
広
げ

な
が
ら
も
ほ
ぼ
薄
板
製
造

一
筋
だ
っ
た
。

11
年
に
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
に

移
り
、
初
の

技
術
総
括
部

長
に
就
任
。

シ
ス
テ
ム
を

含
め
従
来
の

商
社
マ
ン
を

補
う
仕
事
を

心
掛
け
て
き

た
。
素
材
製

造
側
と
使
用

側
双
方
を
理

解
し
、
技
術

的
知
見
を
背

景
に
的
確
な

提
言
を
で
き

る
よ
う
、
縁

の
下
の
力
持

ち
と
し
て
機
能
し
た
い
。

人
材
育
成
も
大
き
な
役

割
だ
。
国
内
外
の
加
工
拠

点
で
海
外
現
地
ス
タ
ッ
フ

含
め
て
技
術
的
な
支
援
を

提
供
し
て
い
る
。
小
規
模

な
グ
ル
ー
プ
企
業
で
は
人

材
の
確
保
は
容
易
で
は
な

い
が
、
一
つ
一
つ
前
に
進

め
、
海
外
グ
ル
ー
プ
会
社

を
含
め
て
人
が
財
産
の
商

社
の
戦
力
強
化
に
役
立
ち

た
い
。

ゴ
ル
フ
の
機
会
が
増

え
、
趣
味
を
兼
ね
て
練
習

に
本
腰
を
入
れ
始
め
た
。

工
場
勤
務
時
代
は
休
み
も

煙
突
が
見
え
る
範
囲
に
い

て
家
族
が
旅
行
中
も
留
守

番
だ
っ
た
が
、
最
近
は
家

族
と
海
外
旅
行
も
楽
し

む
。（

58
年
10
月
12
日
生
ま

れ
、
千
葉
県
出
身
）

顧客との信頼を第一に

牽引する海外貿易事業

山中敏幸氏

小林良嗣氏

愛知製鋼
上級執行役員
愛知製鋼

上級執行役員

ＪＦＥ商事
常務執行役員
ＪＦＥ商事
常務執行役員

マレーシアの製鉄所ＦＳで関係者と
千葉製鉄所で（左端が小林常務）

特殊鋼専業メーカー6社の課長級に
よる討論会（後列右から3番目）

リ
ス
ク
対
処
、積
極
的
に

古川正樹氏

岡井 哲氏

愛知製鋼
上級執行役員
愛知製鋼
上級執行役員

ＪＦＥ商事
執行役員
ＪＦＥ商事
執行役員

若さをもらい、リフレッシュ（前列中央が本人）

戌
年
生
ま
れ
の
鉄
鋼
人

戌
年
生
ま
れ
の
鉄
鋼
人

妻
と
タ
イ
・
チ
ェ
ン
マ
イ
へ
旅
行
し
た

時
の
一
コ
マ

愛
知
支
え
る
新
技
術
開
発
へ

新井 信氏

ＪＦＥ商事
執行役員
ＪＦＥ商事
執行役員

野村一衛氏

愛知製鋼
上級執行役員
愛知製鋼

上級執行役員

89年、デトロイト国際会議で開発成果を発表

息
子
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
ダ
ブ
リ
ン

で
家
族
と
（
後
列
左
か
ら
2
人
目
）

技
術
・
人
材
で
戦
力
強
化
に



２０１８年（平成30年） １月５日 金曜日（第３種郵便物認可）鉄鋼（５）
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Happy New Year
あけましておめでとうございます

リンタツ株式会社は、地球環境の保全が将来に
わたり重要な課題であることを認識し、企業活動の
あらゆる側面において、環境保全に配慮しながら
地域社会と調和のとれた持続可能な活動を積極
的に推進します。

本社　愛知県名古屋市中区橘一丁目28番9号
TEL(052)331-8311（代表）
http://www.rintatsu.co.jp

〒105-7117 東京都港区東新橋一丁目5番2号
　　　　　　 汐留シティセンタービル 17Ｆ・18Ｆ

限界を乗り越え、
新たな価値創造に挑む！！

関連会社
■エムエム建材販売株式会社　■株式会社ワテックス北海道
■三鋼販東日本株式会社　　　■三鋼販西日本株式会社
■エムエム建材エンジニアリング株式会社

ISO14001認証取得

：

：

○大阪本社

○東京本社

〒550-0015

〒103-0023

大 阪 市 西 区 南 堀 江１丁目１８番１５号
T E L（０６）６５３８－７２０１（ 代 表 ）
東京都中央区日本橋本町４－６－７（光洋ビル5階）
T E L（０３）３２７９－２７１１（ 代 表 ）

群馬支店・名古屋営業所・大島事務所・浦安加工センター・門真加工センター

http://www.koyo-shouji.co.jp

鉄鋼業界の明日へ羽ばたく

光洋商事株式会社光洋商事株式会社

皆様への感謝を胸に

　　　私たちはこれからも

歩み続けます

皆様への感謝を胸に

　　　私たちはこれからも

歩み続けます

皆様への感謝を胸に

　　　私たちはこれからも

東京本社
大阪支店
浦 安
営 業 所

東 京 都 中 央 区 湊 1 － 1 － 1 2
大阪市中央区道修町 3－4－1 0
千葉県浦安市鉄鋼通り3－1－6
札幌、仙台、静岡、名古屋、福岡、沖縄

：
：
：
：

芝本産業株式会社

この一歩、次の百年へ

歩み続けます

差
別
化
製
品
で
成
長
図
る

今
も
続
く
Ｎ
・
Ｋ
・
Ｕ
活
動

目
標
向
け
良
き
先
輩
探
し

83
年
の
入
社
配
属
は
、

現
在
の
東
日
本
製
鉄
所
京

浜
地
区
の
原
価
管
理
。
そ

の
後
は
営
業
総
括
、人
事
、

薄
板
営
業
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事

で
鉄
鋼
総
括
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス

チ
ー
ル
に
戻
り
薄
板
や
自

動
車
鋼
材
の
営
業
を
歩

み
、
営
業
と
管
理
の
両
方

を
経
験
し
た
。

「
思
い
返
し
て
み
る
と
、

京
浜
時
代
に
仕
事
の
基
礎

を
教
わ
っ
た
。
営
業
総
括

で
は
全
社
的
な
視
点
を
学

ん
だ
。
合
理
化
で
苦
し
い

時
期
も
あ
っ
た
が
、
上
司

や
周
り
の
方
に
恵
ま
れ
て

こ
こ
ま
で
来
た
」。

2
0
1
5
年
か
ら
常
務

執
行
役
員
大
阪
支
社
長
に

就
任
、
関
西

を
は
じ
め
西

日
本
地
区
支

社
を
担
当
す

る
。
支
社
長

3
年
目
を
迎

え
て
「
今
年

は
Ｊ
Ｆ
Ｅ
の

プ
レ
ゼ
ン
ス

を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
た

い
」
と
の
抱
負
。
18
年
度

か
ら
の
新
中
期
計
画
に
向

け
て
国
内
、
地
域
密
着
営

業
の
大
切
さ
を
意
識
す

る
。プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、

2
人
の
お
子
さ
ん
は
独
立

し
孫
も
誕
生
。
年
2
回
ほ

ど
、
夫
婦
で
旅
行
す
る
の

が
恒
例
。
単
身
赴
任
中
の

関
西
で
は
休
日
、
ゴ
ル
フ

の
予
定
が
な
け
れ
ば
近
所

を
軽
く
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
た

り
、
映
画
や
街
歩
き
し
た

り
と
外
で
過
ご
す
こ
と
が

多
い
。
7
年
前
に
は
湘
南

国
際
マ
ラ
ソ
ン
を
完
走
。

将
来
の
夢
は
「
ホ
ノ
ル
ル

マ
ラ
ソ
ン
に
1
回
挑
戦
し

て
み
た
い
」。

（
58
年
5
月
14
日
生
ま

れ
、
北
海
道
出
身
）

還
暦
の
実
感
は
な
い

が
、
入
社
37
年
を
経
て
上

司
や
先
輩
に
感
謝
の
念
が

強
い
。
慶
大
法
卒
後
、
製

造
業
で
国
際
的
な
仕
事
を

求
め
1
9
8
1
年
川
崎
製

鉄（
現
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
）

入
社
。
専
務
執
行
役
員
ま

で
原
料
畑
が
長
い
。
95
年

か
ら
6
年
間
江
本
寛
治
社

長
（
当
時
）
秘
書
を
務
め

た
。当

初
は
石
炭
、
鉄
鉱
石

の
配
船
を
担
当
し
、
ト
ラ

ブ
ル
に
備
え
て
輸
送
船
の

位
置
や
滞
船
日
数
を
常
に

把
握
す
る
よ
う
鍛
え
ら
れ

た
。
日
本

ミ
ル
と
資

源
会
社
が

協
力
し
て

鉱
山
を

次
々
に
開

発
す
る
ダ

イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
時
代

だ
っ
た
。

中
国
の
爆

食
が
始
ま

る
と
、
寡

占
化
す
る

供
給
側
、

市
場
と
格
闘
し
、
調
達
と

資
源
開
発
に
苦
心
し
た
。

16
年
に
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ケ
ミ
カ

ル
社
長
に
転
じ
た
。
研
究

開
発
力
を
強
化
し
、
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
負
極

材
、
光
学
樹
脂
原
料
、
磁

性
材
な
ど
機
能
性
化
学
品

比
率
を
引
き
上
げ
、
差
別

化
製
品
を
生
み
出
す
の
が

市
況
変
動
の
な
か
で
も
成

長
す
る
カ
ギ
だ
。
中
国
は

じ
め
海
外
生
産
体
制
の
強

化
も
当
面
の
課
題
だ
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
成
否
は
情

報
収
集
次
第
。
社
内
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
重
視

し
、
若
手
と
も
経
験
を
伝

え
る
対
話
を
重
ね
る
。
休

日
は
海
外
ド
ラ
マ
や
音

楽
、
鎌
倉
散
策
な
ど
で
気

分
転
換
。

（
58
年
11
月
19
日
生
ま

れ
、
神
奈
川
県
出
身
）

還
暦
の
抱
負
は
「
お
世

話
に
な
っ
た
会
社
に
1
つ

で
も
多
く
貢
献
で
き
る
よ

う
恩
返
し
の
気
持
ち
で
ま

い
進
し
て
い
き
た
い
」。商

社
マ
ン
と
し
て
の
半
生
を

振
り
返
っ
て
み
て
も
、「
楽

し
い
思
い
出
ば
か
り
。
つ

ら
い
こ
と
は
忘
れ
て
し
ま

っ
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い

け
ど
…
」
と
笑
顔
。「
若
い

社
員
が
将
来
、
自
分
と
同

じ
よ
う
に
思
え
る
よ
う
な

会
社
に
し
た
い
」
と
意
気

込
む
。

モ
ッ
ト
ー
は
「
仕
事
は

考
え
方
1
つ
で
変
わ
る
」。

「
や
ら
さ
れ
て
い
る
と
思

わ
ず
、
自
分
な
り
の
お
も

し
ろ
み
を
見
つ
け
ら
れ
た

ら
、
充
実
感
が
得
ら
れ

る
」。自
身
の
経
歴
も
国
内

と
海
外
が

半
々
、
担
当

分
野
も
前
半

が
鋼
管
、
後

半
が
自
動
車

鋼
材
と
目
ま

ぐ
る
し
く
環

境
が
変
わ
っ

た
が
、
そ
の

度
に
一
か
ら

学
び
直
し
、

「
新
鮮
な
気

持
ち
で
仕
事

に
臨
む
こ
と

が
で
き
た
」
と
前
向
き
に

と
ら
え
て
い
る
。

印
象
深
い
駐
在
先
は
26

歳
の
若
さ
で
赴
任
し
た
Ｕ

Ａ
Ｅ
の
首
都
ア
ブ
ダ
ビ
。

特
殊
ネ
ジ
の
現
地
石
油
会

社
へ
の
新
規
拡
販
に
携
わ

り
、
承
認
作
業
、
リ
ペ
ア

ー
体
制
を
整
え
、
契
約
ま

で
こ
ぎ
つ
け
て
、
仕
事
に

自
信
を
つ
け
た
。
今
で
も

「
自
分
の
原
点
」と
語
る
。

ア
ブ
ダ
ビ
に
限
ら
ず
、
ド

イ
ツ
や
メ
キ
シ
コ
、
米
国

な
ど
、
海
外
駐
在
に
全
て

同
行
し
、
仕
事
に
打
ち
込

め
る
環
境
を
作
っ
て
く
れ

た
夫
人
へ
の
感
謝
も
忘
れ

な
い
。

（
58
年
2
月
19
日
生
ま

れ
、
神
奈
川
出
身
）

「
環
境
の
厳
し
い
時
も

あ
っ
た
が
、
社
員
や
取
引

先
な
ど
皆
に
支
え
て
頂

き
、
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
感
謝
の
気

持
ち
を
強
く
す
る
。

商
社
で
繊
維
の
営
業
を

務
め
た
後
、
75
年
に
丹
羽

鉄
に
入
社
。
厳
し
い
経
営

環
境
の
中
で
同
社
は
、
82

年
に
店
売
り
か
ら
の
撤
退

を
決
断
し
、
加
工
の
充
実

に
注
力
し
て
き
た
。
森
社

長
も
、「
機
械
メ
ー
カ
ー
と

共
同
で
切
断
機
の
開
発
を

進
め
、
95
年
に
は
画
期
的

な
バ
リ
取
り
器
付
タ
イ
プ

を
開
発
し
た
」
と
当
時
を

振
り
返
る
。

93
年
、
社
長
就
任
と
同

時
に
現
在
も
続
く
、
〝
Ｎ

・
Ｋ
・
Ｕ
（
丹
羽
鉄
改
善

運
動
）
〞
を
開
始
。「
全
社

員
が
問
題
意
識
を
持
ち
、

身
近
な
所
か
ら
一
歩
一
歩

改
善
す
る
活
動
だ
が
、
小

集
団
活
動
も
含
め
、
皆
が

笑
顔
で
取
り
組
ん

で
く
れ
た
こ
と
が

嬉
し
か
っ
た
」
と

相
好
を
崩
す
。

今
後
は
、
後
継

者
の
育
成
に
注
力

す
る
と
と
も
に
、

「
近
い
将
来
の
テ

ー
マ
は
Ｍ
＆
Ａ
に

よ
る
加
工
の
拡
大

で
商
権
の
安
定

化
、
素
材
の
品
種

拡
大
を
図
り
た

い
」
と
の
意
向
。

「
需
要
家
と
メ
ー
カ
ー
を

つ
な
ぐ
価
値
あ
る
毛
細
血

管
と
し
て
、
プ
ラ
イ
ム
カ

ッ
ト
、
メ
タ
ル
ワ
ー
ク
の

機
能
強
化
で
付
加
価
値
を

高
め
、
ユ
ー
ザ
ー
の
期
待

以
上
の
事
が
出
来
る
会
社

を
目
指
す
」
と
益
々
意
欲

的
だ
。（
46
年
1
月
6
日
生

ま
れ
、
岐
阜
県
出
身
）

82
年
伊
藤
忠
商
事
に
入

社
、
主
に
鋼
管
の
貿
易
畑

を
歩
み
、
海
外
も
イ
ラ
ン

（
3
回
）、サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ

イ（
2
回
）に
赴
任
し
た
。

「
2
回
目
の
イ
ラ
ン
で
は

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
に

遭
遇
し
ト
ル
コ
に
緊
急
脱

出
、
3
回
目
の
イ
ラ
ン
か

ら
は
湾
岸
戦
争
の
黒
煙
残

る
サ
ウ
ジ
に
妻
と
海
外
間

異
動
し
た
。
タ
イ
の
2
回

目
の
赴
任
時
も
バ
ン
コ
ク

争
乱
で
、
目
の
前
で
の
銃

撃
戦
も
経
験
し
た
。た
だ
、

色
々
な
場
所
に
行
け
、

色
々
な
人
に
出
会
え
、
多

種
多
様
な
文
化
を
吸
収
で

き
た
」。

最
近
は

�
観
自
在
�

が
信
条
。「
す

べ
て
の
物
事

を
自
由
自
在

に
見
て
、
慈

悲
を
尽
く

す
、
仏
教
の

教
え
は
仕
事
に
通
じ
る
」。

還
暦
を
迎
え
、「
こ
ん
な
我

儘
な
私
だ
が
、上
司
、同

僚
、部
下
、さ
ら
に
は
お
客

様
に
も
恵
ま
れ
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
生
活
を
つ
つ
が
な

く
過
ご
せ
て
き
た
。
妻
も

海
外
赴
任
に
す
べ
て
に
つ

い
て
き
て
く
れ
、
本
当
に

感
謝
し
て
い
る
」と
い
う
。

仕
事
の
目
標
は
営
業
本
部

の
縦
串
に
対
し
、
大
阪
支

社
で
横
串
を
強
化
す
る
こ

と
。
個
人
的
に
は
昨
年
、

真
珠
婚
式
を
祝
っ
た
夫
人

と
の
時
間
を
大
切
に
し
て

い
く
。
共
通
の
趣
味
の
一

つ
が
ス
キ
ュ
ー
バ
・
ダ
イ

ビ
ン
グ
。「
一
昨
年
と
昨
年

と
続
け
て
、
石
垣
島
で
潜

っ
た
。
今
年
も
長
い
休
み

が
取
れ
れ
ば
、
き
れ
い
な

海
を
一
緒
に
訪
れ
た
い
」

（
58
年
9
月
6
日
生
ま

れ
、
福
岡
県
出
身
）

「
40
年
近
く
勤
め
て
つ

く
づ
く
思
う
の
は
、
本
当

に
良
き
先
輩
・
後
輩
に
恵

ま
れ
て
き
た
こ
と
。
あ
の

人
と
の
出
会
い
が
無
け
れ

ば
途
中
で
挫
折
し
て
い
た

か
も
知
れ
な
い
し
、
あ
の

人
に
助
け
ら
れ
た
お
か
げ

で
今
が
あ
る
と
い
う
人
が

何
人
も
居
る
」
と
振
り
返

る
。社

員
全
員
を
後
ろ
姿
で

判
る
よ
う
に
し
た
い
と
現

場
と
の
交
流
を
重
ね
て
い

る
。
社
員
に
は
、
こ
う
な

り
た
い
、
こ
の
人
を
越
え

た
い
と
い
う
よ
う
な
目
標

と
な
る
先
輩
を
見
つ
け
る

こ
と
が
大
切
だ
と
い
つ
も

説
い
て
い
る
。

長
く
勤
め
上
げ
る
コ
ツ

は
、
追
い
つ
い
た
、
追
い

越
し
た
と
思
っ
た
ら
次
の

目
標
を
見
つ
け
る
こ
と
。

人
生
詰
ま
る
と
こ
ろ
は
、

こ
の
作
業
の
繰
り
返
し
で

も
あ
る
と
い
う
。「
自
分
も

い
つ
か
一
緒
に
机
を
並
べ

た
後
輩
た
ち
か
ら
、
そ
の

よ
う
な
存
在
だ
っ
た
と
思

わ
れ
た
ら
幸
せ
だ
な
」
と

微
笑
む
。

読
書
や
音
楽
鑑
賞
な
ど

実
は
多
趣
味
で
オ
ン
オ
フ

の
切
り
替
え
が
上
手
い
。

オ
フ
は
誰
に
も
邪
魔
さ
れ

な
い
自
分
の
世
界
に
の
め

り
込
み
、
月
曜
日
に
�
今

週
も
頑
張
ろ
う
！
�
と
い

う
気
持
ち
で
ス
タ
ン
バ
イ

す
る
こ
と
が
重
要
と
言

う
。
引
退
後
は
溜
り
に
溜

ま
っ
た
レ
コ
ー
ド
、Ｃ
Ｄ
、

書
物
を
整
理
す
る
予
定
。

（
58
年
12
月
16
日
生
ま

れ
、
愛
知
県
出
身
）

13
年
頃
技
術
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し

て
訪
れ
た
中
国
・
佛
山
に
て

川 真一氏

JFEスチール
常務執行役員
JFEスチール
常務執行役員

ＪＦＥの存在感高める

森 俊彦氏
丹羽鉄社長丹羽鉄社長

お
孫
さ
ん
に
会
う
の
も
楽
し
み

鈴木 彰氏

石川逸弥氏

ＪＦＥケミカル
社長

ＪＦＥケミカル
社長

ＪＦＥ溶接鋼管
社長

ＪＦＥ溶接鋼管
社長

15年前豪州の露天掘り炭鉱にて
（後列左から4人目）

川
崎
製
鉄
（
現
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
）
知
多
製
造

所
勤
務
時
代
。
同
製
造
所
に
て
。
当
時
25
歳

恩
返
し
の
思
い
で
ま
い
進

仏教の教え仕事にも

須和俊敦氏

伊藤忠丸紅鉄鋼
取締役常務執行役員
伊藤忠丸紅鉄鋼
取締役常務執行役員

87年タヒチでの新婚旅行にて

山本英樹氏

デトロイト駐在時、ＭＩ
ＳＡの仕事仲間たちと

伊藤忠丸紅鉄鋼
執行役員大阪支社長
伊藤忠丸紅鉄鋼
執行役員大阪支社長



（６）鉄鋼（第３種郵便物認可）２０１８年（平成30年） １月５日 金曜日
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あけましておめでとうございます
HAPPY NEW YEAR

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
験
誇
り
に

将
来
へ
の
基
盤
づ
く
り

常
に
世
界
マ
ー
ケ
ッ
ト
意
識

〝
調
和
〞
念
頭
に
若
手
指
導

『
中
山
ら
し
さ
』と
総
合
力
で

地
球
に
貢
献
す
る
企
業
へ

4
月
に
還
暦
を
迎
え
る

が
、「
引
き
続
き
、
一
生
懸

命
仕
事
に
邁
進
し
て
い
き

た
い
。
昔
は
60
歳
が
一
つ

の
節
目
と
言
わ
れ
て
い
た

が
、
今
は
65
歳
定
年
が
定

着
し
て
い
る
時
代
。
と
く

に
還
暦
の
実
感
は
な
く
特

別
な
想
い
も
な
い
が
、
体

力
、記
憶
力
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
な
り
に
年
齢
を
実
感

し
て
い
る
」
と
い
う
。

1
9
8
4
年
新
日
本
製

鉄
入
社
。
以
降
、
主
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
畑
を
歩
ん
で

き
た
。
と
く
に
印
象
に
残

っ
て
い
る
出
来
事
は
、
20

年
前
に
携
わ
っ
た
国
内
の

火
力
発
電
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
試
運
転
の
段
階
で
設
備

ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ

た
。
徹
夜
で
臨
ん
だ
緊
急

対
策
が
奏
功
し
最
悪
の
事

態
は
免
れ
、
結
果
的
に
迅

速
な
対
応
が
顧
客
か
ら
評

価
さ
れ
た
。「
窮
地
に
立
た

さ
れ
た
が
、
腹
を
据
え
真

摯
に
立
ち
向
か
え
ば
、
し

っ
か
り
と
し
た
結
果
が
出

る
こ
と
を
肌
身
で
感
じ

た
」
と
振
り
返
る
。
こ
の

経
験
は
自
信
に
な
り
、
そ

の
後
の
仕
事
に
も
活
か
さ

れ
て
い
る
。

趣
味
は
ゴ
ル
フ
や
読

書
。
学
生
時
代
は
モ
ー
タ

ー
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
ん

だ
。「
仕
事
中
心
の
人
生
を

歩
ん
で
き
た
。
そ
ろ
そ
ろ

リ
タ
イ
ア
後
の
過
ご
し
方

も
考
え
な
く
て
は
」
と
微

笑
む
。

（
58
年
4
月
25
日
生
ま

れ
、
北
海
道
出
身
）

81
年
の
入
社
か
ら
36
年

余
。
振
り
返
っ
て
「
あ
っ

と
い
う
間
だ
っ
た
」
と
い

う
の
が
実
感
。
住
友
商
事

で
は
、
国
内
外
を
通
じ
て

薄
板
や
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー

事
業
に
長
く
携
わ
り
、
2

0
1
2
年
に
統
合
発
足
し

た
サ
ミ
ッ
ト
ス
チ
ー
ル
に

も
計
画
段
階
か
ら
参
画
。

同
社
の
社
長
と
し
て
60
歳

を
迎
え
る
こ
と
に
「
縁
を

感
じ
る
。
会
社
人
生
の
集

大
成
と
思
い
、
仲
間
と
と

も
に
良
い
仕
事
を
し
た

い
」
と
話
す
。

大
阪
、
東
京
、
中
国
、

韓
国
で
勤

務
。
印
象

に
残
る
こ

と
の
1
つ

は
、
00
年

か
ら
5
年

間
、
初
め

て
の
海
外

駐
在
と
な

っ
た
天
津

の
コ
イ
ル

セ
ン
タ

ー
。
海
外

で
は
新
設

や
撤
退
と

「
良
い
時
も
悪
い
時
も
経

験
し
た
」。一
方
、
国
内
で

は
「
地
元
の
中
小
企
業
の

社
長
や
先
輩
方
に
商
売
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
」
と

感
謝
の
気
持
ち
。

就
任
3
年
目
と
な
る
今

年
は
「
グ
ル
ー
プ
の
国
内

旗
艦
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
と

し
て
5
年
、
10
年
先
に
も

勝
ち
残
る
基
盤
づ
く
り
を

や
り
遂
げ
た
い
。
有
望
な

人
材
を
鍛
え
育
て
る
」
と

の
決
意
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

で
は
、
夫
人
と
大
学
生
の

双
子
の
お
子
さ
ん
と
離
れ

単
身
赴
任
中
。
機
会
を
見

て
夫
婦
で
「
温
泉
巡
り
が

で
き
れ
ば
」。将
来
的
に

は
、
ア
ジ
ア
駐
在
を
踏
ま

え
て
「
近
代
史
を
勉
強
し

て
み
た
い
」
と
い
う
。

（
58
年
1
月
22
日
生
ま

れ
、
東
京
都
出
身
）

71
年
の
入
社
後
、
営
業

畑
に
長
年
従
事
し
、
国
内

外
で
細
物
鉄
筋
棒
鋼
の
販

路
拡
大
に
注
力
。
05
年
に

は
社
長
に
就
任
し
、
厳
し

い
環
境
下
で
城
を
守
り
抜

い
て
き
た
。
6
回
目
の
年

男
を
迎
え
る
が
、
尚
、
意

気
軒
昂
。「
こ
の
業
界
に
身

を
置
い
て
、
約

半
世
紀
。
色
々

な
経
験
を
し
て

き
た
が
、
景
気

の
良
い
時
、
悪

い
時
、
そ
れ
ぞ

れ
の
局
面
で
ベ

ス
ト
な
対
応
を

心
掛
け
て
き

た
」
と
懐
か
し

む
。「

国
内
需
要

は
縮
減
傾
向
に

あ
る
も
の
の
、

世
界
人
口
は
将

来
95
億
人
を
超

え
、
耐
震
性
が

良
く
快
適
な
住

宅
が
求
め
ら
れ

て
く
る
。
世
界
で
は
高
品

質
な
鉄
筋
棒
鋼
の
ニ
ー
ズ

が
旺
盛
に
な
る
」
と
分
析

し
、「
常
に
外
に
目
を
向
け

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
意
識
し
て
い
く
」

と
全
世
界
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を

窺
う
。

『Y
esterday

is
h

istory.T
om
orrow

is
m
ystery.T

oday
is
a
gift.

』を
心
に
想

い
、「
今
日
を
大
事
に
す

る
」
と
感
慨
に
浸
る
。「
人

に
は
戸
籍
、
肉
体
、
精
神

の
年
齢
が
あ
り
、
肉
体
と

精
神
の
年
齢
は
ア
ン
チ
エ

イ
ジ
ン
グ
が
で
き
る
。
健

康
に
留
意
し
な
が
ら
社
会

に
関
わ
り
、
世
の
中
に
恩

返
し
し
て
い
き
た
い
」
と

目
を
細
め
る
。

（
46
年
6
月
20
日
生
ま

れ
、
東
京
都
出
身
）

還
暦
の
実
感
は
ま
だ
な

い
と
言
う
が
、
こ
こ
最
近

は
若
手
社
員
へ
の
指
導
を

意
識
し
て
い
る
。「
薬
師
寺

の
お
坊
さ
ん
の
講
和
を
聞

き
、
言
い
方
次
第
で
伝
わ

り
方
が
変
わ
る
こ
と
を
学

ん
だ
。�
調
和
�
を
念
頭
に

置
き
接
し
て
い
け
れ
ば
」

と
微
笑
む
。

1
9
8
2
年
、
新
日
本

製
鉄
に
入
社
。
こ
れ
ま
で

の
仕
事
の
中
で
と
く
に
印

象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
、
88
年
か

ら
2
年
間
、

米
ヒ
ュ
ー
ズ

社
と
の
Ｊ
Ｖ

で
あ
る
ヒ
ュ

ー
ズ
・
ニ
ッ

ポ
ン
・
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
社

へ
出
向
し
て

い
た
こ
と
。

「
小
さ
な
会

社
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り

様
々
な
経
験

を
積
ん
だ
。

社
会
人
と
し
て
の
骨
格
を

形
成
し
た
」と
振
り
返
る
。

4
年
前
か
ら
建
築
・
鋼

構
造
事
業
に
携
わ
っ
て
い

る
。
改
革
を
進
め
て
き
た

こ
と
が
奏
功
し
、
足
元
の

業
績
は
好
調
。「
20
年
仕
事

し
た
製
鉄
プ
ラ
ン
ト
事
業

と
は
違
う
世
界
だ
が
、
面

白
い
発
見
を
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
る
。
弱
い
部
分
を

改
善
し
、
強
み
を
よ
り
伸

ば
し
て
い
き
た
い
」
と
語

る
。休

日
は
趣
味
の
ア
ウ
ト

ド
ア
で
心
身
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
い
る
。
高
校
時

代
は
山
岳
部
、
大
学
時
代

は
ヨ
ッ
ト
部
で
汗
を
流
し

た
。
山
登
り
と
ヨ
ッ
ト
は

今
も
継
続
中
。

（
58
年
6
月
26
日
生
ま

れ
、
福
岡
県
出
身
）

60
歳
で
の
年
男
を
迎
え

る
感
想
を
聞
く
と
、「
60
歳

だ
か
ら
と
言
う
わ
け
で
は

な
い
が
、
こ
れ
ま
で
を
振

り
返
る
と
再
生
期
間
中
を

含
め
て
本
当
に
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
あ
り
、
支
え
て

い
た
だ
い
た
取
引
先
や
上

司
、
同
僚
、
家
族
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
で
一
杯
だ
」

と
言
う
。

さ
ら
に
中
山
製
鋼
所
の

営
業
ト
ッ
プ
と
し
て
も

「
こ
れ
ま
で
の
支
え
に
報

い
る
た
め
に
も
『
中
山
ら

し
さ
』
と

中
山
グ
ル

ー
プ
の
総

合
力
を
発

揮
し
て
、

来
年
度
に

最
終
年
度

を
迎
え
る

中
期
経
営

計
画
の
完

遂
は
も
ち

ろ
ん
、
2

0
1
9
年

度
か
ら
の

新
中
計
に

つ
な
が
る

結
果
と
行
動
を
示
し
て
い

く
」と
気
を
引
き
締
め
る
。

体
力
的
に
は
ま
だ
ま
だ

元
気
な
つ
も
り
だ
が
、「
健

康
診
断
で
は
営
業
な
ら
で

は
の
数
字
も
出
て
い
る
。

ま
ず
今
年
は『
健
康
第
一
』

を
目
標
に
し
っ
か
り
と
身

体
を
鍛
え
な
お
し
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
る
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は

「
こ
れ
ま
で
な
か
な
か
時

間
が
取
れ
な
か
っ
た
が
、

家
内
と
新
婚
旅
行
以
来
の

海
外
旅
行
を
何
と
か
実
現

し
た
い
」
と
語
る
と
と
も

に
、「
趣
味
と
言
え
る
趣
味

が
な
く
、
こ
れ
か
ら
年
を

重
ね
て
も
続
け
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
な
趣
味
を
見

つ
け
た
い
」
と
笑
顔
を
見

せ
る
。

（
58
年
7
月
7
日
生
ま

れ
、
兵
庫
県
出
身
）

98
年
に
現
在
の
会
社
を

創
業
、
一
般
鋼
材
の
在
庫

販
売
を
開
始
し
た
。
2
0

0
0
年
代
に
入
り
、
加
工

の
必
要
性
を
感
じ
、
04
年

に
レ
ー
ザ
ー
切
断
機
を
新

設
、
本
格
的
に
加
工
分
野

に
進
出
し
た
。
そ
の
後
も

加
工
設
備
を
増
強
、
11
年

に
は
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ

ト
設
備
を
導
入
し
、
鋼
材

以
外
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
、
タ

イ
ル
、
チ
タ
ン
、
銅
、
真

鍮
、
ア
ル
ミ
、
樹
脂
な
ど

の
加
工
も
手
掛
け
る
よ
う

に
な
っ

た
。国

内
の

少
子
・
高

齢
化
に
危

機
感
を
持

ち
、
早
く

か
ら
、
外

国
人
労
働

者
の
活
用

を
考
え
て

い
た
。
09

年
ベ
ト
ナ

ム
に
出
向

き
、
研
修

生
の
採
用

を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
、

経
済
成
長
が
著
し
い
ア
セ

ア
ン
地
域
に
注
目
、
13
年

ベ
ト
ナ
ム
南
部
の
ド
ン
ナ

イ
省
に
工
場
を
建
設
。
昨

年
7
月
に
は
ベ
ト
ナ
ム
の

ハ
ノ
イ
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

も
工
場
を
開
設
し
た
。
来

年
に
は
ラ
オ
ス
に
も
農
業

用
機
械
の
組
立
工
場
を
開

設
す
る
計
画
。

「
ア
ジ
ア
で
我
々
は
顧

客
の
拡
大
、
知
名
度
の
向

上
が
図
れ
、
そ
の
国
の
発

展
に
も
寄
与
で
き
る
。
私

と
し
て
は
今
後
も
地
球
に

貢
献
で
き
る
企
業
を
目
指

し
て
い
く
」と
の
思
い
だ
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
夢
は
、

「
海
外
出
張
が
多
い
の
で
、

家
族
と
過
ご
す
時
間
を
で

き
る
限
り
持
ち
た
い
」
と

語
る
。

（
70
年
1
月
5
日
生
ま

れ
、
大
阪
府
出
身
）

島貫靖士氏

村上信行氏

新日鉄住金エンジニアリング
取締役常務執行役員

新日鉄住金エンジニアリング
取締役常務執行役員

新日鉄住金エンジニアリング
執行役員

新日鉄住金エンジニアリング
執行役員

89
年
、
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
建
設

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
に
て

89
年
、
ネ
パ
ー
ル
で
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
を
し
た
際
の
1
コ
マ

若島 浩氏

内藤伸彦氏

サミットスチール
社長

サミットスチール
社長

中山製鋼所取締役中山製鋼所取締役

社内ゴルフコンペで
（前列左から5人目が若島さん）

夫
人
と
新
穂
高
で

岸田成器氏

中坂征洋氏

城南製鋼所社長城南製鋼所社長

マサカツ鋼材社長マサカツ鋼材社長

昨
年
12
月
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
出
張

で
プ
ロ
野
球
観
戦
（
前
列
右
か
ら
岸

田
氏
、
鈴
木
・
三
興
製
鋼
取
締
役
、

富
永
・
メ
タ
ル
ワ
ン
部
長
、
坂
田
・

千
代
田
鋼
鉄
工
業
社
長
、
需
要
家
。

後
列
右
は
横
山
・
メ
タ
ル
ワ
ン
主
任
）

マ
サ
カ
ツ
鋼
材
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
工
場

の
前
で
（
真
中
が
中
坂
社
長
）
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代表取締役社長　牧ヶ野 孝宏

本　社

事業所

東京都千代田区内神田3丁目6番2号
　　　　 アーバンネット神田ビル6階
TEL：03－5207－8484
URL：http://www.steel-center.co.jp

〒101-0047

ISO 9001 ISO14001 認証取得

川里・挟山・天竜・亀山・熊本

CM020
ISO14001/ISO9001
JAER0083/JAQR0026

炭素鋼鋼管全般
ステンレス鋼管全般

●本社●

営 業 所

あらゆるニーズに対応
全国ネットワーク

〒279-0011　千葉県浦安市美浜1丁目9番2号
TEL047-316-5525　FAX047-316-5526

東京・大阪・札幌・仙台・新潟・土浦・富士・名古屋・北陸・山口・福岡

http://www.pipe-nikko.co.jp/

パイプで明日をつなぐ

本 　社

http://www.sumishokokan.co.jp/

SC Pipe Solutions Co.,Ltd

代表取締役社長　片　桐　祐　司

〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋1丁目2番2号
住友商事竹橋ビル

TEL 03-6551-2661　FAX 03-6551-2651

住商特殊鋼株式会社
S um i s h o  S p e c i a l i t y  S t e e l  C o r p

■

■

■

■

本 社
〒100 -0003
関 西 支 社
〒541 -0044
関西物流加工センター
〒559 -0032
関東物流加工センター
〒374 -0047

東京都千代田区一ツ橋1-2-2 住友商事竹橋ビル4階
☎ 03-5219-2525　FAX 03-5219-2526
大阪府大阪市中央区伏見町3-2-4 淀屋橋戸田ビル8階
☎ 06-6202-0535　FAX 06-6202-0536
大阪府大阪市住之江区南港南2-11-35
☎ 06-6655-0007　FAX 06-6655-0008
群馬県館林市野辺町332
☎ 0276-73-8111　FAX 0276-74-8307

詳しくはウェブサイトへ
http://www.sumitoku.co.jp

We are the company

お客様のニーズに応える会社を目指します

that best satisfy your needs

本 社
関東支社
浦安支店
東北支店
土浦支店

Tel 03（3625）5151
Tel 048（562）1212
Tel 047（352）3195
Tel 0223（24）1161
Tel 0299（59）3141

Fax 03（3621）8786
Fax 048（561）9656
Fax 047（354）6370
Fax 0223（24）1178
Fax 0299（59）5303

URL http://www.tanaka-th.co.jp

田中鉄鋼販売 株式会社

鉄の流通を心でつなぐ鉄の流通を心でつなぐ
創造への架け橋創造への架け橋

― 鍛える・創る―

新
年
特
集ものづくり新時代

菰
下
鎔
断

玉
造

昨
年
12
月
か
ら
、
本
社

工
場
（
大
阪
府
貝
塚
市
）

の
敷
地
内
に
溶
断
専
用
の

新
工
場
棟
の
建
設
工
事
を

開
始
し
た
。
完
成
は
今
年

夏
を
予
定
し
て
い
る
。
新

工
場
棟
に
は
全
長
約
70
㍍

の
定
盤
を
設
置
し
、
フ
ァ

イ
バ
ー
レ
ー
ザ
ー
切
断
機

2
基
、
Ｎ
Ｃ
ガ
ス
溶
断
機

2
基
を
導
入
す
る
。
本
社

工
場
の
切
板
能
力
を
拡
大

し
、
納
期
対
応
の
さ
ら
な

る
充
実
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
増
加
し
て
い
る
薄

物
の
加
工
注
文
に
き
め
細

か
く
対
応
す
る
の
が
目

的
。
完
成
後
、
本
社
工
場

の
切
板
能
力
は
現
状
比
約

2
割
増
の
月
間
3
3
0
0

㌧
程
度
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
方
向
だ
。

同
社
は
自
社
拠
点
と
し

て
本
社
・
工
場
（
第
1
工

場
、
第
2
工
場
）、北
陸
事

業
所
（
石
川
県
能
美
市
）、

玉
野
事
業
所
（
岡
山
県
玉

野
市
）、九
州
営
業
所
（
佐

賀
県
三
養
基
郡
）、東
京
営

業
所
（
東
京
都
墨
田
区
）

を
持
ち
、
産
業
機

械
向
け
を
主
力
に

切
板
な
ど
の
厚
板

加
工
を
行
う
と
と

も
に
、
母
材
販
売

を
行
っ
て
い
る
。

切
板
の
自
社
の
加

工
工
場
と
し
て
は

本
社
工
場
、
北
陸

事
業
所
、
玉
野
事

業
所
の
3
カ
所

で
、
直
近
の
切
板

数
量
は
全
体
で
月

間
3
5
0
0
㌧
前

後
。た

だ
、
本
社
工
場
は
こ

こ
数
年
、
加
工
数
量
が
増

加
し
、
ほ
ぼ
設
備
能
力
に

近
い
状
態
が
続
い
て
い

た
。
こ
の
た
め
工
場
体
制

の
強
化
を
検
討
。
昨
年
、

本
社
工
場
の
第
2
工
場
棟

の
あ
る
敷
地
内
に
新
工
場

棟
を
建
設
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。
新
工
場
棟
の
概

要
は
構
造
が
Ｓ
造
で
、
建

屋
面
積
が
約
1
5
5
1
平

方
㍍
。
定
盤
は
長
さ
約
70

㍍
、
幅
が
最
大
5
0
0
0

㍉
と
し
、
こ
れ
に
切
板
設

備
4
基
を
す
べ
て
搭
載
す

る
。
付
帯
設
備
の
天
井
ク

レ
ー
ン
は
20
㌧
＝
2
基
、

10
㌧
＝
2
基
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
の
溶

断
業
者
の
井
上
金
属
工
業

（
清
原
幹
雄
社
長
）
は
昨

年
11
月
末
に
本
社
機
能

を
、
尼
崎
市
三
反
田
町
か

ら
尼
崎
市
大
浜
町
に
全
面

移
転
し
た
。
こ
れ
に
連
動

し
て
、
昨
年
末
ま
で
に
旧

・
本
社
工
場
の
溶
断
設
備

を
新
本
社
工
場
に
移
設
す

る
と
も
に
、
設
備
新
設
な

ど
の
作
業
を
終
え
、
今
年

初
め
か
ら
新
本
社
工
場
で

の
加
工
を
本
格
的
に
開
始

す
る
。
今
回
の
井
上
金
属

工
業
の
本
社
工
場
移
転
は

旧
本
社
工
場
の
建
屋
が
老

朽
化
し
、
こ
れ
に
対
応
し

た
も
の
で
、
投
下
金
額
は

約
7
億
円
。
な
お
、
新
本

社
工
場
の
溶
断
設
備
は
レ

ー
ザ
ー
切
断
機
4
基
、
Ｎ

Ｃ
溶
断
機
2
基
、
ア
イ
ト

レ
ー
サ
ー
1
基
。

関
西
地
区
の
厚
板
溶
断
業
者
の
多
く
が
昨
年

（
2
0
1
7
年
）、設
備
投
資
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
だ
。
特
に
、
大
手
業
者
は
主
要
設
備
の
更

新
や
主
力
工
場
の
再
整
備
・
開
設
な
ど
、
次
世

代
を
に
ら
ん
だ
投
資
を
進
め
て
い
る
。
産
業
機

械
、
建
設
機
械
、
建
築
鉄
骨
、
橋
梁
な
ど
の�
も

の
造
り
�
を
支
え
る
地
区
の
大
手
溶
断
業
者
の

大
型
設
備
投
資
を
ま
と
め
た
。（
天
野

充
造
）

昨
年
1
月
に
関
東
地
区

と
し
て
は
2
カ
所
目
と
な

る
加
工
拠
点
「
か
ず
さ
工

場
」（
千
葉
県
君
津
市
か
ず

さ
小
糸
）
を
本
格
稼
働
さ

せ
た
。
昨
年
4
月
に
は
同

工
場
の
加
工
量
（
切
板
数

量
）
は
月
間
3
0
0
㌧
と

当
初
の
目
標
を
達
成
し
、

そ
の
後
も
人
員
を
増
員
す

る
な
ど
営
業
・
加
工
体
制

を
強
化
し
て
い
る
。

同
社
は
オ
ー
ナ
ー
系
の

大
手
溶
断
業
者
で
、
自
社

工
場
と
し
て
本
社
・
工
場

（
大
阪
市
住
之
江
区
南
港

南
）、南
港
レ
ー
ザ
ー
工

場
、
南
港
第
2
工
場
、
南

港
第
3
工
場
、
四
国
支
店

・
愛
媛
工
場
、
九
州
支
店

・
大
牟
田
工
場
、
関
東
支

店
・
浦
安
工
場
、
関
東
支

店
・
か
ず
さ
工
場
、
グ
ル

ー
プ
の
鋼
板
加
工
業
者
と

し
て
は
ナ
カ
ジ
マ
、
松
本

シ
ヤ
リ
ン
グ
工
場
を
有
し

て
い
る
。

2
0
1
4
年
に
関
東
地

区
の
溶
断
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
千
葉
県
浦
安

市
に
関
東
支
店
・
浦
安
工

場
を
開
設
。
た
だ
、
同
工

場
は
敷
地
面
積
が
約
1
7

0
0
平
方
㍍
と
狭
く
、
幅

広
材
や
長
尺
材
の
厚
板
の

加
工
が
で
き
な
い
な
ど
、

課
題
を
抱
え
て
い
た
。
こ

う
し
た
ネ
ッ
ク
を
解
消
し

て
、
切
板
の
生
産
性
の
向

上
と
、
よ
り
高
品
質
な
製

品
の
供
給
を
目
的
に
、
約

12
億
円
を
投
じ
て
、
千
葉

県
君
津
市
内
の
工
業
団
地

に
「
か
ず
さ
工
場
」
を
建

設
し
た
も
の
。
工
場
概
要

は
、
敷
地
面
積
が
1
万
5

0
0
0
平
方
㍍
、
工
場
建

屋
面
積
が
約
4
0
0
0
平

方
㍍
、
加
工
設
備
は
Ｎ
Ｃ

ガ
ス
溶
断
機
2
基
、
プ
ラ

ズ
マ
溶
断
機
1
基
、
3

k
w
（
㌔
㍗
）
フ
ァ
イ
バ

ー
レ
ー
ザ
ー
切
断
機
1

基
、
鋼
板
用
開
先
機
1
基

な
ど
。

か
ず
さ
工
場
に
つ
い
て

は
今
後
、
薄
物
か
ら
厚

物
、
幅
広
・
長
尺
材
の
加

工
対
応
を
き
め
細
か
く
展

開
し
て
い
く
と
と
も
に
、

新
規
顧
客
の
開
拓
を
進

め
、
加
工
数
量
の
拡
大
を

図
る
。
浦
安
工
場
に
つ
い

て
は
極
厚
・
厚
物
を
中
心

に
加
工
対
応
を
強
化
し
て

い
く
。

ま
た
、
関
東
地
区
以
外

の
設
備
投
資
と
し
て
は
昨

年
8
月
に
、
四
国
支
店
・

愛
媛
工
場
（
愛
媛
県
西
条

市
）
の
ド
リ
ル
付
き
Ｎ
Ｃ

溶
断
機
1
基
を
小
池
酸
素

工
業
製
の
最
新
鋭
機
に
更

新
し
、
昨
年
11
月
に
は
、

九
州
支
店
・
大
牟
田
工
場

（
福
岡
県
大
牟
田
市
）
に

Ｎ
Ｃ
溶
断
機
1
基
（
プ
レ

ー
ナ
ー
機
能
付
き
）
を
更

新
し
た
。
い
ず
れ
も
設
備

の
老
朽
化
に
対
応
し
た
も

の
。さ

ら
に
、
グ
ル
ー
プ
会

社
の
「
ナ
カ
ジ
マ
」（
本
社

＝
大
阪
市
住
之
江
区
、
中

嶋
秀
章
社
長
）
は
昨
年
12

月
、
本
社
工
場
に
N
C
プ

ラ
ズ
マ
溶
断
機
1
基
を
増

設
、
同
設
備
を
3
基
体
制

と
し
た
。
今
年
1
月
に
は

同
加
工
機
の
付
帯
設
備
と

し
て
5
㌧
ク
レ
ー
ン
を
設

置
し
、
同
中
旬
か
ら
増
設

設
備
を
本
格
稼
働
さ
せ
る

計
画
だ
。
グ
ル
ー
プ
全
体

で
の
切
板
対
応
の
充
実
化

の
一
環
。

現
在
、
福
山
事
業
所
の

工
場
体
制
の
大
規
模
な
再

整
備
を
進
め
て
い
る
。
福

山
事
業
所
第
一
工
場
の
建

屋
の
老
朽
化
と
地
盤
自
体

が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た

た
め
、
こ
れ
を
解
消
す
る

と
と
も
に
、
福
山
地
区
に

お
い
て
中
長
期
的
に
盤
石

な
加
工
体
制
を
整
備
す
る

の
が
目
的
。

す
で
に
、
昨
年
12
月
に

福
山
事
業
所
の
事
務
所
を

新
設
中
の
新
浜
工
場
（
広

島
県
福
山
市
新
浜
町
）
の

事
務
所
棟
に
移
し
た
。
新

浜
工
場
自
体
は
現
在
、
箕

沖
工
場（
福
山
市
箕
沖
町
）

か
ら
レ
ー
ザ
ー
切
断
機
5

基
を
移
設
中
で
、
今
月
中

に
も
移
設
作
業
を
す
べ
て

完
了
さ
せ
、
全
面
稼
働
を

予
定
し
て
い
る
。
一
方
、

箕
沖
工
場
も
今
年
1
月
か

ら
、
ガ
ス
溶
断
工
場
と
し

て
の
体
制
整
備
を
本
格
的

に
開
始
す
る
計
画
で
、
こ

の
一
環
と
し
て
、
福
山
事

業
所
第
一
工
場
の
Ｎ
Ｃ
ガ

ス
溶
断
機
（
7
基
）
を
移

設
す
る
。
再
整
備
の
す
べ

て
の
作
業
は
今
年
6
月
に

も
完
了
す
る
方
向
。
す
べ

て
の
作
業
完
了
後
、
福
山

事
業
所
第
一
工
場
は
売
却

す
る
予
定
。

同
社
は
メ
タ
ル
ワ
ン
系

の
大
手
溶
断
業
者
。
全
国

に
大
阪
事
業
所
、
名
古
屋

事
業
所
、
福
岡
事
業
所
、

福
山
事
業
所
、
四
国
事
業

所
、舘
林
事
業
所
を
持
ち
、

各
事
業
に
は
複
数
の
厚
板

加
工
工
場
を
有
し
て
い

る
。こ

の
う
ち
、
福
山
事
業

所
は
1
9
9
4
年
に
福
山

市
内
の
福
山
鉄
工
セ
ン
タ

ー
内
に
開
設
し
た
が
、
99

年
に
福
山
事
業
所
第
一
工

場
（
敷
地
面
積
＝
4
1
7

3
平
方
㍍
、
工
場
建
屋
面

積
＝
2
4
9
7
平
方
㍍
）

を
建
設
し
、
移
転
。
06
年

に
は
現
・
箕
沖
工
場
（
旧

・
福
山
事
業
所
第
二
工
場
、

敷
地
面
積
＝
5
5
8
3
平

方
㍍
、
工
場
建
屋
面
積
＝

約
3
0
0
0
平
方
㍍
）
を

建
設
し
、
レ
ー
ザ
ー
専
用

工
場
と
し
て
稼
働
さ
せ

た
。
た
だ
、
福
山
第
一
工

場
は
埋
め
立
て
地
に
建
て

ら
れ
て
お
り
、
地
盤
沈
下

が
続
い
て
い
た
。
ま
た
、

建
屋
自
体
も
老
朽
化
し
て

お
り
、
地
震
時
の
事
業
継

続
面
で
ネ
ッ
ク
と
な
る
危

険
性
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
数
年
前
か
ら
同
工
場

の
移
転
を
検
討
し
て
い

た
。そ

う
し
た
中
で
エ
ム
エ

ム
建
材
が
福
山
支
店
の
倉

庫
（
敷
地
面
積
＝
8
9
5

0
平
方
㍍
、
工
場
建
屋
面

積
＝
4
7
8
0
平
方
㍍
、

事
務
所
面
積
＝
1
0
9
9

平
方
㍍
）
を
売
却
す
る
こ

と
と
な
り
、
こ
れ
を
玉
造

が
昨
年
4
月
に
購
入
。購

入
後
、同
倉
庫
を
新
浜
工

場
と
し
て
新
設
で
き
る
よ

う
改
造
工
事
を
行
う
な

ど
、
福
山
事
業
所
の
再
整

備
を
進
め
て
い
る
も
の
。

同
社
で
は
今
後
、
福
山

事
業
所
以
外
の
事
業
所
で

も
老
朽
化
対
策
と
生
産
性

の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
的

に
、
工
場
体
制
の
再
整
備

を
必
要
に
応
じ
て
、
随
時

検
討
し
て
い
く
考
え
だ
。

同
社
は
昨
年
3
月
、
こ

れ
ま
で
賃
借
し
て
い
た
泉

北
工
場
（
大
阪
府
高
石
市

高
砂
）
が
あ
る
敷
地
（
敷

地
面
積
＝
約
1
万
7
1
6

0
平
方
㍍
）
と
建
屋
全
体

（
建
屋
面
積
＝
約
1
万
平

方
㍍
、
2
棟
）
を
購
入
し

た
。
購
入
後
、
1
棟
は
引

き
続
き
、
Ｂ
Ｈ
製
作
な
ど

の
自
社
工
場
と
し
て
活
用

し
、
残
り
1
棟
は
特
殊
鋼

流
通
業
者
に
賃
貸
し
て
い

た
が
、
昨
年
12
月
か
ら
は

賃
貸
し
て
い
た
1
棟
の
半

分
に
つ
い
て
も
自
社
の
製

缶
・
橋
梁
製
品
、
母
材
の

厚
板
の
置
き

場
と
使
用
し

て
い
る
。
中

期
的
に
は
泉

北
工
場
の
賃

貸
契
約
に
つ

い
て
は
解
消

し
、
残
り
1

棟
も
関
係
会

社
の
木
津
川

建
材
加
工

（
大
阪
市
大

正
区
南
恩
加

島
）
の
加
工
機
能
を
全
面

的
に
集
約
す
る
方
針
。

現
在
、
加
工
拠
点
と
し

て
は
自
社
の
本
社
工
場

（
大
阪
府
高
石
市
高
砂
）、

泉
北
工
場
、岐
阜
工
場（
岐

阜
県
海
津
市
）、さ
ら
に
関

係
会
社
の
木
津
川
建
材
加

工
の
本
社
工
場
を
持
ち
、

建
築
鉄
骨
・
橋
梁
・
鉄
塔

向
け
の
切
板
、
Ｂ
Ｈ
の
製

作
、
橋
梁
部
材
の
製
作
な

ど
を
手
掛
け
て
い
る
。

も
と
も
と
、
泉
北
工
場

に
つ
い
て
は
昨
年
3
月
ま

で
は
工
場
建
屋
の
半
分
の

ス
ペ
ー
ス
（
建
屋
面
積
＝

約
5
0
0
0
平
方
㍍
）
を

賃
借
し
、
こ
の
ス
ペ
ー
ス

に
Ｂ
Ｈ
向
け
の
切
板
用
の

Ｎ
Ｃ
溶
断
機
1
機
、
鋼
板

用
開
先
機
1
基
、
そ
し

て
、
Ｂ
Ｈ
生
産
設
備
（
仮

組
み
＝
1
ラ
イ
ン
、
溶
接

＝
3
ラ
イ
ン
、
矯
正
＝
1

ラ
イ
ン
）、Ｂ
Ｈ
の
2
次
加

工
用
の
切
断
機
1
基
、
穴

開
け
機
1
基
、
開
先
機
1

基
を
置
き
、
Ｂ
Ｈ
製
作
と

2
次
加
工
を
手
掛
け
て
い

た
。た

だ
、
か
ね
て
大
阪
地

区
の
生
産
体
制
の
再
構
築

・
集
約
を
検
討
し
て
い
る

中
で
、
専
用
岸
壁
を
持
つ

泉
北
工
場
の
活
用
の
拡
大

が
ベ
タ
ー
と
判
断
し
、
昨

年
3
月
15
日
に
泉
北
工
場

の
あ
る
敷
地
と
工
場
建
屋

（
2
棟
）
の
す
べ
て
を
購

入
し
た
。

購
入
後
、
1
棟
は
自
社

使
用
、
も
う
1
棟
は
賃
貸

し
て
い
た
が
、
昨
年
12
月

に
賃
貸
し
て
い
た
1
棟
の

半
分
も
賃
貸
契
約
が
切

れ
、
自
社
使
用
を
開
始
し

た
も
の
。
中
期
的
に
は
泉

北
工
場
に
つ
い
て
は
す
べ

て
を
自
社
使
用
す
る
方
向

で
計
画
し
て
お
り
、
木
津

川
建
材
加
工
の
本
社
工
場

に
あ
る
Ｎ
Ｃ
溶
断
機
や
プ

ラ
ズ
マ
溶
断
機
な
ど
の
溶

断
設
備
を
泉
北
工
場
に
全

面
的
に
移
設
し
、
加
工
機

能
を
集
約
す
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
岸
壁
を
フ
ル
活
用

し
、
建
築
部
材
の
製
作
の

強
化
や
長
尺
物
の
対
応
の

充
実
化
な
ど
を
推
進
し
て

い
く
方
針
だ
。

新工場棟の建設開始
本社工場 切板能力2割増へ

福山事業所の体制再整備
新浜工場にレーザー移設など

本
社
工
場

関
西
地
区
の
厚
板
溶
断
業
者

次
世
代
へ
の
投
資
展
開

次
世
代
へ
の
投
資
展
開

次
世
代
へ
の
投
資
展
開

泉北工場

君津に「かずさ工場」開設
12億円投資 高品質製品を供給

泉北工場の敷地・建屋購入
BH製作、母材置場で活用

中
嶋
産
業

高
砂
金
属
工
業
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新
年
特
集ものづくり新時代

富 安 金 属 印 刷 ㈱

富士メタルプリンティング㈱

奈良メタルプリント㈱

エ イ コ ー ㈱

新 高 垣 製 缶 ㈱

㈱ 関 西ブリキテクノ
㈱東日本ブリキテクノ
メ タ ル リ ン ク ㈱
北日本サッシ工 業 ㈱
富 士 鋼 材センター㈱
マ ル エ イ 三 英 ㈱

《富安グループ》

東 京 本 社
電 話

大 阪 本 店
電 話

東 京 都 墨 田 区 太 平 4 丁目 5 番 1 5 号
03－5611－7770（代表）
大阪市西区南堀江 3 丁目 1 4 番 1 2 号
06－6539－2201（代表）

札幌支店・名古屋支店・広島支店・九州支店
浦安事業所・北九州事業所・東北営業所・帯広営業所

薄鋼板・中厚鋼板
表 面 処 理 鋼 板
特 殊 鋼
土 木 建 築 製 品
鋼 材 全 般

営業品目

本 社

大 阪 支 店
名古屋支店
九 州 支 店
福山営業所
新潟営業所

〒104‐0032
東京都中央区八丁堀1丁目9番8号 八重洲通ハタビル9階
ＴＥＬ03（6222）8620㈹
ＴＥＬ06（4391）3161㈹
ＴＥＬ052（565）0081㈹
ＴＥＬ092（432）5101㈹
ＴＥＬ084（924）0810㈹
ＴＥＬ0256（61）5510㈹

草野産業株式会社

大連草野商貿有限公司

東北支店
関東支店
　長野営業所
　千葉営業所
　君津営業所
名古屋支店
　浜松営業所
　北陸営業所
　東海出張所

大阪支店
　四国営業所
広島支店
　岡山営業所
　松江営業所
九州支店
　北九州営業所

PT. KUSANO SANGYO INDONESIA

鋳物業界のニーズに
お応えし続けて100年
更なる進化を目指します

本社　東京都中央区銀座3－9－4草野ビル
TEL　03-3541-2911　FAX　03-3541-6122

www.kusanoco.com

http://www.ohtsuka-steel.co.jp/

あらゆる鉄のニーズに応えて
各種厚鋼板・土木建材・リース

代表取締役社長  嶋  津  邦  夫
：

：

：

：

：

：

：

：

：

本 社

伊勢崎支店

静 岡 支 店

八 戸 支 店

石巻営業所

福島出張所

仙台事務所

気仙沼事務所

浦 安 倉 庫

〒103-0005 東京都中央区日本橋久松町9-9
（ユニゾ久松町清洲橋通りビル）

TEL.（代表）03-3664-6691 FAX.03-3664-6693
〒372-0022 群馬県伊勢崎市日乃出町712-11
TEL.0270-26-5780　FAX.0270-26-6148
〒424-0066 静岡県静岡市清水区七ツ新屋442-1
TEL.054-344-3665　FAX.054-344-3666
〒039-2246 青森県八戸市桔梗野工業団地3-1-60
TEL.0178-20-1911　FAX.0178-20-1915
〒986-2103 宮城県石巻市流留一番囲229-17
TEL.0225-25-0631　FAX.0225-25-0632
〒972-8336 福島県いわき市渡辺町上釜戸字鳶尾180
TEL.0246-38-8750　FAX.0246-38-8751
〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町2-10-33
TEL.022-797-6981　　第二日本オフィスビル5Ｆ-10号
〒988-0113 宮城県気仙沼市松崎片浜106-131
TEL.0226-22-7481
〒279-0025 千葉県浦安市鉄鋼通り1 - 4 - 1 1
TEL.047-352-3367　FAX.047-352-4635　　

本社・工場・倉庫
〒143-0003

山 形 営 業 所
〒999-3246

東京都大田区京浜島2丁目13番5号

山形県上山市中山33 7番地ー1

TEL
FAX

TEL
FAX

（03）3790 0010（代表）
（03）3790 0020

（023）664 1510（代表）
（023）673 1522

代表取締役社長  大　岩　翔　太

本 社

北海道営業所

東 北 支 店

埼 玉 支 店

多 摩 支 店

千 葉 出 張 所

甲 府 出 張 所

関 西 支 店

中四国営業所

九 州 営 業 所

〒135-0042

〒060-0002

〒983-0013

〒343-0845

〒190-0022

〒292-0814

〒400-0811

〒541-0041

〒736-0034

〒812-0013

東京都江東区木場2－17－2 SAビル1F
土木営業部／建材営業部／管理部

東部建材部／特殊鉄構部

札幌市中央区北二条西4－1 北海道ビルヂング8F

宮城県仙台市宮城野区中野字神明151－1

埼玉県越谷市南越谷1－20－8 エース南越谷ビル5F

東京都立川市錦町1－10－25　YS錦町ビル6Ｆ

千葉県木更津市八幡台5－33－13

山梨県甲府市川田町934-1-715

大阪府大阪市中央区北浜3－2－25

広島県安芸郡海田町月見町10－34

福岡県福岡市博多区駅東2－9－1 東福第2ビル3F

当社は新日鐵住金グループの一員としてお客様の
ニーズを的確にキャッチし、ご安心いただける製品を
タイムリーに提供して参ります。

Tel.03-5621-2591　Fax.03-5621-2595

Tel .03-5621-2592 Fax .03-5621-2595

Tel .011-804-8501 Fax .011-804-8503

Tel .022-254-2231 Fax .022-254-2325

Tel .048-940-2961 Fax .048-940-2962

Tel .042-540-9931 Fax .042-540-9932

Tel. Fax.0438-30-1786

Tel.Fax. 055-223-5757

Tel .06-6233-2514 Fax .06-6233-2515
西部建材部

Tel .082-823-5881 Fax .082-823-5891

Tel .092-451-8311 Fax .092-451-8313

・一般鋼材販売、切断加工
・溶断加工
・土木加工製品販売、施工
・泥落装置スパッツ販売、レンタル
・書籍、文具等販売
・鉄骨工事一式請負
・一般建築工事の請負
・一般建築工事の設計及び監理業務

本 社

平 塚 事 業 所

千 葉 事 業 所

東 北 事 業 所

平塚機械センター

東北機材センター

県 央 営 業 所

045 - 5 2 1 - 2 1 3 6

0 4 6 3 - 5 5 - 0 4 3 1

0 4 3 6 - 2 2 - 8 3 7 1

0 2 4 8 - 7 2 - 2 6 0 1
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稲
垣
商
事
株
式
会
社

鉄
鋼
製
品
・
建
材
製
品
・
住
宅
資
材

代
表
取
締
役
社
長　

小　

池　

俊　
一

／／／

本

社

営
業
所

加
工
工
場

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
番
地
一
号

電
話
〇
三
（
三
八
六
三
）
〇
三
五
一
㈹

東
京
東
部
・
東
京
西
部
・
神
奈
川

千
葉
・
茨
城
・
埼
玉
・
栃
木
・
群
馬
・
仙
台

東
京
・
千
葉
・
群
馬
・
神
奈
川
・
茨
城
・
仙
台

〒
101
｜
0024

取
締
役
社
長　

中　

村　

智　

美

本　

社
東
京
都
中
央
区
八
丁
堀
四
―
九
―
十
三

電　

話

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
三
五
五
二
）
七
六
七
七
番
（
代
表
）

（

三

五

五

二

）
七

九

四

〇

番

土
木
建
築
用
鋼
材

一

般

鋼

材

あけましておめでとうございます HAPPY NEW YEARHAPPY NEW YEAR

今年の薄板市場、関西経済への
期待をテーマに、関西地区薄板3
団体のトップに話を聞いた。

Ｃ
Ｃ
業
界
こ
の
1
年

「
一
言
で
い
う
と
、
業
界

に
と
っ
て
悪
く
な
い
1
年
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
需
要

は
年
間
を
通
し
て
製
造
業
中

心
に
堅
調
だ
っ
た
。供
給
は
、

年
初
以
来
各
製
鉄
所
の
ラ
イ

ン
不
調
な
ど
か
ら
、
メ
ー
カ

ー
の
出
荷
が
滞
り
気
味
と
な

っ
た
。
輸
入
材
の
入
着
量
も

多
く
は
な
く
、
市
況
は
小
じ

っ
か
り
と
推
移
し
た
。
薄
板

3
品
在
庫
は
10
月
ま
で
4
0

0
万
㌧
レ
ベ
ル
で
推
移
し
た

が
、
4
0
0
万
㌧
を
切
り
っ

て
3
8
0
万
㌧
近
く
ま
で
い

く
と
、
さ
ら
に
相
場
の
後
押

し
材
料
に
な
り
そ
う
」

「
関
西
地
区
コ
イ
ル
セ
ン

タ
ー
の
本
年
度
4
―
9
月
出

荷
量
は
、
前
年
同
期
比
3
・

8
％
増
と
な
り
、
他
地
区
に

比
べ
て
も
順
調
だ
っ
た
。
製

造
業
や
建
設
分
野
の
デ
ー
タ

に
は
直
接
表
れ
な
い
部
分
で

も
需
要
の
支
え
が
あ
っ
た
。

一
方
、
収
益
面
は
や
や
心
配

も
あ
る
。
全
国
コ
イ
ル
セ
ン

タ
ー
工
業
組
合
の
調
査
で

は
、
9
月
単
月
で
損
益
赤
字

と
の
回
答
が
関
西
地
区
で
も

あ
っ
た
。
薄
板
値
上
げ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
と
重
な
っ
て
い
る

影
響
も
考
え
ら
れ
る
が
、
仕

入
れ
価
格
の
上
昇
と
、
加
工

や
物
流
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に

対
す
る
価
格
転
嫁
の
遅
れ
が

懸
念
さ
れ
る
」

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

「
昨
年
後
半
に
か
け
て
は
、

大
手
製
造
業
の
品
質
デ
ー
タ

書
き
換
え
や
検
査
資
格
の
問

題
、
金
融
機
関
の
業
務
不
正

な
ど
次
々
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
に
関
わ
る
不
祥
事
が
出

て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
中
小
企

業
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
影

響
が
及
ぶ
可
能
性
は
あ
る
。

工
業
会
の
会
員
各
社
に
お
い

て
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

に
対
す
る
自
己
研
鑽
を
積
む

こ
と
で
、
私
た
ち
の
業
界
の

存
在
意
義
を
高
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
」

市
場
環
境

「
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の
供
給

に
余
裕
は
な
く
、
納
期
の
遅

れ
も
続
い
て
い
る
。
値
上
げ

に
対
す
る
価
格
の
改
定
、
浸

透
に
向
け
た
取
り
組
み
が
続

く
。
対
面
業
界
を
見
る
と
、

自
動
車
や
電
機
、
建
材
、
鋼

製
家
具
、
産
業
機
械
な
ど
需

要
は
い
ず
れ
も
プ
ラ
ス
か
横

ば
い
以
上
と
い
う
感
触
だ
」

「
人
手
不
足
の
影
響
は
業

種
ご
と
に
当
然
あ
る
。
関
西

に
比
べ
て
東
日
本
が
よ
り
厳

し
い
と
の
話
も
聞
く
。
人
材

の
確
保
、
育
成
に
各
社
が
工

夫
し
て
対
応
で
き
れ
ば
と
思

う
。
た
だ
、
当
社
の
周
辺（
奈

良
県
南
部
）
で
は
、
人
手
難

の
実
感
は
小
さ
く
、
中
途
採

用
も
実
施
し
て
い
る
。
地
域

性
を
よ
く
見
る
必
要
が
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
」

関
西
経
済
へ
の
期
待

「
2
0
2
5
年
万
博
は
実

現
し
て
ほ
し
い
が
、
招
致
の

段
階
で
期
待
は
少
し
早
い
の

か
も
し
れ
な
い
。
東
京
五
輪

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
直
接

的
で
は
な
い
が
、
雇
用
や
人

の
動
き
と
い
っ
た
間
接
的
な

経
済
効
果
に
期
待
し
た
い
。

そ
の
ほ
か
に
明
る
い
材
料
を

探
す
と
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
挙
げ
ら
れ

る
」「

神
戸
市
の
地
下
鉄
・
私

鉄
直
通
計
画
や
、
北
陸
新
幹

線
の
大
阪
延
伸
構
想
、
新
大

阪
駅
か
ら
北
梅
田
駅
（
う
め

き
た
）
を
経
由
し
て
南
に
伸

び
る
鉄
道
新
線
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
、
新
た
な
動
き
が

出
て
き
た
。
地
下
工
事
が
多

く
な
る
が
、規
模
は
大
き
い
。

新
型
車
両
の
投
入
や
Ｉ
Ｔ
・

シ
ス
テ
ム
開
発
、
住
宅
を
含

め
た
駅
周
辺
の
開
発
な
ど
広

が
り
を
見
せ
る
可
能
性
も
あ

る
」「

好
調
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

（
訪
日
外
国
人
）関
連
で
は
、

ホ
テ
ル
の
建
設
需
要
が
し
ば

ら
く
持
続
す
る
見
通
し
。
観

光
事
業
は
関
西
に
多
く
の
魅

力
的
な
歴
史
財
産
が
あ
り
、

建
造
物
や
文
化
財
を
活
用
す

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
。
奈
良
・
東
大
寺
の
正
倉

院
展
も
盛
況
で
、
毎
年
20
万

人
以
上
が
来
場
し
て
い
る
」

「
ま
た
、
ネ
ッ
ト
通
販
の

普
及
に
よ
る
物
流
施
設
や
ト

ラ
ッ
ク
の
需
要
も
増
え
そ

う
。
物
流
基
地
が
増
え
て
い

る
の
は
、
例
え
ば
コ
ン
ビ
ニ

が
店
舗
に
在
庫
を
極
力
持
た

な
い
な
ど
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
進
化
に
よ
っ
て
、
物

流
ビ
ジ
ネ
ス
が
伸
び
て
い
る

影
響
も
あ
る
よ
う
だ
」

昨
年
を
振
り
返
っ
て

「
2
0
1
7
年
は
当
初
、

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
助
走
の
年
に
な
る
の

で
は
と
予
想
し
て
い
た
が
、

実
際
は
建
設
需
要
が
思
う
よ

う
に
動
い
て
い
か
な
か
っ

た
。
下
期
に
入
っ
て
よ
う
や

く
立
ち
上
が
っ
て
き
て
い
る

が
、
や
は
り
建
設
業
界
に
お

け
る
人
手
不
足
の
影
響
が
継

続
し
て
い
る
よ
う
だ
」

「
こ
れ
は
製
造
業
の
分
野

で
も
同
じ
状
況
に
見
え
る
。

例
え
ば
あ
る
建
機
大
手
メ
ー

カ
ー
で
は
、
部
品
メ
ー
カ
ー

か
ら
の
部
品
入
荷
が
滞
っ
た

た
め
に
ラ
イ
ン
が
一
時
止
ま

る
状
況
も
起
こ
っ
た
そ
う

だ
。
人
手
不
足
が
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
に
ま
で
影
響
が
及

ん
で
い
る
。
あ
る
い
は
ト
ラ

ッ
ク
の
配
送
、
物
流
の
面
で

も
全
業
種
に
影
響
が
出
て
い

る
感
は
あ
る
」

も
の
づ
く
り
復
権

「
昨
年
は
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー

や
自
動
車
メ
ー
カ
ー
な
ど
、

日
本
の
も
の
づ
く
り
の
信
頼

性
や
品
質
に
関
わ
る
問
題
が

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
ま
で
表
面
化
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
で
も
、
今
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

通
じ
て
広
く
拡
散
す
る
時
代

と
強
く
感
じ
る
」

「
一
方
で
、
海
外
か
ら
の

目
線
で
考
え
る
と
、
日
本
の

も
の
づ
く
り
や
製
品
に
は
優

れ
た
部
分
が
依
然
と
し
て
多

い
こ
と
も
確
か
。
国
内
の
報

道
も
、
悪
い
部
分
ば
か
り
で

な
く
、
良
い
面
と
合
わ
せ
て

課
題
や
改
善
に
関
す
る
情
報

を
発
信
し
て
ほ
し
い
と
思

う
。
一
定
の
円
安
が
維
持
さ

れ
る
中
、
政
府
も
日
本
の
も

の
づ
く
り
力
を
高
め
、
広
め

る
取
り
組
み
を
引
き
続
き
応

援
し
て
ほ
し
い
」

市
場
展
望

「
昨
年
の
薄
板
市
場
は
関

西
か
ら
見
て
も
堅
調
に
推
移

し
た
。
1
―
3
月
と
年
度
末

に
か
け
て
も
需
要
業
界
は
忙

し
い
状
況
が
続
き
そ
う
。
鋼

製
家
具
の
関
連
で
は
、
宅
配

ボ
ッ
ク
ス
や
住
宅
向
け
の
製

品
が
好
調
だ
っ
た
が
、
本
来

主
力
の
オ
フ
ィ
ス
向
け
什
器

・
関
連
製
品
が
今
年
は
も
う

少
し
出
て
き
て
ほ
し
い
。
建

設
の
動
き
を
見
れ
ば
来
年
度

に
か
け
て
動
い
て
く
る
可
能

性
は
あ
る
」

「
今
年
の
市
況
も
旧
正
月

の
こ
ろ
ま
で
、
し
ば
ら
く
は

上
げ
基
調
で
推
移
す
る
と
予

想
し
て
い
る
が
、
来
年
度
ま

で
と
な
る
と
先
読
み
は
難
し

い
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
い
く
と
、

過
去
、北
京
五
輪
の
時
に
は
、

開
催
さ
れ
る
そ
の
年
の
1
月

こ
ろ
に
は
景
気
が
変
調
し
、

悪
く
な
っ
て
き
て
い
た
。
20

年
の
東
京
五
輪
で
も
開
催
と

な
る
前
に
景
気
や
経
済
環
境

が
何
ら
か
の
節
目
を
迎
え
る

可
能
性
も
あ
る
。
個
人
と
し

て
も
当
社
は
ベ
ト
ナ
ム
（
Ｄ

Ｙ
Ｖ
社
）
で
海
外
進
出
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
の
で
、

20
年
ご
ろ
ま
で
に
は
経
営
基

盤
を
安
定
さ
せ
独
り
立
ち
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」

関
西
経
済
へ
の
期
待

「
関
西
は
2
0
2
5
年
万

博
招
致
に
向
け
た
活
動
の
ほ

か
、
19
年
に
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯

大
会
の
2
会
場
と
な
り
、
21

年
に
は
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー

ズ
ゲ
ー
ム
ズ
関
西
大
会
も
開

催
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
イ
ベ

ン
ト
活
動
に
は
日
本
政
府
や

関
西
の
経
済
界
も
頑
張
っ
て

お
ら
れ
て
、
と
て
も
良
い
こ

と
と
感
じ
る
。
来
年
以
降
の

少
し
先
の
長
い
話
に
は
な
る

が
、
景
気
の
面
で
も
起
爆
剤

と
な
っ
て
ほ
し
い
」

「
関
空
経
由
の
観
光
客
を

中
心
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

（
訪
日
外
国
人
）
需
要
に
も

引
き
続
き
期
待
し
た
い
。
地

元
・
堺
の
話
題
で
は
、
大
仙

古
墳
（
仁
徳
天
皇
陵
）
を
中

心
と
し
た
百
舌
鳥
・
古
市
古

墳
群
が
、
世
界
文
化
遺
産
へ

の
登
録
を
目
指
す
候
補
と
し

て
名
乗
り
を
上
げ
て
い
る
。

登
録
が
実
現
す
れ
ば
世
界
か

ら
の
注
目
度
が
高
ま
り
、
地

域
の
企
業
や
商
店
街
な
ど
も

盛
り
上
が
る
と
思
う
」

業
界
の
市
場
動
向

「
昨
年
初
め
か
ら
春
先
に

値
上
げ
が
一
巡
し
た
後
は
、

市
況
に
一
服
感
が
広
が
り
、

上
期
は
販
売
先
へ
の
値
上
げ

が
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ

た
。
需
要
に
そ
れ
ほ
ど
勢
い

が
見
ら
れ
ず
、
値
上
げ
に
対

し
て
顧
客
の
反
応
も
今
ひ
と

つ
だ
っ
た
。
下
期
に
入
る
と

薄
板
値
上
げ
に
対
し
て
コ
イ

ル
セ
ン
タ
ー
業
界
の
値
上
げ

機
運
が
再
び
高
ま
り
、
需
要

環
境
も
良
く
な
っ
て
き
た
」

「
昨
年
10
―
11
月
以
降
、

シ
ャ
ー
リ
ン
グ
業
界
に
も
よ

う
や
く
値
上
げ
の
環
境
が
整

っ
て
き
て
い
る
。
仕
事
量
は

比
較
的
順
調
で
、
徐
々
に
良

く
な
っ
て
い
る
。
鋼
製
家
具

や
建
築
関
係
も
加
わ
り
、
年

度
末
に
向
け
て
引
き
続
き
需

要
は
動
く
と
み
て
い
る
」

18
年
足
元
の
課
題

「
ま
ず
は
値
上
げ
の
取
り

組
み
。
薄
板
の
需
給
タ
イ
ト

感
や
鋼
材
価
格
の
動
向
に
対

す
る
見
方
な
ど
、
こ
こ
に
き

て
顧
客
の
認
識
も
変
わ
っ
て

き
た
。
シ
ャ
ー
リ
ン
グ
業
の

価
格
動
向
は
コ
イ
ル
セ
ン
タ

ー
を
追
い
か
け
る
形
に
な
り

や
す
い
。
昨
年
か
ら
続
く
ユ

ー
ザ
ー
値
上
げ
の
浸
透
が
一

つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
」

「
相
場
が
上
昇
す
る
局
面

で
は
、
仕
入
れ
高
が
先
行
し

て
利
益
幅
は
下
が
る
傾
向
に

あ
る
。
昨
年
は
前
年
に
比
べ

る
と
需
要
が
上
向
い
て
き

て
、
仕
事
量
で
あ
る
程
度
カ

バ
ー
し
て
い
る
も
の
の
、
収

益
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

採
算
に
見
合
わ
な
い
仕
事
は

お
断
り
し
て
も
仕
方
な
い
、

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い

て
、
多
く
の
組
合
員
が
採
算

確
保
に
危
機
感
を
持
っ
て
い

る
。
ト
ラ
ッ
ク
の
燃
料
や
梱

包
用
の
フ
ー
プ
・
紙
な
ど
、

細
か
く
見
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
資

材
が
値
上
が
り
し
て
い
る
」

「
地
区
の
シ
ャ
ー
リ
ン
グ

業
は
中
小
零
細
企
業
が
ほ
と

ん
ど
。
こ
の
10
年
、
15
年
の

間
も
人
や
設
備
の
ス
リ
ム

化
、
体
質
強
化
を
図
っ
て
生

き
残
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

人
材
の
確
保
や
育
成
、
加
工

設
備
の
更
新
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
3
代
目
や
4
代
目

を
含
め
た
世
代
交
代
の
タ
イ

ミ
ン
グ
も
来
て
い
る
。
本
来

必
要
な
投
資
の
で
き
る
事
業

基
盤
が
必
要
と
な
る
」

関
西
へ
の
期
待

「
や
は
り
大
阪
万
博
の
開

催
が
決
ま
っ
て
く
れ
れ
ば
、

イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
い
。
好

調
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に

伴
う
ホ
テ
ル
の
建
設
も
続
い

て
い
る
。
東
京
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
か
っ
て
来

年
、
再
来
年
ま
で
は
、
関
西

も
良
い
環
境
が
続
く
の
で
は

な
い
か
」

（
戸
次

達
也
）

関西コイルセ
ンター工業会

北雅久会長
（秋津鋼材社長）

自
己
研
鑽
し
存
在
意
義
向
上
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大阪鉄鋼流通
協会・薄板部会

井上浩行部会長
（大裕鋼業社長）

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
期
待

関西 薄板3団体トップに聞く

大阪薄鋼板
シャーリング組合

岡本忠幸理事長
（岡本金属社長）

値
上
げ
環
境
整
え
採
算
確
保
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Happy New Year
あけましておめでとうございます

お客様の価値向上を実現できる真のパートナー企業
『薄板建材CSコイルセンター』として進化し続けます。

株式
会社

〒103-0011　東京都中央区日本橋大伝馬町5番7号
三井住友銀行人形町ビル4Ｆ　TEL.03－5642－8720
URL.http://mtloss.com/
東京・大阪・広島
川崎・名古屋・四国・福山
成田SC・船橋SC・門真SC・呉SC

本 社

支 店
営業所
工 場

SD

SR

SS SD

SR

SUSSUS

SS

TEL
FAX

047-350-1355
047-350-1350

鉄鋼通り
2－6－3浦安

丸鋼・異形鉄筋
安田金属

http://www.yasudakinzoku.co.jp

株式会社 京江シャーリング

〒279-0025　千葉県浦安市鉄鋼通り1ー2ー11
ＴＥＬ：047-351-1200　FAX：047-351-1204

http://kyoe.jp

代表取締役　下河原　英道

冷延鋼板・表面処理鋼板販売

東 京 都 千 代 田 区 神 田 小 川 町 2 － 2
サンブリヂ小川町ビル4階

ＴＥＬ.03-3293-3148　ＦＡＸ.03-3293-3207
URL:http://www.keikasetsu.or.jp

〒101-0052

“安心は安全な機材の整備から”

会　長　　関　山　　正

一般社団法人

地域密着型の鋼材サプライヤーとして、
皆様方と共に鉄の未来に貢献します。

きめ細かいサービスと品質の建材用総合鋼材販売会社

大いなる飛躍に
チャレンジ

〒105-7118　東京都港区東新橋1-5-2　汐留シティセンター18階
TEL.03-5537-3070㈹　FAX.03-5537-3171　http://mkh-east.co.jp

ガス・溶接・切断の
トータルシステムサプライヤー

小池酸素工業株式会社
代表取締役社長　小池  康洋
本社　東京都墨田区太平3ー4ー8
　　　ＴＥＬ．03ー3624ー3111
　　　ht tp : / /www . ko i keox . co . j p

松本ESテック株式会社

電磁鋼帯加工
高性能設備
高度技術で応える超精密モーター部品

代表取締役社長　松　本　晴　代

本社・幕張工場

白 井 工 場

鶴 岡 工 場

〒262-0032

〒270-1407

〒997-0011

電話　043（273）7174㈹

電話　043（497）1975

電話　0235（25）2031

FAX　043（273）7171

FAX　047（497）1978

FAX　0235（25）2032

千葉市花見川区幕張町2丁目7714番地

千葉市白井市名内1番35号　白井第2工業団地

鶴岡市宝田3丁目10番41号　鶴岡東工業団地

謹 謹 賀 新  新 年謹 賀 新 年

厚板のプロショップ

株式会社株式会社 石原商事石原商事株式会社 石原商事

「技術の蓄積がわたしたちの財産」
Accumulation of technology is our asset
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新
年
特
集ものづくり新時代

2
0
1
7
年
の
回
顧

関
西
地
区
の
市
況
は
、

2
0
1
7
年
前
半
は
値
上

が
り
し
た
が
、
そ
の
後
は

停
滞
。
年
後
半
は
底
堅
い

需
要
を
背
景
に
メ
ー
カ
ー

値
上
げ
を
き
っ
か
け
と
し

て
市
況
が
上
伸
し
Ｈ
形
鋼

お
よ
び
一
般
形
鋼
の
等
辺

山
形
鋼
と
溝
形
鋼
は
8
万

円
を
超
え
た
水
準
で
の
推

移
と
な
っ
て
い
る
。
価
格

動
向
に
影
響
し
た
要
因
に

つ
い
て
、
以
下
で
は
振
り

返
る
。

2
0
1
7
年
の
関
西
地

区
形
鋼
市
況
に
関
し
て
は

メ
ー
カ
ー
値
上
げ
に
伴
い

市
況
が
上
伸
す
る
機
会
が

多
か
っ
た
。
流
通
関
係
者

か
ら
も
同
様
の
指
摘
が
多

い
。
直
近
の
12
月
に
発
表

さ
れ
た
値
上
げ
も
価
格
動

向
に
停
滞
感
が
あ
っ
た
時

期
に
行
わ
れ
た
こ
と
で
、

市
況
を
上
向
か
せ
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
認
識
さ

れ
て
い
る
。

9
月
契
約
以
降
で
1
万

円
以
上
の
値
上
げ
を
発
表

し
た
メ
ー
カ
ー
も
あ
り
、

17
年
後
半
の
市
況
上
昇
に

与
え
た
影
響
は
大
き
い
と

み
ら
れ
て
い
る
。

電
炉
メ
ー
カ
ー
は
値
上

げ
に
つ
い
て
好
調
な
需
要

環
境
以
外
に
原
材
料
で
あ

る
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格
の

高
騰
や
副
資
材
で
あ
る
電

極
や
耐
火
レ
ン
ガ
の
値
上

が
り
を
要
因
と
し
て
挙
げ

て
い
る
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
に
つ
い
て

は
、
底
値
か
ら
1
万
円
以

上
の
上
昇
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
メ
ー
カ
ー
の
値

上
げ
姿
勢
を
強
め
る
要
因

に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格
の
高

騰
に
つ
い
て
は
、
地
区
流

通
関
係
者
か
ら
は
、「
予
想

以
上
に
高
騰
し
て
い
る
」

「
3
万
円
を
超
え
る
の
は

一
時
的
な
現
象
と
み
て
い

た
」と
の
声
が
聞
か
れ
る
。

相
次
ぐ
メ
ー
カ
ー
値
上

げ
を
受
け
て
流
通
も
採
算

改
善
を
目
指
し
て
価
格
転

嫁
を
進
め
て
き
た
結
果
、

市
況
の
上
伸
に
つ
な
が
っ

た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
足
元
の
価
格
水
準

で
も
メ
ー
カ
ー
値
上
げ
の

市
中
へ
の
価
格
転
嫁
は
未

達
で
あ
り
、
流
通
の
採
算

は
十
分
な
水
準
に
は
達
し

て
い
な
い
と
し
て
い
る
。

17
年
後
半
の
値
上
が
り

の
背
景
に
は
メ
ー
カ
ー
価

格
だ
け
で
な
く
、
底
堅
い

需
要
が
あ
っ
た
。
特
に
中

小
規
模
の
建
築
案
件
に
つ

い
て
は
、
地
区
の
需
要
を

支
え
る
役
割
を
果
た
し
た

と
み
ら
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
地
区
で
は
大
型
の
建

築
案
件
は
少
な
く
、
個
々

の
案
件
が
市
況
に
与
え
る

イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
く
は

な
か
っ
た
と
み
ら
れ
て
い

る
。地

区
の
建
築
需
要
の
中

身
と
し
て
は
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
関
連
と
し
て
ホ
テ
ル

が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
ほ

か
に
は
保
育
所
な
ど
児
童

関
連
施
設
や
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
老
人
関
連
の
施
設
、

ｅ
コ
マ
ー
ス
関
連
な
ど
の

成
長
を
見
越
し
た
物
流
倉

庫
の
新
設
や
老
朽
化
し
た

工
場
の
建
て
替
え
需
要
な

ど
も
み
ら
れ
た
と
い
う
。

土
木
向
け
に
つ
い
て
は
、

洪
水
対
策
な
ど
災
害
関
連

や
道
路
向
け
で
は
動
き
が

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

地
区
で
は
9
月
以
前
に

比
べ
、
需
要
期
で
あ
る
10

月
以
降
Ｓ
造
物
件
に
対
す

る
需
要
が
活
況
と
な
っ
て

い
る
。
理
由
と
し
て
、
Ｒ

Ｃ
造
な
ど
に
比
べ
て
工
期

が
短
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。在

庫
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
地
区
で
は
大
阪
と
き

わ
会
調
べ
で
6
月
以
降
、

Ｈ
形
鋼
の
在
庫
率
が
2
カ

月
を
切
っ
た
状
態
が
継
続

し
て
お
り
、
需
給
の
タ
イ

ト
感
が
強
い
状
態
が
継
続

し
て
い
る
。

地
区
の
形
鋼
扱
い
流
通

は
好
調
な
需
要
環
境
で
も

出
庫
見
合
い
の
慎
重
な
申

込
み
姿
勢
を
続
け
、
先
行

き
の
値
上
が
り
を
見
越
し

た
注
文
の
増
加
な
ど
の
動

き
は
見
ら
れ
な
い
と
し
て

い
る
。
要
因
と
し
て
は
、

流
通
各
社
が
量
よ
り
も
収

益
を
重
視
す
る
よ
う
に
な

り
適
正
在
庫
に
対
す
る
意

識
が
強
く
な
っ
て
い
る
と

の
見
方
が
多
い
。

流
通
関
係
者
か
ら
は

「
地
区
の
オ
ー
ナ
ー
系
企

業
の
減
少
と
生
き
残
っ
た

オ
ー
ナ
ー
系
企
業
の
姿
勢

の
変
化
に
よ
る
影
響
が
大

き
い
の
で
は
な
い
か
」
と

の
声
が
聞
か
れ
「
か
つ
て

の
よ
う
に
値
上
が
り
前
に

多
く
仕
入
れ
を
行
い
、
値

上
が
り
後
に
安
値
で
売
却

す
る
よ
う
な
自
社
だ
け
が

儲
か
る
売
り
方
よ
り
も
市

況
が
上
昇
す
る
こ
と
で
全

体
が
儲
か
る
方
が
利
点
が

大
き
い
と
考
え
た
の
で
は

な
い
か
」
と
し
て
い
る
。

17
年
の
値
上
げ
局
面
で

は
流
通
関
係
者
か
ら
、「
価

格
に
対
す
る
各
社
の
姿
勢

が
近
く
な
っ
た
こ
と
で
他

地
区
よ
り
も
値
上
げ
が
通

り
や
す
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
う
」
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
た
。

価
格
に
影
響
を
与
え
た

要
因
と
し
て
地
区
の
扱
い

流
通
か
ら
は
、
中
国
動
向

を
指
摘
す
る
声
が
あ
る
。

そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
中

国
が
世
界
の
粗
鋼
生
産
の

半
分
程
度
を
占
め
て
い
る

こ
と
、
日
本
と
の
地
理
的

な
近
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

17
年
の
関
西
地
区
形
鋼

流
通
の
動
き
を
振
り
返
っ

て
き
た
が
、
メ
ー
カ
ー
販

売
価
格
の
影
響
や
海
外
要

因
な
ど
に
よ
る
価
格
の
決

定
力
が
強
ま
っ
て
い
る
印

象
が
あ
る
。
足
元
で
は
採

算
は
厳
し
い
と
は
い
え
、

上
昇
局
面
が
続
き
、
流
通

各
社
は
値
上
げ
を
行
う
姿

勢
は
一
致
し
て
い
る
。
一

方
で
、
市
況
の
上
昇
局
面

が
落
ち
着
き
、
停
滞
も
し

く
は
下
落
局
面
を
迎
え
た

際
に
流
通
各
社
が
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
行
う
の
か

が
注
目
さ
れ
る
。

18
年
も
17
年
と
同
様
に

底
堅
い
需
要
環
境
は
継
続

す
る
見
通
し
。
た
だ
、
地

区
で
は
市
況
に
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
る
ほ
ど
の
大
型

案
件
は
少
な
い
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
1
月
か

ら
3
月
に
か
け
て
は
足
元

の
状
況
が
続
く
と
み
ら
れ

て
い
る
。
4
月
以
降
は
流

通
の
在
庫
の
状
況
や
中
国

の
動
向
な
ど
の
影
響
を
注

視
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
。形

鋼
扱
い
流
通
は
足
元

の
価
格
水
準
で
は
採
算
が

十
分
に
確
保
で
き
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
8
万
円
台

中
盤
の
市
況
形
成
を
目
指

す
と
し
て
お
り
、
価
格
転

嫁
を
進
め
て
い
く
構
え
。

ま
た
、
一
般
形
鋼
の
等
辺

山
形
鋼
と
溝
形
鋼
に
つ
い

て
は
、
作
業
コ
ス
ト
な
ど

を
考
慮
す
る
と
Ｈ
形
鋼
よ

り
も
高
い
価
格
で
の
販
売

を
行
う
べ
き
と
の
意
見
も

聞
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
需

要
環
境
や
メ
ー
カ
ー
価
格

動
向
次
第
で
は
、
18
年
内

に
エ
キ
ス
ト
ラ
を
載
せ
て

の
販
売
価
格
が
形
成
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。

足
元
で
も
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
価
格
は
3
万
円
以
上
の

水
準
を
維
持
し
て
お
り
、

上
昇
傾
向
が
続
く
な
ら

ば
、
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
さ

ら
な
る
値
上
げ
が
行
わ
れ

る
可
能
性
は
高
い
。
た
だ

し
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
海
外

要
因
の
影
響
も
大
き
い
こ

と
か
ら
、
先
行
き
の
見
通

し
は
容
易
で
は
な
い
と
の

意
見
が
多
い
。
流
通
関
係

者
か
ら
は
「
想
定
し
て
い

た
ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格
の
レ

ン
ジ
よ
り
も
5
0
0
0
円

近
く
高
い
。
最
大
4
万
円

程
度
ま
で
上
昇
す
る
可
能

性
も
想
定
し
、
こ
れ
ま
で

の
認
識
を
改
め
る
必
要
が

あ
る
」
と
し
、
当
面
は
足

元
の
価
格
水
準
並
み
か
そ

れ
以
上
で
の
推
移
が
続
く

と
想
定
し
て
い
る
様
子
。

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
だ
け
で

な
く
、
電
極
や
耐
火
レ
ン

ガ
な
ど
も
価
格
が
高
止
ま

り
し
て
お
り
、
メ
ー
カ
ー

に
よ
る
、
さ
ら
な
る
値
上

げ
が
行
わ
れ
る
可
能
性
は

考
え
ら
れ
る
。
メ
ー
カ
ー

に
よ
る
値
上
げ
が
行
わ
れ

れ
ば
、
市
況
も
さ
ら
に
上

昇
す
る
と
み
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
流
通
関
係
者

か
ら
も
、「
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

の
高
騰
で
採
算
が
厳
し
い

の
は
理
解
で
き
る
が
、
需

要
以
上
の
急
激
な
値
上
げ

に
な
ら
な
い
よ
う
に
メ
ー

カ
ー
も
値
上
げ
の
ペ
ー
ス

や
タ
イ
ミ
ン
グ
を
慎
重
に

行
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
声

も
聞
か
れ
、
市
中
で
は
高

値
に
対
す
る
警
戒
感
も
強

ま
っ
て
い
る
。

地
区
の
需
要
に
関
し
て

は
、
中
小
規
模
の
建
築
案

件
中
心
な
が
ら
堅
調
に
推

移
。
1
月
か
ら
3
月
に
か

け
て
は
足
元
の
状
況
が
続

く
と
み
ら
れ
て
い
る
。
地

区
で
は
図
面
の
遅
れ
が
慢

性
化
し
て
お
り
、
足
元
の

堅
調
な
需
要
環
境
に
加
え

て
工
期
の
ず
れ
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
18
年
も
堅
調
な

需
要
が
期
待
で
き
る
。
た

だ
し
、
あ
ま
り
に
も
急
激

に
市
況
が
上
昇
す
れ
ば
予

算
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

工
事
そ
の
も
の
が
見
送
ら

れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

地
区
の
上
位
フ
ァ
ブ
リ

ケ
ー
タ
ー
は
18
年
の
年
末

ま
で
山
積
み
を
確
保
し
て

お
り
、
堅
調
な
需
要
環
境

が
続
く
と
み
ら
れ
る
。

地
区
で
は
市
況
に
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
る
よ
う
な

大
型
案
件
と
し
て
大
阪
で

の
万
国
博
覧
会
開
催
と
統

合
リ
ゾ
ー
ト（
Ｉ
Ｒ
）へ
の

期
待
の
声
が
聞
か
れ
る
。

17
年
は
好
調
な
需
要
環

境
と
流
通
が
適
正
在
庫
を

意
識
し
出
庫
見
合
い
程
度

の
申
込
み
し
か
行
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
在
庫
の

タ
イ
ト
感
が
一
段
と
強
か

っ
た
。こ
こ
数
年
、流
通
の

慎
重
な
申
込
み
姿
勢
は
継

続
し
、
18
年
に
つ
い
て
も

同
様
の
傾
向
が
続
く
と
見

ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

可
能
性
は
低
い
い
と
み
ら

れ
て
い
る
が
、
3
月
決
算

の
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
受
注

残
の
出
庫
な
ど
が
行
わ
れ

れ
ば
、
在
庫
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
て
価
格
下
落
の
き
っ

か
け
と
な
る
可
能
性
も
あ

る
と
の
声
も
聞
か
れ
る
。

海
外
要
因
と
し
て
は
、

中
国
の
動
向
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
足
元
で
は
中
国

国
内
の
需
要
が
好
調
の
た

め
、
世
界
の
鉄
鋼
価
格
を

押
し
上
げ
る
要
因
に
な
っ

て
い
る
が
、
政
府
の
政
策

変
更
な
ど
に
よ
り
、
環
境

が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性

も
あ
り
注
視
す
る
必
要
が

あ
る
と
の
声
が
流
通
関
係

者
か
ら
聞
か
れ
る
。ま
た
、

中
国
以
外
で
は
北
朝
鮮
問

題
や
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
の
政
策
、
イ
ギ

リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
な
ど
も

価
格
に
影
響
を
与
え
る
リ

ス
ク
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
る
。

18
年
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
環

境
に
つ
い
て
流
通
関
係
者

は
国
内
は
概
ね
、
堅
調
な

需
要
の
推
移
が
見
込
ま
れ

る
一
方
で
、
海
外
要
因
や

そ
の
影
響
を
受
け
る
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
の
価
格
を
リ
ス

ク
要
因
と
し
て
認
識
し
て

い
る
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
行
わ
れ
る
20
年
ご
ろ

ま
で
は
堅
調
な
需
要
で
の

推
移
が
続
き
、
市
況
も
大

き
く
は
下
落
し
な
い
と
の

見
方
も
あ
る
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
リ
ス
ク
が
存
在
す
る

こ
と
か
ら
流
通
は
慎
重
な

姿
勢
を
続
け
る
と
み
ら
れ

て
い
る
。（
野
田

康
宗
）

回顧と展望

需
要
底
堅
く
市
況
上
伸

需
要
底
堅
く
市
況
上
伸

年
後
半

原
料
・
副
資
材
高
も
要
因

年後半は底堅い需要を背景に市況は上伸した

関西形鋼流通関西形鋼流通

建
築
中
心
に
需
要
堅
調

建
築
中
心
に
需
要
堅
調

高
値
へ
の
警
戒
感
も
強
ま
る

2
0
1
8
年
の
展
望
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JAPAN METAL BULLETIN
 Local Network中国・四国・九州・沖縄中国・四国・九州・沖縄

ネットワーク西日本ネットワーク西日本 FUKUOKAHIROSHIMA

〒732-0821
広島市南区大須賀町14番12号
　　　　　　　　　　　　第一ビル
ＴＥＬ（082）263－5523　ＦＡＸ（082）568－2927

中国支社
〒812-0011
福岡市博多区博多駅前3丁目23番22号
                                      　シティ22ビル
ＴＥＬ（092）472－3887　ＦＡＸ（092）472－3888

福岡支局

（１０）地域（第３種郵便物認可）２０１８年（平成30年） １月５日 金曜日

HAPPY NEW YEAR

謹 賀 新 年

代表取締役社長　川　口　敬一郎

URL　http://www.hiroshimamm.com

広 製 作 所
〒737-0144
本 社
〒160-0022

広 島 県 呉 市 広 白 岳 1 丁 目 2 番 4 3 号
TEL：0823-71-1131　FAX：0823-74-2053
東京都新宿区新宿1丁目8番1号 大橋御苑駅ビル2階
TEL：03-5363-0581　FAX：03-5363-0583

株式会社 広島メタル＆マシナリー
広島メタル＆マシナリー

〒7 3 0 - 0 0 3 6 　 広 島 市 中 区 袋 町 ４ - ２１
ＴＥＬ. 0 8 2 - 2 4 8 - 0 2 3 4　ＦＡＸ. 0 8 2 - 2 4 8 - 3 1 4 1

中国支店

独自の技術と徹底したサービスでオンリーワン商品を提供します。

竪型製錬炉、脱炭炉のユニークな
製錬技術で多品種、高品質な商品
を提供します。

①高炭素フェロマンガン

②中炭素フェロマンガン

③低炭素フェロマンガン

④溶接棒用粉体フェロマンガン

⑤高純度マンガン酸化物（MOX）

独自製法により高機能材を
提供します。

①化粧品用

②工業用

③電子部品用

マンガン合金鉄 BN（窒化ホウ素）

MZK水島合金鉄株式会社

代表取締役社長　村上　進次郎

http://www.mizukin.co.jp

〒712-8074　岡山県倉敷市水島川崎通1丁目1番地

マンガン（営業部）
BN（BN事業部）

℡（086）444-4245
℡（086）444-4246

問合せ先

http://www.mazdastl.co.jp

本 社

〒731-43２1

広 島県安芸郡坂町植田１丁目５番２７号

ＴＥＬ０８２（８８５）２２２５　ＦＡＸ０８２（８８５）２０４５

代 表 取 締 役 社 長 齊　藤　佳　裕
代表取締役副社長 松　倉　　聡　

ISO  9001認証取得
ISO14001認証取得

信頼におこたえする企業

新機能体新機能体　商社一体型サービスセンター商社一体型サービスセンター

代表取締役社長　　長尾　 暦

代表取締役　長谷川　豊　蔵

薄鋼板の総合加工センター
ISO 9001・14001 認証取得

HSC 広島スチールセンター株式会社

東広島市西条吉行東二丁目１番１１号
電　話（０８２）４２３－９９１８㈹

〒７３９‐０００８本　社／広島県福山市大門町５－６－３５　ＴＥＬ（０８４）９４１－３１１１㈹
事業所／札幌支店・東京支店・東海支店・大阪支店・福山支店・福岡支店
Ｕ Ｒ Ｌ／http://www.steelpro . jp/

【物流機器事業部】

【鉄鋼事業部】

業務用軽量～重量スチールラック。
豊富なオプション。
受注製作・施工もお任せください。

薄中鋼板のスリッター
レベラー、シャーリング
加工技術と豊富な経験で
お応えします。

〒712-8073

〒559-0031

本 社 ・ 工 場

大阪南港営業所

岡山県倉敷市水島西通1-1950

大阪市住之江区南港東8-1-108

ＴＥＬ.086-448-3688 FAX.086-446-7476

ＴＥＬ.06-6613-2550 FAX.06-6613-2650

内外スチール 株式会社
代表取締役社長　西　田　雅　伸

2017年最優秀安全標語
安全は 目配り 気配り 思いやり 一人一人の心がけ

• 在庫による速い納期
• 岸壁を持ったショットブラスト工場
• 幅広でも陸送を可能にした傾斜トレーラー所有

代表取締役社長
代表取締役専務

池　田　　寛　
池　田　　誠　

造 船 鋼 材 の 特 急 便

鐵 萬 商 事 株 式 会 社
か ね ま ん

船改修鋼材 無いがない！

本　　社  〒722-0221  尾道市長者原２丁目１６２‐４　TEL０８４８‐４８‐２５６７㈹ FAX０８４８‐４８‐２６９０
向島工場  〒722-0073  尾道市向島町１１１番地　　 TEL０８４８‐２０‐６７８９㈹ FAX０８４８‐２０‐６７６７

本　社／〒737-8513
　　　　呉市築地町1番24号
　　　　TEL（0823）21－1331　FAX（0823）25－7790
支　店／東京･大阪･中国･九州
営業所／北海道･東北･北陸･中部･四国･鹿児島
工　場／呉･呉第二･川尻･広島･安浦･千葉･北海道･滋賀･四国

h p://www.daikure.co.jp/

人にやさしく、環境にも優しい
快適で安全な街づくりを実現いたします。

３次元レーザー加工・パイプコースター・板 金 加 工

広島市中区舟入南1丁目6-12
電　話（082）代表231-2194
ＦＡＸ （082）2 3 1 - 9 5 8 8

本　社： 松江市宍道町佐々布868番65
電　話（0852）66-7711
ＦＡＸ （0852）66-7712

島根事業所：

URL:http://www.midorikozai.co.jp

代表取締役　緑　　博　康

創業121年（創業明治30年）

緑鋼材株式会社

ス テ ン レ ス 線
チ タ ン 線

ステンレス異形線
ア ル ミ 異 形 線

代表取締役社長　永　岡　昌　弘

本社・光工場
〒743 - 0 0 2 1
下 松 工 場
〒744 - 0 0 0 2

●

●

●

山 口 県 光 市 浅 江 五 丁目２３番２１号
TEL.0833-71-0092　FAX.0833-72-0229
山 口 県 下 松 市 東 海 岸 通 り１ 番 ６
TEL.0833-43-4151　FAX.0833-43-7600

光第２工場・九州営業所・北九州工場

山陽工業株式会社

日本列島が活躍の舞台です

パイプとバルブ、空調配管工事

社　長　　髙　橋　宏　明
〒729-0141　尾道市高須町904　ＴＥＬ（0848）46－1212

支店／福山・営業所／東京、名古屋、大阪、岡山、呉、三次・工場／尾道、松永

独自の配管フューチャー工法により全国で展開中。
ポンプユニット、シャフトユニット、熱交換ユニットなど空調配管工事
において、短工期への対応、現場の省力化を実現しています。

尾道

広島市中区鉄砲町１０番１２号（広島鉄砲町ビルディング13階）

快適な環境の創造に貢献する

中　国　支　店

0 8 2－ 5 1 1－ 1 0 0 8電 話
東 京 都 江 東 区 木 場 ２ ― １７ ― １２（ S A ビ ル ）本 社

0 8 2－ 2 2 3－ 0 5 3 8F A X

ホームページアドレス　http://www.ns-kenzai.co.jp

支店長　秦  　秀　孝

本 社 〒737-0051 広 島県呉市中央１丁目２番３号：
TEL：0823-24-7111　URL：http://nisshinkoki.co.jp

レべラー・シャーラ
インをはじめ、スリッ
ターライン、リコイリ
ングライン、研磨ライ
ン等のプロセッシング
設備を、ご要求に沿っ
て、国内、海外のお客
様に提供しています。

プロセッシング設備

レベラー・シャーライン
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JAPAN METAL BULLETIN
 Local Network中国・四国・九州・沖縄中国・四国・九州・沖縄

ネットワーク西日本ネットワーク西日本 FUKUOKAHIROSHIMA

〒732-0821
広島市南区大須賀町14番12号
　　　　　　　　　　　　第一ビル
ＴＥＬ（082）263－5523　ＦＡＸ（082）568－2927

中国支社
〒812-0011
福岡市博多区博多駅前3丁目23番22号
                                      　シティ22ビル
ＴＥＬ（092）472－3887　ＦＡＸ（092）472－3888

福岡支局

２０１８年（平成30年） １月５日 金曜日（第３種郵便物認可）地域（１１）

HAPPY NEW YEAR

あけましておめでとうございます

協同組合広島県鉄構工業会
広島市西区三篠町一丁目13-9　TEL（082）238-6539 FAX（082）238-8326

理事長　山　本　泰　徳

ロボット溶接

創業113年、伝統技術と最新技術のコラボレーションで
顧客ニーズにお応えすべく、ものづくりで社会に貢献します

単重～15ton程度まで、材質は普通鋳鋼、
低合金鋼、ステンレス鋼（スーパー／二相、γ）、
高マンガン鋼、高合金鋼など鋳鋼全般を網羅。
レキュペレータ（熱交換器）の設計／製作。

本社 〒683-0103 鳥取県米子市富益町88-1

Tel.0859-28-8111　Fax.0859-28-8120

米子製鋼株式会社
（５０音順）

豊
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材
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業
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日
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機
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田
中
鋼
材
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式
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新
山
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剪
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金
井
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内
田
鋼
機
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式
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ア
サ
ヒ
鐵
鋼
販
売
㈱
山
口
支
店

山 口 県 鉄 鋼 特 約 店 組 合

〒714-0005　岡山県笠岡市新賀７７７　ＴＥＬ（0865）65-1555（代）　ＦＡＸ（0865）65-1560

光 陽 産 業 株 式 会 社
http://www.koyosangyo.com　E-mail:info@koyosangyo.com

Rolling
Heat-Treatment熱処理熱処理

圧延圧延

人、技術、情報、そして「未来を拓く」情熱。
すべてのパワーを結集して、お客様の信頼にお応えします。

鉄をも変える、情「熱」。

代表取締役社長 奥　村　伸二郎

ＴＥＬ.（084）982－3245　FAX.（084）982－3247
Mail　hakko@violin.ocn.ne.jp
URL　http://www.hakko.server-shared.com

広 島 県 福 山 市 鞆 町 後 地 3 4 5 7 － 2

八興伸鉄株式会社
平鋼・角鋼・I型鋼・T型鋼　JIS G3101認証

と も うしろじ

港湾運送業・海上運送業・船舶代理店業
貨物自動車運送業・倉庫業・通関業

代表取締役社長　堀　口　悟　史
本 社

川原石南埠頭

広 埠 頭

呉 市 宝 町 ７ 番 １ ７ 号
TEL　呉　０８２３－２２－４４７７（代表）
FAX　　　０８２３－２１－０２９２　　　
呉 市 築 地 町 ４ 番 地 の ８
TEL　呉　０８２３－２１－８２６１（代表）
呉 市 広 多 賀 谷 ３ － ２ － ３
TEL　呉　０８２３－７２－８２８９（代表）

メタル文化の明日を創造する

本 社

広 島 支 店

広島県福山市曙町1丁目14番24号

広島県東広島市志和流通 1 番 2 0

〒721‐8570

〒739‐0263
TEL（084）953‐4422㈹　FAX（084）953‐4433

TEL（082）433‐7555㈹　FAX（082）433‐7560

宇 部 支 店

周南営業所

山口県宇部市大字西岐波字山田1173番地172
宇部臨空頭脳パーク6

山 口 県 周 南 市 桜 木 3 丁 目 5 - 7 4

〒755‐0151

〒745‐0806
TEL（0836）54‐0070㈹　FAX（0836）54‐0080

TEL（0834）29‐0555㈹　FAX（0834）29‐0556

代表取締役社長　浅　利　重　法
〒730-0835　広島市中区江波南2丁目15番34号
TEL.082-293-5611（代表）　FAX.082-293-5652

本社及工場

本 社

福山営業所

徳山営業所

広島県安芸郡坂町北新地4丁目1 - 5 3
TEL（082）885‐1890 FAX（082）885‐0414
広島県福山市南蔵王町2丁目2 2 - 5
TEL（084）926‐0626 FAX（084）926‐8559
山 口 県 周 南 市 周 陽 1 丁目 1 1 - 2 0
TEL（0834）39‐1222 FAX（0834）39‐1223

本 社

東京営業所

広島市安芸区矢野新町 2 丁目2 - 4
TEL（082）886‐3161 FAX（082）884‐5101
埼玉県さいたま市浦和区東仲町15 - 8

グリーンスクエア502
TEL（048）881‐6601 FAX（048）881‐6602

Metal One Nishinihon Corporation

鉄鋼ビジネスで地域社会に貢献します

代表取締役社長 宇　﨑　泰　雅
〒730-0051 広島市中区大手町3-7-5　広島パークビル8階

TEL：082-545-9921　FAX：082-545-9936
URL http://www.mtlo-nishinihon.co.jp　
支店　宇部、徳山、福山　　　　　　　　　

日 新 製 鋼 株 式 会 社

日 鐵 住 金 建 材 株 式 会 社

日 鉄 住 金 鋼 管 株 式 会 社

日 鉄 住 金 鋼 板 株 式 会 社

日鉄住金高炉セメント株式会社

日鉄住金テクノロジー株式会社

日鉄住金テックスエンジ株式会社

日 鉄 住 金 物 産 株 式 会 社

日 鉄 住 金 物 流 株 式 会 社

日鉄住金パイプライン&エンジニアリング株式会社

日鐵住金溶接工業株式会社

日 本 鐵 板 株 式 会 社

新 日 鐵 住 金 株 式 会 社

N S ス テンレ ス 株 式 会 社

株式会社NSウェルデックス

共 永 興 業 株 式 会 社

三 晃 金 属 工 業 株 式 会 社

山 陽 特 殊 製 鋼 株 式 会 社

新日鐵住金ステンレス株式会社

太陽シャーリング株式会社

中 央ビルト工 業 株 式 会 社

東 海 カ ラ ー 株 式 会 社

ニ ス ク 販 売 株 式 会 社

日 亜 鋼 業 株 式 会 社

地域社会とともに歩む

新日鐵住金 中国支店とグループ企業

前年後半の堅調水準維持
2018年の中国地区鉄鋼需要2018年の中国地区鉄鋼需要 2

0
1
8
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
緩
や
か

な
回
復
基
調
が
続
い
て
お
り
、
景
気

拡
大
局
面
は
戦
後
2
番
目
の
長
さ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
労
働

力
需
給
の
ひ
っ
ぱ
く
感
が
顕
著
と
な

り
、
人
材
の
確
保
・
育
成
へ
の
対
応

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
政
府
で

は
「
生
産
性
革
命
」
と
「
人
づ
く
り

革
命
」
を
両
輪
に
、
2
0
2
0
年
に

向
け
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。経

済
産
業
省
と
い
た
し
ま
し
て

は
、「
生
産
性
革
命
」
の
実
現
に
向
け

て
、
特
に
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
新
た
な
設
備
投
資
を
後
押
し

し
ま
す
。
地
方
自
治
体
の
自
主
性
に

配
慮
し
つ
つ
、「
固
定
資
産
税
の
減
免

措
置
」を
講
じ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

様
々
な
つ
な
が
り
を
通
し
て
、
新
た

な
付
加
価
値
の
創
出
や
社
会
課
題
の

解
決
を
図
る
「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
ｅ

ｄ

Ｉ
ｎ
ｄ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ
」
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

中
国
経
済
産
業
局
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
以
下
の
3
つ
の
分
野
を
重
点

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
1
に
、
地
域
の
強
み
を
生
か
し

た
経
済
の
好
循
環
の
実
現
、
産
業
の

競
争
力
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。「
地

域
未
来
投
資
促
進
法
」
に
基
づ
き
、

地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
一
層
推
進
す
る
た
め
、当
局
に「
地

域
未
来
投
資
促
進
室
」
を
設
置
し
、

地
域
毎
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
体
制

を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
支
援
活
動

を
活
発
化
し
ま
す
。

第
2
に
、
地
域
産
業
を
支
え
る
企

業
の
生
産
性
向
上
、
経
営
持
続
・
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
。
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
導
入

を
支
援
し
、
生
産
性
向
上
を
推
進
す

る
ほ
か
、
事
業
承
継
を
集
中
的
に
支

援
し
ま
す
。

第
3
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

の
実
現
や
電
力
・
ガ
ス
の
適
正
な
取

引
環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

企
業
間
連
携
に
よ
る
省
エ
ネ
取
組
な

ど
の
推
進
や
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
更
な
る
普
及
を
推
進
す
る
ほ

か
、
電
力
・
ガ
ス
の
小
売
自
由
化
に

伴
う
適
切
な
取
引
環
境
の
整
備
に
取

り
組
み
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
し
い

年
が
皆
様
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
と
な

る
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
経
済
産
業
行
政
へ
の
さ
ら
な
る

御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
し
て
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

2
0
1
8
年
の
中
国
地

区
鉄
鋼
需
要
は
製
造
業
の

柱
で
あ
る
自
動
車
メ
ー
カ

ー
の
生
産
が
引
き
続
き
堅

調
な
推
移
と
な
り
そ
う
な

ほ
か
、
建
築
関
連
も
大
形

案
件
が
出
件
を
待
っ
て
い

る
状
況
で
あ
り
、
17
年
後

半
の
高
い
レ
ベ
ル
を
引
き

つ
い
で
、
好
調
に
推
移
し

そ
う
だ
。

自
動
車
は
主
力
の
マ
ツ

ダ
が
17
年
度
ベ
ー
ス
で
1

0
0
万
台
の
大
台
に
迫
る

勢
い
に
あ
り
、
連
れ
て
鉄

鋼
関
連
企
業
で
も
高
い
水

準
の
稼
働
が
続
い
て
い

る
。
安
定
供
給
を
め
ざ
し

て
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
等
で

は
フ
ル
操
業
状
態
に
あ

り
、
さ
ら
に
1
―
3
月
は

高
い
水
準
の
生
産
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。
ま
た
三
菱

自
動
車
も
岡
崎
か
ら
の
一

部
品
種
の
生
産
移
管
を
受

け
、
さ
ら
に
数
量
増
が
見

込
ま
れ
る
。

製
造
業
の
も
う
一
方
の

柱
で
あ
る
造
船
は
、
操
業

度
を
調
整
し
て
工
事
量
の

確
保
に
動
い
て
い
る
が
、

一
部
市
況
改
善
も
あ
り
、

今
後
は
受
注
増
加
を
目
指

し
て
活
動
を
活
発
化
さ
せ

る
見
通
し
だ
。

建
設
は
引
き
続
き
工
場

や
物
流
倉
庫
で
大
型
案
件

が
期
待
さ
れ
る
ほ
か
、
県

庁
や
市
役
所
な
ど
庁
舎
の

建
て
替
え
需
要
も
見
込
ま

れ
、
底
堅
い
動
き
と
な
り

そ
う
だ
。
今
年
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
向
け
需
要
の
本
格

化
や
中
国
地
区
以
外
も
含

め
た
再
開
発
案
件
の
盛
り

上
が
り
で
、
地
元
フ
ァ
ブ

リ
ケ
ー
タ
ー
の
仕
事
量
は

多
い
と
こ
ろ
で
す
で
に
年

内
い
っ
ぱ
い
分
を
確
保
し

て
い
る
ケ
ー
ス
も
出
て
い

る
。土

木
部
門
は
地
区
全
体

が
端
境
期
に
入
っ
て
い
る

と
い
っ
た
見
方
も
あ
り
、

他
の
部
門
に
比
べ
て
低
調

が
見
込
ま
れ
る
。
こ
う
し

た
中
で
火
力
発
電
所
や
原

子
力
発
電
所
関
連
な
ど
電

力
に
絡
ん
だ
部
分
や
、
水

島
、
徳
山
下
松
な
ど
の
国

際
バ
ル
ク
港
整
備
事
業
の

本
格
化
が
予
想
さ
れ
、
一

定
量
の
維
持
に
向
け
期
待

が
膨
ら
む
。

以
上
の
よ
う
に
、
鋼
材

需
要
面
で
は
一
部
に
不
安

材
料
は
あ
る
も
の
の
、
総

じ
て
17
年
後
半
の
勢
い
を

引
継
い
で
高
い
水
準
を
維

持
し
そ
う
だ
。
む
し
ろ
製

品
や
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て
歯

抜
け
が
出
て
い
る
情
勢
に

も
関
わ
ら
ず
、
人
手
不
足

に
よ
る
物
流
の
停
滞
や
コ

ス
ト
ア
ッ
プ
な
ど
の
問
題

が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
、

こ
の
面
で
の
改
善
が
期
待

さ
れ
る
。

中
国
経
済
産
業
局
長

波
留
静
哉

経
済
の
好
循
環
を
実
現

新年ああいいささつつ



JAPAN METAL BULLETIN
 Local Network

JAPAN METAL BULLETIN
 Local Network中国・四国・九州・沖縄中国・四国・九州・沖縄

ネットワーク西日本ネットワーク西日本 FUKUOKAHIROSHIMA

〒732-0821
広島市南区大須賀町14番12号
　　　　　　　　　　　　第一ビル
ＴＥＬ（082）263－5523　ＦＡＸ（082）568－2927

中国支社
〒812-0011
福岡市博多区博多駅前3丁目23番22号
                                      　シティ22ビル
ＴＥＬ（092）472－3887　ＦＡＸ（092）472－3888

福岡支局

（１２）地域（第３種郵便物認可）２０１８年（平成30年） １月５日 金曜日

20182018

㈱

田

中

鋼

材

光
市
中
島
田
一
―
二
〇
―
一

電
話（
〇
八
三
三
）七
七
―
〇
三
一一
番

㈲

星

山

商

店

光
市
浅
江
一
―
一
〇
―
一
二

電
話（
〇
八
三
三
）七
一
―
一
三
七
五
番㈱

徳

山

興

産

周

南

市

栄

町
二
―

三
一

電
話（
〇
八
三
四
）三
一
―
二
七
二
七
番 ㈱

東

新

鉄

鋼

周
南
市
港
町
六
―
六
七

電
話（
〇
八
三
四
）六
二
―
一一
八
八
番㈱

大

島

工

業

防
府
市
新
築
地
町
一
八
―
四

電
話（
〇
八
三
五
）二
二
―
三
二
五
〇
番

㈱

星
山
リ
サ
イ
ク
ル

防
府
市
三
田
尻
二
―
一一
―
三
七

電
話（
〇
八
三
五
）二
二
―
一
八
二
三
番㈱

梁

川

鋼

材

防
府
市
高
倉
二
丁
目
六
―
五

電
話（
〇
八
三
五
）二
三
―
七
七
六
三
番

㈱

山

原

商

会

宇
部
市
沖
宇
部
五
二
五
四
―
三
三

電
話（
〇
八
三
六
）三
一
―
一
〇
三
二
番

ヤ
マ
コ
ー
㈱
防
府

防
府
市
新
築
地
町
二
九
―
二

電
話（
〇
八
三
五
）三
八
―
二
二
二
二
番

㈱

新

和

商

会

下
松
市
大
字
末
武
中
一
二
二
五

電
話（
〇
八
三
三
）四
三
―
八
三
七
〇
番㈱

前

田

産

業

宇
部
市
寿
町
三
―
五
―
二
三

電
話（
〇
八
三
六
）二
一
―
八
一
五
六
番

㈲

金

海

商

店

下
関
市
東
大
和
町
二
―
八

電
話（
〇
八
三
）二
六
六
―
一
七
六
四
番

㈲

高

木

商

店

山
陽
小
野
田
市
目
出
幸
町

電
話（
〇
八
三
六
）八
三
―
二
九
〇
七
番

㈲

茂
山
製
鋼
原
料

宇
部
市
大
字
末
信
三
五
―
一

電
話（
〇
八
三
六
）四
一
―
〇
六
四
四
番

博多金物㍿
代表取締役　白　石　浩　一

宮 崎 県 延 岡 市 大 武 町 ３ ９ 番 地 ７ １
ＴＥＬ. 0 9 8 2 - 3 5 - 6 3 8 5　ＦＡＸ. 0 9 8 2 - 3 5 - 6 3 8 7
博多金物リサイクルセンター
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株式
会社 荒　川

本 社

シュレッダー工 場
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ISO14001取得！！
再生資源集荷センター
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新しい鉄製品となって私達の日常生活に数多く役立てられます。

佐賀市兵庫町大字藤木1490　TEL（0952）31-2002㈹

代　表　小　松　敏　正

小 松 商 店 金 属 部
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㈱ 大 隅 金 属
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九 州 支 社 長

永 井 製 作 所

久 留 米 鉄 工

仲 本 工 業

㈱

㈱

㈱

　毅　
在 紀
博 文
哲 司
　豊　
　晋　
秀 人

永 井
永 山
野 田
山 村
仲 本
大 江
大 森

九州建材会 出
田
実
業
株
式
会
社

熊
本
市
中
央
区
河
原
町
十
一
番
地

電
話
（
〇
九
六
）
三
五
四
｜
〇
一
一
一

梅
本
商
行
北
九
州
営
業
所

株
式

会
社

北
九
州
市
小
倉
北
区
赤
坂
海
岸
八
｜
二
十
五

電
話
（
〇
九
三
）
五
二
一
｜
〇
八
三
一

三
鋼
販
西
日
本
株
式
会
社

北
九
州
市
若
松
区
向
洋
町
二
十
二

電
話
（
〇
九
三
）
七
七
一
｜
二
二
一
一

安
田
工
業
株
式

会
社

八
幡
工
場

安
田
工
業
株
式
会
社

八
幡
工
場

北
九
州
市
八
幡
東
区
枝
光
二
｜
七
｜
七

電
話
（
〇
九
三
）
六
六
二
｜
六
五
三
一

鹿
児
島
市
西
別
府
町
三
二
〇
〇
番
地
六（
流
通
団
地
）

電
話
（
〇
九
九
）
二
八
二
｜
七
六
〇
〇

加
根
又
本
店

株
式

会
社

福
岡
市
博
多
区
店
屋
町
七
｜
十
八

電
話
（
〇
九
二
）
二
八
一
｜
七
五
一
八

渡
辺
藤
吉
本
店

株
式
会
社

分
銅
会

（
営
業
品
目
）

普
通
釘　
　

な
ま
し
鉄
線

特
殊
釘　
　

キ
リ
バ
ン
セ
ン

普
通
鉄
線　

曲
げ
結
束
線

そ
の
他
線
材
製
品
一
般 （

五
十
音
順
）



JAPAN METAL BULLETIN
 Local Network

JAPAN METAL BULLETIN
 Local Network中国・四国・九州・沖縄中国・四国・九州・沖縄

ネットワーク西日本ネットワーク西日本 FUKUOKAHIROSHIMA

〒732-0821
広島市南区大須賀町14番12号
　　　　　　　　　　　　第一ビル
ＴＥＬ（082）263－5523　ＦＡＸ（082）568－2927

中国支社
〒812-0011
福岡市博多区博多駅前3丁目23番22号
                                      　シティ22ビル
ＴＥＬ（092）472－3887　ＦＡＸ（092）472－3888

福岡支局

２０１８年（平成30年） １月５日 金曜日（第３種郵便物認可）地域（１３）

HAPPY NEW YEAR

あけましておめでとうございます

廃 自 動 車・鐵・非 鉄 金 属 屑

事務所　〒901-0306　沖縄県糸満市西崎町5－1－2

電話 840－9244　ＦＡＸ （098）994－4810
ハヨー クニヨシ

新聞・雑誌・ダンボール等 買取り

代表取締役　國吉　浩

リサイクルで未来を拓く
株式会社 拓琉金属
〒901-2134　沖縄県浦添市字港川495-9

TEL（098）876-3548

広げよう未来のために
株式会社 拓琉リサイクル研究センター
〒904-2142　沖縄県沖縄市登川3513-1

TEL（098）939-9811沖縄県うるま市字州崎８-２

ISO14001認証取得

株式会社星山商店
代表取締役社長

星 山 一  憲
〒861-8001　熊本県熊本市北区武蔵ヶ丘９丁目５番７６号
TEL 096-338-6421　FAX 096-338-6494
URL http://www.hosiyama.co.jp

本社

異形棒鋼（鋼材）販売・鉄スクラップの回収加工販売
地域に密着した「循環型社会」に貢献できるような活動を行っております

代表取締役社長　橋　西　五十四

鹿児島県鹿児島市谷山港２丁目２５ TEL099-262-1566　FAX099-262-1565

鉄 筋 事 業 部

原 料 事 業 部

…

…

鉄鋼材料卸販売

製鋼原料・非鉄原料全般
事業部

各種鋼材（異形棒鋼・高張力ネジフシ棒鋼（ネジ
テツコン）・T‒コンフープ・丸釘・結束線・なまし線
普通鉄線）並びに鋼材加工品の販売製鋼原料
（鉄スクラップ・非鉄原料）の収集・加工販売

業務内容

http://www.takunan.co.jp/satsunan/index.htm

「地球・環境・資源。」

【宇土本社・工場】
〒869-0412 熊本県宇土市岩古曽町2063-1 TEL(0964)22-0715
ELVリサイクル部／パーツ課 TEL(0964)24-5788　貿易課 TEL(0964)22-5622
【熊本本店・工場】
〒861-8045 熊本市東区小山7丁目4-54 TEL(096)389-3030
【鹿児島営業所・工場】
〒890-0072 鹿児島市新栄町185-60 TEL(099)206-4888

代表取締役社長　金　村　康　平

本 社

営 業 所
自動車リサイクル工場

多久市北多久町大字小侍801

佐賀・伊万里
多久市西多久町板屋6189

ＴＥＬ（0952）74-4141 ＦＡＸ（0952）74-4143
VOiP ＴＥＬ:（050）3354-4687

ＴＥＬ・ＦＡＸ（0952）75-5007

/

/
/

「循環による地球との共存」を私たちは実現します。

ホームページアドレス　http://shimada-r3.co.jp

ISO14001認証取得 EC03J0257 より良いリサイクルを推進する

エス・シー・マテリアル（株）

代表取締役社長　　草　場　政　文

北九州市若松区南二島２丁目１０－１２
　 　 　 0 9 3（ 7 9 1 ） 4 7 6 7
　 　 　 0 9 3（ 7 9 1 ） 4 7 6 9
T E L
F A X

東洋メタルサービス株式会社

九州製鋼株式会社 直系ヤードディーラー

株式会社 溝江商店MS

品質・技術・信頼で貢献する。

代表取締役社長　麻　生　元　道

共栄グループ

〒８７２‐００２２
大分県宇佐市大字西大堀８４０番地の１

（０９７８）

（０９７８）FAX

TEL ３８‐４１５１
３８‐４０８４

製鋼原料 産業廃棄物
非鉄金属 中間処理業

ISO14001 認証工場

登録番号
EC04J0320

代表連絡先：〒870-0108　大分市大字三佐字大新田1354‒8

オーライン株式会社
代表取締役　大山 信晃

大山金属株式会社
代表取締役　大山 信広

大分エコセンター㍿
代表取締役　大山 直美

総合リサイクル

大山金属

大分エコセンター オーライン

おかげさまで創業84年

福岡金属興業株式会社
横　溝　淳　弥代表取締役社長

E -ma i l：f u k k i n@ f u k k i n . c o . j p　h t t p : / /www . f u k k i n . c o . j p

福岡県直方市大字中泉８８５番地の１９（中泉工業団地）
ＴＥＬ.0949-25-1800㈹　ＦＡＸ.0949-25-1806
北 九 州 市 若 松 区 向 洋 町 5 2 番 1
ＴＥＬ.093-761-2500　　ＦＡＸ.093-761-2506

本 社
〒822-0011
響灘シッピングセンター
〒808-0002

OHSAS18001
2008年 取得

＊ 資 源 の 総 合 リ サ イ ク ル ＊
鉄・非 鉄 金 属 の 買 入 れ 加 工 販 売
産 業 廃 棄 物 の 中 間 処 理 及 収 集 運 搬
構築物の解体

No.E151-ISO14001 No.H045-OHSAS18001
ISO14001
2000年 取得

北九州市小倉北区西港町９４番地５
電　話０９３（５９２）７３６１
ＦＡＸ０９３（５９２）７３６４
北九州市小倉北区西港町８９番地９
電　話０９３（５９２）７３６５
ＦＡＸ０９３（５９２）７３６８

〒８０３‐０８０１

〒８０３‐０８０１

本 社

加工工場

新日鐵住金㈱八幡製鐵所 指定直納

代表取締役社長　久　保　　光

鉄鋼原料・一般鋼材・非鉄金属

北九州市小倉北区浅野2丁目8番4号（小倉興産西館）
T E L . 0 9 3 - 5 3 1 - 6 2 3 1
F A X . 0 9 3 - 5 4 1 - 2 5 7 2

〒802-0001

鉄鋼原料卸
新日鐵住金㈱指定直納

双葉興産株式会社
小　玉　　稔代 表 取 締 役

新日鐵住金㈱八幡製鐵所
株 式 会 社 ト ー カ イ
日 立 金 属 株 式 会 社

代表取締役　小　玉　和　弘
北九州市若松区北浜2丁目1－6
電　話 093（761）3821・3822
ＦＡＸ 093（771）5013

指 定 直 納

製鋼原料・ギロチンシャー加工
産 業 廃 棄 物 処 理 ・ 解 体 工 事 九州メタル産業株式会社

代表取締役社長　白　水　清　隆
本 社
工 場

福岡営業所

鳥栖営業所

 リサイクルセンター

：

：

：

：

北九州市小倉北区西港町62番4

福岡県糟屋郡宇美町若草2-17-8 若草工業団地

佐賀県鳥栖市永吉町字原田598-5

佐賀県鳥栖市永吉町字土取573-1

TEL 093‒582‒6143　FAX 093‒582‒6195
http://www.nishitetsu.ne.jp/kyusyumetal/
E-mail：kms@kms.nnr.co.jp

TEL 092‒934‒1091　FAX 092‒934‒1084

TEL 0942‒83‒7790　FAX 0942‒82‒0370

TEL 0942‒87‒1011　FAX 0942‒87‒1012



（１４）非鉄（第３種郵便物認可）２０１８年（平成30年） １月５日 金曜日

国 際 非 鉄 金 属 相 場国 際 非 鉄 金 属 相 場
欧州レアメタル価格欧州レアメタル価格

国
際
相
場
動
向

国
際
相
場
動
向

非鉄、総じて下落 鉛は逆行高イ
ン
ジ
ウ
ム
は

1000
円
引
き
下
げ

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
エ
レ
ク

三菱マテ

長
期
間
不
正
見
過
ご
し

中
間
報
告

改
ざ
ん
指
南
書
も

ＬＭＥ ■銅＝直物はロ
ンドン金属取引所

（ＬＭＥ）の公式値ベースで65.50
㌦安の7115.25㌦、3カ月物は68.50
㌦安の7159.00㌦と、それぞれ反落
した。カーブ取引は59.00㌦安の
7147.00㌦。
アクセンド・マーケッツのアナリ

ストは「非鉄相場は2017年末にか
けて極めて好調だったため、上昇
が一服した格好だ」と話した。
サクデン・フィナンシャルは「（非

鉄相場は昨年）12月の勢いが失わ
れた。きょうは欧州連合（ＥＵ）の第
2次金融商品市場指令始動に当た
り、商いが総じて閑散としていた。
米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）
の議事要旨公表を控えていること
も影響した」と指摘した。
■アルミ＝直物は15.25㌦安の

2240.50㌦、3カ月物は16.25㌦安の
2251.25㌦と、いずれも反落。カーブ

取引は36.50㌦安の2228.00㌦。
■ニッケル＝直物は222.50㌦安

の1万2462.50㌦、3カ月物は197.50
㌦安の1万2522.50㌦と、それぞれ4
営業日ぶりに反落した。カーブ取引
は220.00㌦安の1万2400.00㌦。
■鉛＝逆行高。直物は35.50㌦高

の2579.00㌦、3カ月物は29.25㌦高
の2566.25㌦と、いずれも続伸した。
カーブ取引は9.00㌦高の2579.00
㌦。
■亜鉛＝直物は25.75㌦安の

3350.25㌦、3カ月物は20.25㌦安の
3330.50㌦と、それぞれ8日ぶりに反
落した。カーブ取引は22.50㌦安の
3326.50㌦。
■錫＝直物は110.00㌦安の2万

0040.00㌦と5日ぶりに反落し、3カ
月物は115.00㌦安の1万9947.50㌦
と12日ぶりに反落した。カーブ取引
は140.00㌦安の1万9900.00㌦。（ロ
ンドン時事）

COMEX ■銅＝3営業日
続落。3月限の清算

値は2.05㌣安の325.75㌣。（ＤＪ時
事）

■ＮＹ金＝3日のニューヨーク商
品取引所（ＣＯＭＥＸ）の金塊先物
相場は、イランや北朝鮮など国際
情勢の緊張を背景に堅調地合いを
保ち、2月物の清算値は前日比2.40
㌦（0.18％）高の1㌉＝1318.50㌦と
なった。これは中心限月としては
2017年9月15日（1325.20㌦）以来約
3カ月半ぶりの高値水準で、上昇は
9営業日連続。
相場は前日、約3カ月ぶりの高値

で清算値を確定した後も騰勢を維
持し、一時1323.00㌦まで上げ幅を
拡大。イラン全土に拡大している反
政府デモに終息の兆しが見えない

ほか、北朝鮮が大陸間弾道ミサイ
ル（ＩＣＢＭ）発射実験の準備活動
を再開したとの報道を受け、
安全資産とされる金塊が引き
続き物色された。
ただ、前日夜以降は高値警

戒感に加え、外国為替市場で
ドル売り・ユーロ買いの流れが
一服し、ドル建てで取引される
商品の割安感が薄れたことな
どから、金塊相場は一転して
値を消す展開。この日早朝に
かけてはおおむねマイナス圏
で取引されたが、朝方になると
再び買いが優勢となり、小幅な
がらプラス圏を回復した。そ
の後は、午後に公表されるＦ
ＯＭＣ議事要旨を控えて様子
見ムードが強まる中、ほぼ横ば
いに推移した。
金塊現物相場は午後1時37

分現在、2.415㌦高の1317.210

㌦。（ニューヨーク時事）
■ロンドン金＝3日のロンドン自

由金市場の金塊相場は8営業日続
伸した。1㌉＝1316.255㌦と、前日終
値比3.15㌦高で引けた。
金塊相場はこの日も堅調で、前

日に付けた約3カ月半ぶりの高値
を更新した。ただ、対主要通貨でド
ル高が進んだことが上値を抑え
た。
金塊は、1313.210㌦で寄り付き、

午前は1314.60㌦で値決めされた。
午後の値決めは1314.90㌦。（ロンド
ン時事）
■ＮＹ銀＝続伸。先物3月限の清
算値は6.1㌣高の1726.7㌣。
現物は米東部時間午後1時44分

時点で、0.1％高の1720㌣。一時、6
週間ぶりの高値となる1724㌣まで
上昇した。（ロイターＥＳ時事）
■ＮＹ白金＝白金4月限は7営業
日続伸し、清算値は前日比14.50㌦
高の1㌉＝962.30㌦となった。
パラジウム3月限は反落し、清

算値は前日比4.00㌦安の1㌉＝
1083.35㌦となった。（ニューヨー
ク時事）

銅

Ｊ
Ｘ
金

属
は
4

日
、
1
月
積
み
建
値
を
ト

ン
85
万
円
に
据
え
置
く
と

発
表
し
た
。
Ｌ
Ｍ
Ｅ
銅
相

場
と
為
替
の
動
向
を
反
映

し
た
。
4
日
の
東
京
為
替

相
場
（
Ｔ
Ｔ
Ｓ
）
は
、
1

㌦
＝
1
1
3
・
75
円
で
、

前
回
建
値
改
定
時
よ
り
0

・
63
円
円
高
ド
ル
安
だ
っ

た
。Ｄ

Ｏ
Ｗ
Ａ
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
は
4
日
、
1
月
積

み
イ
ン
ジ
ウ
ム
建
値
（
純

度
99
・
99
％
、
Ｉ
Ｔ
Ｏ
グ

レ
ー
ド
）
を
キ
ロ
1
0
0

0
円
引
き
下
げ
、
大
口
4

万
2
0
0
0
円
、
小
口
4

万
6
0
0
0
円
に
改
定
し

た
と
発
表
し
た
。

鉛

三
菱
マ

テ
リ
ア
ル

は
4
日
、
1
月
積
み
の
鉛

建
値
を
ト
ン
5
0
0
0
円

引
き
上
げ
、
35
万
1
0
0

0
円
に
改
定
し
た
と
発
表

し
た
。
指
標
と
な
る
Ｌ
Ｍ

Ｅ
鉛
相
場
は
、
現
地
3
日

付
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
で
、
2

5
8
0
㌦
と
、
前
回
改
定

時
か
ら
62
㌦
上
昇
。

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
は
12

月
28
日
、
子
会
社
で
あ
る

三
菱
伸
銅
お
よ
び
三
菱
電

線
工
業
で
発
生
し
た
品
質

検
査
デ
ー
タ
改
ざ
ん
に
伴

う
不
適
合
品
出
荷
問
題
に

つ
い
て
、
特
別
調
査
委
員

会
に
よ
る
中
間
報
告
を
発

表
し
た
。
今
回
は
三
菱
伸

銅
の
調
査
報
告
書
、
お
よ

び
三
菱
電
線
の
中
間
調
査

報
告
書
が
ま
と
ま
っ
た
。

同
日
記
者
会
見
を
行
っ
た

竹
内
章
・
三
菱
マ
テ
リ
ア

ル
社
長
は
、
長
期
間
に
わ

た
っ
て
品
質
不
正
が
見
過

ご
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
対

し
、「
深
刻
か
つ
ゆ
ゆ
し
き

事
態
」
と
し
て
あ
ら
た
め

て
深
く
お
わ
び
し
、
調
査

が
継
続
中
の
三
菱
電
線
の

原
因
究
明
、
お
よ
び
再
発

防
止
策
の
徹
底
、
グ
ル
ー

プ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
な

ど
に
全
力
を
挙
げ
る
考
え

を
強
調
し
た
。
最
終
的
な

報
告
書
に
つ
い
て
は
、
本

年
2
月
末
に
ま
と
ま
る
予

定
。
関
係
者
の
処
分
な
ど

は
、
こ
の
報
告
書
を
受
け

て
実
施
さ
れ
る
見
込
み
。

三
菱
伸
銅
で
は
、
今
回

の
調
査
報
告
書
策
定
を
受

け
、
社
長
の
1
月
報
酬
を

30
％
、
副
社
長
で
同
20
％

自
主
返
上
す
る
こ
と
を
決

定
。
ま
た
、
過
去
に
品
質

保
証
部
の
部
長
職
に
あ
っ

た
取
締
役
が
辞
任
。
今
月

か
ら
新
役
員
体
制
が
発
足

し
、
堀
和
雅
社
長
は
、
再

発
防
止
策
を
推
進
し
て
い

く
方
針
を
示
し
た
。

報
告
書
に
お
い
て
、
三

菱
伸
銅
若
松
製
作
所
で

は
、
ポ
イ
ン
ト
表
を
用
い

た
不
適
合
品
出
荷
と
検
査

記
録
デ
ー
タ
の
書
き
換
え

が
行
わ
れ
て
い
た
と
公

表
。
ポ
イ
ン
ト
表
は
、
99

年
時
点
で
す
で
に
存
在
し

た
と
し
て
い
る
。

一
方
、
三
菱
電
線
の
中

間
調
査
報
告
書
に
お
い
て

は
、
箕
島
製
作
所
で
シ
ー

ル
製
品
に
関
し
、「
シ
ル
バ

ー
リ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
る

仕
様
不
適
合
で
あ
っ
て
も

合
格
品
と
し
て
許
容
す
る

リ
ス
ト
を
通
じ
、
改
ざ
ん

行
為
が
行
わ
れ
て
い
た
と

記
述
。
同
製
作
所
で
は
遅

く
と
も
90
年
代
ご
ろ
か

ら
、
一
部
の
製
品
に
つ
い

て
ロ
ッ
ト
検
査
や
品
質
管

理
試
験
が
、
一
部
行
わ
れ

て
い
な
い
状
態
に
な
っ
て

い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。

亜
鉛

三
井
金

属
は
4

日
、
1
月
積
み
の
亜
鉛
建

値
を
ト
ン
9
0
0
0
円
引

き
上
げ
42
万
7
0
0
0
円

に
改
定
し
た
と
発
表
し

た
。Ｌ

Ｍ
Ｅ
亜
鉛
相
場
は
、

堅
調
な
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ

ル
ズ
を
背
景
に
、
足
元
で

や
や
調
整
す
る
も
の
の
、

年
末
か
ら
上
げ
基
調
と
な

っ
て
い
る
。
現
地
3
日
の

Ｌ
Ｍ
Ｅ
亜
鉛
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
は
、
3
3
5
0
・
5
㌦

と
、
前
回
改
定
時
か
ら
1

1
6
・
5
㌦
高
の
展
開
と

な
っ
た
。

▽おことわり 欧州レアメタル価格
は、現地12月27日にロジウムが�1695
―�1715㌦に変わった以外は横ばいで
す。また、12月第4週の国際非鉄金属ウ
イークリーは9日付に掲載します。

住
友
電
気
工
業

（
1
月
1
日
付
）

▽
財
務
部
長
＝
専
務
取
締
役

谷
信▽

Ｓ
Ｅ
Ｉ
プ
ロ
ス
タ
ッ
フ
ス

〈
社
長
〉
＝
人
事
部
長

麻
植

和
男

ＴＴＳの推移（円）

（トン）

425
50
150
150
425
0

540

�
�
�
�
�

�

2日現在
200,225
2,285
142,075
180,825
1,101,800
13,900
366,072

29日現在
200,650
2,235

142,225
180,975
1,101,375
13,900
366,612

銅
錫
鉛
亜鉛
アルミＨＧ
アルミ合金
ニッケル

◇銅Ａグレード 2日 3日 ◇錫ＨＧ 2日 3日
現物 前場 買 7180.50 7115.00 現物 前場 買 20140.00 20030.00

売 7181.00 7115.50 売 20160.00 20050.00
後場 買 7195.00 7097.00 後場 買 20080.00 19970.00

売 7197.00 7099.00 売 20105.00 20020.00
先物 前場 買 7227.00 7158.00 先物 前場 買 20050.00 19945.00

売 7228.00 7160.00 売 20075.00 19950.00
後場 買 7237.00 7142.00 後場 買 20000.00 19900.00

売 7239.00 7144.00 売 20025.00 19950.00
セツルメント 7181.00 7115.50 セツルメント 20160.00 20050.00

出来高（ロット） 111758 116657 出来高（ロット） 4075 4039

◇鉛 ◇アルミＨＧ
現物 前場 買 2543.00 2578.00 現物 前場 買 2255.50 2240.00

売 2544.00 2580.00 売 2256.00 2241.00
後場 買 2552.50 2575.00 後場 買 2261.50 2212.50

売 2554.50 2577.00 売 2263.50 2213.50
先物 前場 買 2536.00 2566.00 先物 前場 買 2267.00 2251.00

売 2538.00 2566.50 売 2268.00 2251.50
後場 買 2547.00 2566.00 後場 買 2274.00 2227.00

売 2549.00 2568.00 売 2276.00 2228.00
セツルメント 2544.00 2580.00 セツルメント 2256.00 2241.00

出来高（ロット） 36238 51925 出来高（ロット） 203288 204964

◇亜鉛ＳＨＧ ◇アルミ合金
現物 前場 買 3375.00 3350.00 現物 前場 買 1800.00 1800.00

売 3377.00 3350.50 売 1810.00 1810.00
後場 買 3370.50 3347.00 後場 買 1800.50 1800.50

売 3372.50 3349.00 売 1810.50 1810.50
先物 前場 買 3350.50 3330.00 先物 前場 買 1815.00 1815.00

売 3351.00 3331.00 売 1825.00 1825.00
後場 買 3346.00 3323.00 後場 買 1815.00 1815.00

売 3348.00 3325.00 売 1825.00 1825.00
セツルメント 3377.00 3350.50 セツルメント 1810.00 1810.00
出来高（ロット） 109815 113469 出来高（ロット） 340 292

◇ニッケル ◇北米特殊アルミ合金（ＮＡＳＡＡＣ）
現物 前場 買 12680.00 12460.00 現物 前場 買 1890.00 1885.00

売 12690.00 12465.00 売 1890.50 1885.50
後場 買 12665.00 12345.00 後場 買 1905.50 1888.50

売 12690.00 12370.00 売 1915.50 1898.50
先物 前場 買 12710.00 12520.00 先物 前場 買 1920.00 1905.00

売 12730.00 12525.00 売 1930.00 1910.00
後場 買 12725.00 12400.00 後場 買 1920.00 1905.00

売 12750.00 12425.00 売 1930.00 1915.00
セツルメント 12690.00 12465.00 セツルメント 1890.50 1885.50

出来高（ロット） 95907 95657 出来高（ロット） 1463 948

出来高はロット数、1ロットは銅・鉛・亜鉛・アルミHGが25㌧、アルミ合金が20㌧、
ニッケル6㌧、錫5㌧、コバルト1㌧、モリブデン純分6㌧

2018年1月4日入電（現地1月3日） （単位：ドル)

現物 前場 買 75000.00 75000.00 現物 前場 買 15500.00 15500.00
売 75500.00 75500.00 売 16000.00 16000.00

先物 前場 買 75000.00 75000.00 先物 前場 買 15500.00 15500.00
売 75500.00 75500.00 売 16000.00 16000.00

セツルメント 75500.00 75500.00 セツルメント 16000.00 16000.00
出来高（ロット） 0 0 出来高（ロット） 0 0

◇コバルト ◇モリブデン

前月セツル平均 6801.16 6801.16 前月セツル平均 19440.00 19440.00

前月セツル平均 2508.82 2508.82 前月セツル平均 2070.74 2070.74

前月セツル平均 3192.47 3192.47 前月セツル平均 1807.63 1807.63

前月セツル平均 11409.21 11409.21 前月セツル平均 1758.66 1758.66

前月セツル平均 72589.47 72589.47 前月セツル平均 16000.00 16000.00

【後場値動き】 1月3日
(3カ月先物：始値、買高値、売安値、終値の順)

銅 7147―7147―7150―7147
錫 19900―19900―19900―19900
鉛 2578―2580―2578―2579
亜鉛 3327―3327―3327―3326.5
アルミＨＧ 2228―2228―2228―2228
ニッケル 12400―0―12430―12400

1月2日 増減
銅 288,846 �4,622
金 500,731 �7,761
銀 192,423 �805

米ドル 英ポンド ＥＵＲ
(ユーロ)

12月 7日 113.51 154.54 134.19
8日 114.29 156.57 134.80
11日 114.65 156.29 135.30
12日 114.58 155.63 135.23
13日 114.42 155.10 134.73
14日 113.80 155.40 135.03
15日 113.40 155.00 134.00
18日 113.76 154.30 134.05
19日 113.62 154.61 134.21
20日 113.97 155.32 135.29
21日 114.22 155.38 135.93
22日 114.41 155.75 135.86
25日 114.23 155.56 135.58
26日 114.38 155.61 136.10
27日 114.41 155.69 136.05
28日 114.48 156.03 136.37
29日 114.00 155.95 136.44

1月 4日 113.75 156.34 136.83

前日セツ
ルメント
3.2560
3.2670
3.2780
3.2860
3.2925
3.2995
3.3055
3.3120

1313.70
1316.10
1318.30
1320.90
1325.70
1330.50
1335.20
1340.10

17.1210
17.1610
17.2060
17.2820
17.3530
17.4260
17.5320
17.5620

943.80
944.30
945.40

1090.00
1091.30
1087.35

（現地1月3日）

（前日122917枚)

（前日304822枚)

（前日83240枚)

（前日15392枚)

（前日4994枚)

セツル
メント
3.2370
3.2465
3.2575
3.2660
3.2730
3.2805
3.2865
3.2935

1316.20
1318.50
1320.80
1323.40
1328.20
1333.10
1337.90
1342.80

17.1850
17.2200
17.2670
17.3440
17.4170
17.4910
17.5970
17.6270

957.80
959.00
960.40

1086.00
1087.30
1083.35

(1枚＝12.5ショート㌧）

引値

―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―

―
―
―

◇銅（ドル／ポンド）

2018年1月4日入電

安値

3.2220
3.2260
3.2365
3.2535
3.2520
3.2700
3.2670

―

1312.10
1308.90
1311.50
1313.90
1319.00
1324.70
1334.70
1334.50

17.0800
17.0600
17.0650
17.1500
17.2500
17.3250
17.4000

―

941.50
945.80
958.60

―
―

1075.65

◇金（ドル／トロイオンス）

◇銀（ドル／トロイオンス）

◇プラチナ（ドル／トロイオンス）

◇パラジウム（ドル／トロイオンス）

高値

3.2435
3.2585
3.2800
3.2685
3.2930
3.2820
3.2910

―

1320.10
1323.00
1324.50
1327.40
1332.30
1334.00
1338.00
1345.70

17.1600
17.2350
17.2850
17.3500
17.4300
17.4800
17.6050

―

959.90
959.40
958.60

―
―

1089.30

寄付

3.2390
3.2560
3.2775
3.2650
3.2895
3.2750
3.2895

―

1320.00
1319.00
1322.00
1323.70
1329.00
1334.00
1334.90
1345.70

17.0800
17.1950
17.2250
17.3100
17.4050
17.3250
17.4400

―

941.50
945.80
958.60

―
―

1087.20

出来高112872枚

出来高319773枚

出来高81088枚

出来高17929枚

出来高2834枚

18年01月
18年02月
18年03月
18年04月
18年05月
18年06月
18年07月
18年08月

18年01月
18年02月
18年03月
18年04月
18年06月
18年08月
18年10月
18年12月

18年01月
18年02月
18年03月
18年05月
18年07月
18年09月
18年12月
19年01月

18年01月
18年02月
18年03月

18年01月
18年02月
18年03月

1月4日入電 (現地1月3日) (単位：ドル、カッコ内は円/キロ)
アンチ99.65％ (トン)

8300― 8600(944―978)
ビスマス99.9％ (ポンド)

5.10― 5.20(1,279―1,304)
カドミ99.99％ (ポンド)

1.00― 1.15(251―288)
クロム（中 国)(トン)

7900― 8200(899―933)
コバルトカソード(ポンド)

31.85― 32.75(7,987―8,213)
〃 インゴット(ポンド)

35.00― 37.00(8,777―9,279)
ガリウム99.99％ (キロ)

140― 160(15,925―18,200)
金属ゲルマニウム (キロ)

1350― 1360(153,563―154,700)
二酸化ゲルマニウム（キロ）

850― 925(96,688―105,219)
インジウム99.99％ (キロ)

250― 270(28,438―30,713)
イリジウム (トロイオンス) 〔円／グラム〕

950― 970(3,474―3,547)
マグネシウム99.9％(中国)（トン）

2200― 2500(250―284)
金属マンガン99.7％ (トン)

1740― 1800(198―205)
フェロマンガン75―76％ (トン)

1200― 1300(137―148)
三酸化モリブデン (Mo純分ポンド)

9.30― 9.50(2,332―2,382)
フェロモリブデン（西側）(Mo純分キロ)

23.50― 24.00(2,673―2,730)
ロジウム (トロイオンス) 〔円／グラム〕

1695― 1715(6,199―6,272)
ルテニウム (トロイオンス) 〔円／グラム〕

186― 190(680―695)
セレニウム99.5―99.8％ (ポンド）

17.75― 18.75(4,451―4,702)
シリコン塊 (トン)

2150― 2250(245―256)
フェロシリコン (トン)

1300― 1400(148―159)
スポンジチタン99.6％ (キロ)

7.50― 8.00(853―910)
フェロタングステン (キロ)

37.00― 38.00(4,209―4,323)
タングステンＡＰＴ (WO3純分10㌔)

300.0― 305.0(3,413―3,469)
フェロバナジウム80％ (V純分キロ)

40.00― 43.00(4,550―4,891)
五酸化バナジウム（Ｖ2Ｏ5純分ポンド）

9.00― 9.50(2,257―2,382)
タンタル (ポンド)

85.00― 90.00(21,316―22,570)

（カッコ内出来高）
(キロ当たり米ドル)

1月3日 19.850㌦（36.00㌧）
1月4日 19.810㌦（44.00㌧）

（単位：トン当たり元、増値税込）
現地01月03日 1月限 2月限 3月限 4月限 5月限

銅 セツルメント 54710 54940 55050 55170 55300
出来高(5トン/ロット) 21,610 130,204 97,976 27,882 18,700
前日セツルメント 54920 55140 55270 55380 55580

ア セツルメント 14970 15085 15180 15275 15375
ル 出来高(5トン/ロット) 7,790 190,698 128,422 37,926 22,692
ミ 前日セツルメント 15055 15165 15260 15375 15445

亜 セツルメント 25875 25890 25880 25845 25800
鉛 出来高(5トン/ロット) 5,800 216,656 156,208 33,234 25,394
前日セツルメント 25845 25855 25850 25840 25790

上海先物取引所在庫 （トン）
12月29日 前週 増減

銅 150,489 140,211�10,278
アルミ 754,133 741,324�12,809
亜鉛 68,630 70,436 �1,806

【アルミ新地金】
▽ＮＹカーブ(ドル) 2228.0― 2228.5
▽対日オファー価格（99.7％）（12―1月積み）
トン当たりドル CIF ―― ―

▽輸入採算価格（12―1月積み）
トン当たり円 ―― ―

▽11月の輸入通関平均単価（99.0―99.9％）
トン当たり円 248900

【アルミ二次合金・原料】
▽対日スクラップ・オファー価格
ポンド当たりセント

テンス CIF ―
テイント・テーバー CIF ―
リ ソ CIF ―

▽対日ロシア産再生地金オファー価格
トン当たりドル CIF ―

▽ADC12オファー価格
トン当たりドル CIF ―

▽対日ADC12輸入採算価格
トン当たり円 ―

▽ADC12国内理論値
トン当たり円 ―

1月4日入電 (現地1月3日)
【ニューヨーク市中】
銅地金(㍀) 330.60― 331.60㌣
パラジウム(㌉) 1087.30― 1090.50㌦
プラチナ(㌉) 953.10― 954.50㌦

1月4日入電（現地1月3日）
単位：トロイオンス当たり、カッコ内は前営業日

▽ロンドン金約定値・現物(ドル)
午 前 1314.60（ 1312.80）
午 後 1314.90（ 1312.05）
引 値 1315.86 ～1316.65

（ 1313.04 ～1313.17）
▽チューリヒ金・引値 1318.47 ～1319.28

（ 1311.50 ～1321.50）
▽香港金・午前引値
（1月4日） 1308.21 ～1308.35

（ 1313.68 ～1313.81 ）
▽ロンドン・プラチナ

午 前 944.00㌦（ 937.00㌦）
午 後 951.00㌦（ 936.00㌦）

▽ロンドン・パラジウム
午 前 1083.00㌦（1071.00㌦）
午 後 1086.00㌦（1087.00㌦）

▽ロンドン銀（スポット）〈ポンド建て〉
現 物 1263.00㌺（1259.00㌺）
3カ月 ― （ ― ）

▽ロンドン銀〈米セント建て〉
現 物 1712.50㌣（1706.00㌣）
3カ月 ― （ ― ）

▽米エンゲルハード金
地 金 1319.89㌦（1316.88㌦）
加 工 1418.88㌦（1415.65㌦）

▽同 銀
地 金 1719.00㌣（1715.00㌣）
加 工 2062.80㌣（2058.00㌣）

▽米ハンディハーマン金地金
1314.90㌦（1312.05㌦）

▽同 銀地金
1718.50㌣（1715.50㌣）

▽クルーガーランド金貨
1303.00 ～1306.00㌦

（1298.90 ～1301.90㌦）
▽ジョンソン・マッセイ社白金族建値

プラチナ 957㌦（ 939㌦）
パラジウム 1,091㌦（ 1,089㌦）
イリジウム 970㌦（ 970㌦）
ロジウム 1,700㌦（ 1,715㌦）
ルテニウム 190㌦（ 190㌦）

▽ニューヨーク為替引値
ポンド 1.3513 ～1.3517
円 112.49 ～112.52
ユーロ 1.2012 ～1.2016

(単位：銅はトン、金・銀はトロイオンス)
増 減

0
48,226
579,308

�
�

3日
210,972
9,190,925

245,303,792

2日
210,972
9,142,699

244,724,484

銅
金
銀

ＬＭＥ在庫
（単位：トン）

12月22日 12月27日 12月28日
銅 202,100 202,850 201,725
錫 2,395 2,220 2,220
鉛 141,750 142,250 142,250
亜鉛 185,275 183,525 182,050
アルミＨＧ 1,104,4251,103,5001,101,925
アルミ合金 13,900 13,900 13,900
ニッケル 372,258 370,836 367,776

ＮＹＣ在庫
(単位：銅はトン、金・銀はオンス)
12月27日 12月28日 12月29日

銅 211,348 211,372 211,172
金 9,142,795 9,142,795 9,142,795
銀 240,817,530241,418,013243,359,259

（SHFE）

1
月
4
日
入
電（
現
地
3
日
）

11月月積積みみ建建値値

銅
85
万
円
（
据
え
置
き
）

銅
85
万
円
（
据
え
置
き
）

鉛
35
万
1000
円
（
5000
円
上
げ
）

鉛
35
万
1000
円
（
5000
円
上
げ
）

亜
鉛
42
万
7000
円（
9000
円
上
げ
）

亜
鉛
42
万
7000
円（
9000
円
上
げ
）
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非
鉄
全
般
・
銅
ナ
ゲ
ッ
ト HAPPY NEW YEAR

謹 賀 新 年

世
界
一
を
誇
る
電
解

ア
ル
ミ
の
生
産
量

中
国
の
電
解
ア
ル
ミ
生
産

量
は
世
界
ト
ッ
プ
で
、
昨
年

は
前
年
比
12
％
増
の
3
6
8

0
万
㌧
。
過
去
10
年
間
で
3

・
4
倍
に
膨
ら
み
、
今
や
全

世
界
の
生
産
の
55
％
を
占
め

る
。
今
年
は
3
8
0
0
万
㌧

に
達
す
る
見
通
し
だ
が
、
多

く
の
電
解
ア
ル
ミ
メ
ー
カ
ー

が
操
業
に
必
要
な
膨
大
な
電

力
の
発
電
を
い
ま
だ
に
石
炭

で
賄
っ
て
お
り
、
深
刻
な
大

気
汚
染
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
。中

央
政
府
は
環
境
汚
染
を

抑
制
す
る
た
め
、昨
春
以
降
、

京
津
冀
（
北
京
・
天
津
・
河

北
省
）
と
周
辺
地
区
に
お
け

る
大
気
汚
染
防
止
法
を
公
布

し
、
中
国
全
土
の
電
解
ア
ル

ミ
生
産
能
力
の
30
％
を
占
め

る
国
内
主
要
都
市
「
2
＋
26

城
市
」
で
環
境
規
制
を
強
化

し
た
。

内
容
は
、
電
解
ア
ル
ミ
は

30
％
以
上
、
ア
ル
ミ
ナ
は
30

―
50
％
以
上
の
減
産
で
、
主

要
な
電
解
ア
ル
ミ
メ
ー
カ
ー

が
点
在
す
る
河
北
省
石
家
庄

市
を
は
じ
め
、
山
西
省
陽
泉

市
や
河
南
省
鄭
州
市
・
焦
作

市
・
三
門
峡
市
・
永
城
市
、

山
東
省
浜
州
市
な
ど
が
各
メ

ー
カ
ー
に
対
し
て
30
％
以
上

の
減
産
を
要
請
。
魏
橋
（
ウ

ェ
イ
チ
ャ
オ
）
や
信
発
（
シ

ン
フ
ァ
）
と
い
っ
た
大
手
メ

ー
カ
ー
も
減
産
に
応
じ
、
規

模
は
3
0
0
万
㌧
に
達
し

た
。最

近
で
は
、
山
東
省
聊
城

市
が
来
年
3
月
15
日
ま
で
30

％
以
上
減
産
す
る
計
画
で
、

電
解
ア
ル
ミ
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク

材
料
の
原
料
と
な
る
ア
ル
ミ

ナ
に
つ
い
て
も
、
河
南
省
洛

陽
市
が
30
％
以
上
の
減
産
を

実
施
し
て
い
る
。

減
産
し
て
も
解
消
さ

れ
な
い
供
給
過
剰

昨
年
、
29
％
の
上
昇
率
を

記
録
し
た
Ｌ
Ｍ
Ｅ
ア
ル
ミ
相

場
だ
が
、
11
月
か
ら
12
月
中

旬
に
か
け
て
弱
含
む
局
面
が

あ
っ
た
。

Ｌ
Ｍ
Ｅ
ア
ル
ミ
は
、
11
月

1
日
に
2
1
8
8
㌦
の
年
内

最
高
値
を
付
け
た
が
、
1
カ

月
後
の
12
月
7
日
は
1
9
9

4
㌦
と
、
4
カ
月
ぶ
り
に
大

台
の
2
0
0
0
㌦
を
割
っ

た
。
そ
の
後
、
政
府
主
導
で

進
め
て
い
る
石
炭
か
ら
天
然

ガ
ス
へ
の
シ
フ
ト
を
背
景
に

天
然
ガ
ス
が
急
速
に
不
足

し
、
ア
ル
ミ
の
原
料
と
な
る

ア
ル
ミ
ナ
の
製
造
メ
ー
カ
ー

が
減
産
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

事
態
と
な
り
、
再
び
供
給
懸

念
が
台
頭
。
銅
相
場
の
続
伸

も
加
わ
り
、
12
月
21
日
に
よ

う
や
く
2
1
0
0
㌦
台
を
回

復
し
た
。

政
府
は
確
か
に
環
境
規
制

を
強
化
し
、
減
産
指
示
以
外

に
、
導
入
設
備
を
届
け
出
し

て
い
な
い
電
解
ア
ル
ミ
メ
ー

カ
ー
を「
違
法
操
業
」と
し
、

罰
金
や
生
産
設
備
の
廃
棄
、

設
備
投
資
計
画
の
白
紙
撤
回

な
ど
強
い
姿
勢
で
臨
ん
で
き

た
。
ア
ル
ミ
ナ
に
供
給
懸
念

が
台
頭
し
た
と
は
い
え
、
そ

れ
で
も
全
体
的
に
見
れ
ば
供

給
過
剰
で
あ
る
現
実
に
変
わ

り
は
な
い
。

大
手
メ
ー
カ
ー
が
減

産
に
及
び
腰

山
東
省
で
電
解
ア
ル
ミ
を

生
産
す
る
ウ
ェ
イ
チ
ャ
オ
は

昨
夏
、
2
0
0
万
㌧
規
模
の

減
産
に
応
じ
た
。
た
だ
、
石

炭
を
暖
房
に
使
い
、
大
気
汚

染
が
深
刻
化
す
る
冬
季
に
つ

い
て
は
、
夏
季
に
す
で
に
減

産
を
実
施
し
た
た
め
応
じ
な

い
と
い
う
決
断
を
し
た
。

日
本
の
感
覚
で
は
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
だ
が
、
現
地
筋

に
よ
る
と
「
地
方
政
府
か
ら

擁
護
さ
れ
て
い
る
企
業
は
、

ウ
ェ
イ
チ
ャ
オ
の
よ
う
に
減

産
を
拒
否
で
き
る
力
が
あ

る
。
地
方
政
府
に
と
っ
て
有

力
企
業
の
存
在
は
、
自
身
の

省
や
市
を
中
央
政
府
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
材
料
に
な
る
。
な

い
が
し
ろ
に
で
き
な
い
」
と

語
る
。

政
府
が
大
々
的
に
減
産
を

打
ち
出
し
た
も
の
の
、
肝
心

の
大
手
メ
ー
カ
ー
の
足
並
み

が
そ
ろ
わ
ず
、
冬
季
減
産
の

総
量
は
市
場
が
当
初
期
待
し

た
よ
う
な
水
準
に
達
し
て
い

な
い
と
い
う
。

増
え
る
中
国
の
ア
ル

ミ
在
庫

足
元
の
Ｌ
Ｍ
Ｅ
在
庫
量
は

9
月
水
準
の
1
3
0
万
㌧
か

ら
1
1
0
万
㌧
と
15
％
減
少

し
た
が
、
当
の
中
国
上
海
先

物
取
引
所
（
Ｓ
Ｈ
Ｆ
Ｅ
）
在

庫
は
53
万
㌧
か
ら
73
万
6
0

0
0
㌧
と
、
逆
に
39
％
も
増

加
し
て
お
り
、
余
剰
感
が
強

ま
っ
て
い
る
。

中
国
国
家
統
計
局
が
発
表

し
た
11
月
の
電
解
ア
ル
ミ
の

生
産
量
は
、
前
年
同
月
比
16

・
8
％
減
の
2
3
5
万
㌧
で

5
カ
月
連
続
し
て
減
少
し

た
。
2
0
1
5
年
2
月
以
来

の
低
水
準
と
な
り
、
減
産
の

影
響
は
確
か
に
統
計
に
出
て

い
る
。

た
だ
、
1
―
11
月
の
累
計

は
、
夏
場
ま
で
減
産
を
控
え

た
電
解
ア
ル
ミ
メ
ー
カ
ー
が

造
り
貯
め
し
た
た
め
、
1
・

7
％
増
の
2
9
5
4
万
㌧
と

前
年
の
水
準
を
上
回
っ
た
ま

ま
だ
。

各
地
で
減
産
へ
の
取
り
組

み
が
加
速
す
る
一
方
で
、
生

産
効
率
の
悪
い
設
備
を
廃
棄

し
て
能
力
の
高
い
設
備
を
新

設
す
る
「
置
き
換
え
制
度
」

を
利
用
し
、
設
備
を
増
強
す

る
動
き
も
同
時
に
起
き
て
い

る
。現

地
筋
に
よ
る
と
、
2
0

1
7
年
の
電
解
ア
ル
ミ
メ
ー

カ
ー
の
設
備
新
設
と
置
き
換

え
、
改
造
、
生
産
再
開
な
ど

で
生
産
能
力
は
4
5
0
万
㌧

増
え
、
減
産
量
を
超
え
て
い

る
と
い
う
。
来
年
は
、
雲
南

・
広
西
・
新
疆
な
ど
で
新
設

計
画
が
持
ち
上
が
っ
て
お

り
、
全
土
の
生
産
能
力
は
さ

ら
に
4
0
0
万
㌧
以
上
増
え

る
見
通
し
。

減
産
数
量
を
相
殺
す
る
勢

い
で
投
資
が
続
く
た
め
、
当

面
、
供
給
過
剰
が
解
消
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
た

だ
、
政
府
方
針
で
生
産
効
率

や
環
境
負
荷
の
小
さ
い
設
備

へ
の
切
り
替
え
が
進
ん
で
い

る
た
め
、
環
境
汚
染
は
足
元

よ
り
抑
制
さ
れ
る
と
み
ら
れ

る
。

現
地
の
ア
ル
ミ
需
要

は
増
加
傾
向
に
あ
る

中
国
は
、
国
内
自
動
車
生

産
台
数
が
2
0
1
6
年
に
2

8
0
0
万
台
に
達
し
、
17
年

は
2
9
0
0
万
台
と
な
る
見

通
し
。
こ
の
ま
ま
い
け
ば
、

今
年
は
大
台
の
3
0
0
0
万

台
に
達
す
る
。

建
設
関
連
も
不
動
産
バ
ブ

ル
崩
壊
を
言
わ
れ
な
が
ら
も

相
変
わ
ら
ず
堅
調
に
推
移
し

て
お
り
、
都
市
部
の
郊
外
や

中
核
都
市
で
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
が
続
い
て
い
る
。

中
長
期
的
に
は
、
自
動
車

の
軽
量
化
目
的
や
家
電
向

け
、
包
装
容
器
向
け
な
ど
で

ア
ル
ミ
の
国
内
需
要
が
さ
ら

に
増
え
る
と
み
ら
れ
、
宇
宙

航
空
分
野
で
は
現
地
の
大
手

圧
延
メ
ー
カ
ー
の
南
山
ア
ル

ミ
が
航
空
機
メ
ー
カ
ー
の
認

証
を
取
得
し
、
量
だ
け
で
な

く
質
で
も
他
国
の
ア
ル
ミ
メ

ー
カ
ー
を
突
き
放
そ
う
と
し

て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
中
国
の
ア
ル

ミ
材
は
「
安
か
ろ
う
・
悪
か

ろ
う
」
と
や
ゆ
さ
れ
て
き
た

が
、
価
格
と
品
質
に
敏
感
な

ユ
ー
ザ
ー
は
し
っ
か
り
中
国

材
の
良
さ
を
認
識
し
て
お

り
、
中
国
メ
ー
カ
ー
も
そ
れ

に
応
え
る
べ
く
技
術
開
発
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
増
加
傾
向
に
あ
る
需
要

に
対
し
て
ア
ル
ミ
メ
ー
カ
ー

が
先
行
投
資
す
る
た
め
、
供

給
過
剰
に
な
る
の
は
必
然
と

も
言
え
る
。

た
だ
、
足
元
だ
け
の
需
要

動
向
を
見
る
と
、
環
境
規
制

の
影
響
で
分
野
に
よ
っ
て
は

ア
ル
ミ
ユ
ー
ザ
ー
自
体
が
操

業
の
一
時
停
止
や
限
定
生
産

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、

引
き
合
い
が
停
滞
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。「
造
っ
て

も
、
売
り
先
が
止
ま
っ
て
い

て
販
売
で
き
な
い
と
い
う
話

を
よ
く
聞
く
。
冬
季
減
産
や

規
制
が
明
け
る
3
月
ま
で
は

足
元
の
状
況
が
続
き
そ
う
」

（
現
地
企
業
に
出
資
す
る
日

系
ア
ル
ミ
メ
ー
カ
ー
）。

法
整
備
で
環
境
は
さ

ら
に
厳
し
く

中
国
は
、
今
月
か
ら
大
気

・
水
質
汚
染
物
質
の
排
出
量

に
応
じ
て
課
税
す
る
「
環
境

保
護
税
法
」
を
施
行
す
る
ほ

か
、
従
来
の
条
例
よ
り
拘
束

力
の
あ
る
「
資
源
税
法
」
の

制
定
を
目
指
す
な
ど
環
境
関

連
の
法
整
備
が
加
速
し
て
い

る
。

環
境
保
護
税
法
は
、
40
年

近
い
歴
史
が
あ
る
「
汚
染
排

出
費
制
度
」
を
再
整
備
し
た

も
の
で
、
大
気
汚
染
物
質
は

排
出
量
に
応
じ
て
1
・
2
元

か
ら
12
元
、
水
質
関
連
は
1

・
4
元
か
ら
14
元
課
税
す

る
。
省
に
よ
っ
て
は
課
税
額

を
従
来
か
ら
倍
額
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。

政
府
主
導
の
環
境
規
制
は

今
後
も
強
ま
る
と
み
ら
れ
、

足
元
の
天
然
ガ
ス
不
足
の
問

題
が
長
期
化
す
れ
ば
現
地
ア

ル
ミ
ナ
・
電
解
ア
ル
ミ
メ
ー

カ
ー
に
と
っ
て
コ
ス
ト
ア
ッ

プ
要
因
と
な
り
、
ア
ル
ミ
の

国
際
価
格
を
押
し
上
げ
る
可

能
性
が
あ
る
。

中
国
企
業
は
、
コ
ス
ト
ア

ッ
プ
を
生
産
能
力
の
拡
大
で

吸
収
す
る
と
い
う
傾
向
が
強

い
た
め
、
資
金
力
や
地
方
政

府
に
擁
護
さ
れ
て
い
る
メ
ー

カ
ー
が
勢
力
を
拡
大
す
る

中
、
中
小
メ
ー
カ
ー
や
ゾ
ン

ビ
企
業
が
淘
汰
さ
れ
る
と
い

う
ト
レ
ン
ド
も
続
く
。

供
給
能
力
自
体
は
、
今
後

も
右
肩
上
が
り
で
推
移
す
る

と
み
ら
れ
、
今
年
も
中
国
の

環
境
方
針
や
ア
ル
ミ
動
向
に

は
目
が
離
せ
な
い
1
年
と
な

り
そ
う
だ
。
世
界
が
風
邪
を

ひ
か
な
い
た
め
に
も
、
中
国

に
は
大
き
な
く
し
ゃ
み
を
せ

ず
平
穏
に
過
ご
し
て
も
ら
い

た
い
。

（
石
橋

栄
作
）

「
中
国
が
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
世
界
が
風
邪
を
ひ

く
」。昨
年
の
非
鉄
金
属
業
界
は
、
そ
れ
を
身
を
も
っ
て

知
っ
た
1
年
だ
っ
た
。
昨
春
か
ら
中
国
政
府
が
環
境
規

制
を
強
化
し
、
電
解
ア
ル
ミ
や
ア
ル
ミ
ナ
メ
ー
カ
ー
に

対
し
て
30
％
以
上
の
減
産
や
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
関
連
で
は

黒
モ
ー
タ
ー
や
廃
基
板
の
混
入
が
疑
わ
れ
る
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
輸
入
を
禁
止
。
7
月
に
は
、
今
年
か
ら
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
な
ど
一
部
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
輸
入
を
全
面
禁
止
す
る

旨
を
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
通
達
す
る
な
ど
、

数
々
の
方
針
を
打
ち
出
し
て
き
た
。

ア
ル
ミ
や
銅
に
対
す
る
供
給
不
安
が
強
ま
る
に
つ
れ

て
、
ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ
Ｅ
）
相
場
の
ア
ル

ミ
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
は
、
昨
年
1
月
に
付
け
た
年
初
来
安

値
の
ト
ン
1
7
0
1
㌦
か
ら
、
11
月
初
旬
に
は
2
1
8

8
㌦
へ
と
29
％
上
昇
し
、
銅
も
5
月
の
5
4
6
6
㌦
か

ら
10
月
に
は
3
年
ぶ
り
に
7
0
0
0
㌦
台
を
回
復
し
、

ピ
ー
ク
は
7
0
7
3
・
5
㌦
と
最
安
値
か
ら
の
上
昇
率

は
ア
ル
ミ
と
同
様
29
％
に
達
し
た
。

主
要
経
済
統
計
の
上
下
な
ど
よ
り
中
国
政
府
の
方
針

一
つ
で
世
界
の
非
鉄
相
場
が
乱
高
下
し
、
供
給
メ
ー
カ

ー
や
輸
出
業
者
、
ユ
ー
ザ
ー
な
ど
が
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
て

い
る
。
世
界
最
大
の
ア
ル
ミ
生
産
国
で
あ
る
中
国
の
現

状
と
今
後
を
予
想
す
る
。

アルミ生産大国、中国の現状

中央政府、大気汚染防止策
大手メーカー足並みそろわず

環
境
規
制
強
化
も
供
給
過
多

供
給
過
剰
が
解
消
さ
れ
な
い
ア
ル
ミ
地
金



（１６）○非鉄（第３種郵便物認可）２０１８年（平成30年） １月５日 金曜日

あけましておめでとうございます

Happy New Year

本社横浜工場
〒226-0011
横浜市緑区中山町1200
Tel 045-931-4841

いわき工場
〒979-0201
いわき市四倉町字芳ノ沢1-58
Tel 0246-32-2048

代表取締役　水　野　光　男

e-mail:info@nrm-inc.co.jp　www.nrm-inc.co.jp/

Se・Ga・In・Te　他

高純度金属・酸化物ご提供
及び各種レアメタル屑、回収・買入
======================

本 社
〒３３２‐００２６

埼玉県川口市南町１－１４－２５
０４８（２５１）６８８８
０４８（２５１）６７７２

電　話
ＦＡＸ

代表取締役　三　浦　俊　則

アルミスクラップ全般
非　鉄スクラップ全般

㈲三浦アルミ

本　  社  埼玉県深谷市西田10 3
〒369-0224  TEL048－585－3002（代表）

アルミニウム リサイクル

代表取締役　河 内 健 司

カワウチM.R.株式会社

東京本社　〠135-0001
東京都江東区毛利1-5-20
TEL03-3633-2590 FAX03-3633-2506
岐阜支店　〠503-2112
岐阜県不破郡垂井町綾戸540-7
TEL0584-23-1271 FAX0584-23-3654
茨城支店　〠300-2512
茨城県常総市大輪町823-1
TEL0297-24-5111 FAX0297-24-5113

本 社
〒334-0004

工 場

埼 玉 県 川 口 市 辻 6 7 8
電  話  0 4 8 － 2 8 1－ 0 3 0 2 ㈹
FA X  0 4 8 － 2 8 1－ 3 9 9 2
桶 川・岩 槻
栃 木 太 陽 光 発 電 所

CM035

代表取締役　小野田　　了

アルミニウム・銅・ステンレス
電線・非鉄金属全般 輸出入業務
米国・IPS社製ベーラーマシン稼働中

“お客様への感謝の気持ち”
―これが私たちのモットーです。
“お客様への感謝の気持ち”
―これが私たちのモットーです。

本社ヤード

第二ヤード
北 ヤ ード

〒252-0244　神奈川県相模原市中央区田名8500
TEL042-778-3911㈹　FAX042-778-3480
神奈川県相模原市中央区田名塩田3－1－4
神 奈 川 県 相 模 原 市 中 央 区 田 名 8 4 9 7
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株式会社

□本社・八潮集配センター

□喜多方工場

埼 玉 県 八 潮 市 大 字 二 丁 目１１３５ 番 地
〒３４０‐０８１１　電話（０４８）９９７－５２０１　ＦＡＸ（０４８）９９７－５２０２

福島県喜多方市松山町鳥見山字松原９５番１
〒９６６‐０９０１　電話（０２４１）２３－３５３０　ＦＡＸ（０２４１）２４－４１３４

ISO9 0 0 1：2008　認証工場
ISO14001：2004　認証工場
ht t p : / / s a n sh i n s e i k o . j p

少量ロットにお応えします

三神精工株式会社

鋳 物 用 ア ルミ合 金 地 金
ダイカスト用アルミ合金地金
各種アルミ基母合金地金
鉄 鋼 脱 酸 用 ア ルミ地 金
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― 鍛える・創る―

新
年
特
集ものづくり新時代

旧
住
友
軽
金
属
工
業

（
現
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
）
に
入
社

以
来
、
営
業
一
筋
。
原
点

は
20
代
か
ら
30
代
に
か
け

て
の
缶
材
担
当
時
代
だ
。

飲
料
缶
が
ス
チ
ー
ル
か
ら

ア
ル
ミ
製
に
切
り
替
わ
る

転
換
期
で
、
顧
客
の
製
缶

メ
ー
カ
ー
が
綱
渡
り
の
生

産
を
続
け
て
い
た
と
こ
ろ

に
暑
い
夏
が
来
た
。

缶
ビ
ー
ル
が
飛
ぶ
よ
う

に
売
れ
る
中
、
自
社
工
場

に
顧
客
の
状
況
を
日
々
つ

ぶ
さ
に
伝
え
、
そ
れ
で
も

危
な
い
時
は
東
京
か
ら
名

古
屋
の
工
場

に
飛
ん
で
直

談
判
。
再
び

東
京
に
戻
っ

て
顧
客
に
状

況
説
明
す
る

こ
と
も
。
夏

が
終
わ
っ
た

時
、
顧
客
か

ら
「
一
度
も

ラ
イ
ン
を
止

め
ず
に
済
ん

だ
。
あ
り
が

と
う
」
と
お

礼
を
言
わ
れ

た
。「
社
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

人
に
助
け
て
も
ら
っ
て
実

現
で
き
た
こ
と
。
自
分
が

懸
命
に
動
け
ば
周
囲
に
伝

わ
る
と
分
か
り
、
営
業
の

楽
し
さ
を
知
っ
た
」
と
振

り
返
る
。
昨
年
4
月
か
ら

は
営
業
本
部
の
副
本
部
長

を
務
め
る
。「
自
分
を
育
て

て
く
れ
た
会
社
や
業
界

に
、
経
験
を
生
か
し
て
貢

献
し
て
い
き
た
い
」。

目
下
の
悩
み
は
多
忙
で

趣
味
の
時
間
を
取
れ
な
い

こ
と
。
絵
が
好
き
で
、
以

前
は
休
日
に
音
楽
を
聞
い

て
歌
詞
の
一
場
面
を
パ
ス

テ
ル
画
に
す
る
の
が
楽
し

み
だ
っ
た
が
、
再
び
パ
ス

テ
ル
を
握
る
の
は
し
ば
ら

く
先
に
な
り
そ
う
だ
。（
58

年
8
月
4
日
生
ま
れ
、
福

岡
県
出
身
）

思
い
出
の
写
真
は
1
9

8
7
―
88
年
、
東
北
大
学

の
選
鉱
製
錬
研
究
所
（
現

多
元
物
質
科
学
研
究
所
）

に
受
託
研
究
生
と
し
て
派

遣
さ
れ
、
学
生
ら
と
錦
秋

の
山
形
方
面
へ
親
睦
旅
行

に
出
か
け
た
時
の
も
の
。

教
官
の
矢
澤
彬
教
授
（
当

時
）
の
も
と
に
は
住
友
金

属
鉱
山
の
ほ
か
、
他
企
業

か
ら
も
研
究
生
が
継
続
的

に
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
製

錬
の
基
礎
を
学
び
な
が
ら

多
く
の
行
事
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
タ
テ

ヨ
コ
の
懇
親
を
深
め
た
。

こ
の
時
に
同
所
の
板
垣

乙
未
生
助
教
授
（
当
時
）

と
も
縁
が
生
ま
れ
、後
年
、

同
氏
の
指
導
の
も
と
博
士

号
を
修
め
た
。
会
社
で
は

研
究
開
発
が
長
く
、
国
内

外
の
主
力
工
場
の
プ
ロ
セ

ス
開
発
に
数
多
く
参
画
し

た
。
ニ
ッ
ケ
ル
工
場
の
Ｍ

Ｃ
Ｌ
Ｅ
（
マ
ッ
ト
塩
素
浸

出
電
解
採
取
）
法
導
入
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ニ
ッ
ケ
ル

製
錬
所
建
設
時
の
Ｈ
Ｐ
Ａ

Ｌ
（
高
圧
硫
酸
浸
出
）
プ

ロ
セ
ス
開
発
な
ど
。

近
年
は
主
に
各
事
業
の

足
元
の
課
題
解
決
を
支
援

し
て
き
た
が
、「
今
後
は
各

事
業
の
幹
を
太
ら
せ
る
、

あ
る
い
は
新
規
事
業
に
つ

な
が
る
、
独
創
性
あ
る
研

究
開
発
を
今
ま
で
以
上
に

実
行
し
た
い
」。還
暦
に
当

た
っ
て
は
体
力
維
持
と

「
公
私
と
も
に
い
つ
ま
で

も
学
ぶ
こ
と
」
を
意
識
す

る
。（
58
年
5
月
19
日
生
ま

れ
、
東
京
都
出
身
）

入
社
後
、
窓
部
品
を
造

る
黒
部
越
湖
製
造
所
で
技

術
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア

を
ス
タ
ー
ト
。
滑
川
工
場

で
は
工
場
長
に
次
ぐ
業
務

グ
ル
ー
プ
長
を
務
め
た
。

一
方
で
流
通
店
や
ビ
ル
ダ

ー
の
注
文
を
受
け
る
営
業

業
務
部
の
部
長
や
、
北
陸

・
東
京
の
住
宅
建
材
統
括

支
店
長
も
歴
任
。
そ
の
た

め
「
製
造
と
営
業
を
つ
な

ぐ
役
割
を
果
た
し
た
い
」

と
の
思
い
が
強
い
。

支
店
長
時
代
は
支
店
の

メ
ン
バ
ー
と
商
品
の
製
造

原
価
や
コ
ス
ト
構
造
を
勉

強
し
た
り
、
原
価
低
減
や

販
管
費
削
減
の
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
う
こ
と
も
。
営

業
と
製
造
が
車
の
両
輪
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
に

は
、
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
大
切
と
の
思

い
か
ら
だ
。

そ
の
思
い
を
強
く
し
た

の
が
、
再
び
製
造
に
戻
っ

た
後
、
2
0
1
4
年
か
ら

16
年
の
東
北
製
造
所
長
時

代
だ
。
同
製
造
所
は
東
日

本
大
震
災
で
建
屋
の
床
が

沈
下
。
再
生
の
た
め
窓
工

場
の
新
設
な
ど
も
含
め
た

総
額
50
億
円
の
投
資
計
画

を
立
案
し
、
14
年
当
時
は

そ
れ
を
実
行
中
だ
っ
た
。

窓
工
場
の
基
礎
工
事
で
地

面
の
下
の
岩
盤
に
杭
を
打

ち
込
む
際
、
地
域
の
営
業

社
員
が
「
工
場
を
支
え
る

の
は
自
分
た
ち
」
と
の
思

い
を
込
め
て
杭
に
名
前
を

書
く
様
子
を
見
て
、
製
造

と
営
業
が
か
み
合
い
、
1

つ
の
会
社
し
て
力
強
く
進

ん
で
い
け
る
と
実
感
し
た

と
い
う
。
今
後
も
モ
ノ
づ

く
り
と
販
売
の
両
方
の
思

い
を
解
す
る
立
場
と
し
て

役
割
を
果
た
し
て
い
く
つ

も
り
だ
。（
58
年
9
月
19
日

生
ま
れ
、
富
山
県
出
身
）

「
自
分
の
中
で
は
若
い

こ
ろ
と
あ
ま
り
変
わ
ら

ず
、
実
感
が
な
い
。
た
だ

し
、
節
目
と
い
う
の
は
大

切
な
の
で
、
体
に
気
を
付

け
て
い
く
い
い
機
会
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
還

暦
を
迎
え
る
感
想
を
話

す
。1

9
8
4
年
に
京
大
院

工
学
研
究
科
修
了
後
、
住

友
電
工
に
入
社
。
直
後
か

ら
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ

ル
に
携
わ
っ
て
き
た
。
こ

れ
ま
で
の
仕
事
を
振
り
返

る
と
、
3
つ
の
こ
と
が
印

象
深
い
。
一
つ
目
は
、
リ

ボ
ン
ス
ロ
ッ
ト
光
ケ
ー
ブ

ル
の
開
発
担
当
と
な
り
、

後
々
に
標
準
的
な
ケ
ー
ブ

ル
に
な
っ
た
こ
と
。
2
つ

目
は
、
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
開
発
に

苦
労
し
た
こ
と
で
、
そ
の

時
に
関
わ
っ
た
仲
間
と

は
、
今
で
も
つ
な
が
り
を

持
っ
て
い
る
。
3
つ
目

は
、
中
国
で
光
フ
ァ
イ
バ

ー
需
要
が
立
ち
上
が
っ
て

い
く
中
、
現
地
企
業
と
Ｊ

Ｖ
を
組
み
、
い
ろ
い
ろ
と

大
変
さ
を
味
わ
い
、「
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
」
の
大
切
さ

を
知
っ
た
こ
と
だ
。

学
生
時
代
は
沢
登
り
と

冬
山
に
の
め
り
こ
ん
で
い

た
が
、
最
近
は
山
登
り
が

難
し
く
、
よ
く
歩
く
。
勤

務
先
で
あ
る
横
浜
製
作
所

ま
で
は
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

も
兼
ね
て
徒
歩
通
勤
も
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
家

族
4
人
で
毎
年
海
外
旅
行

に
出
か
け
て
英
気
を
養

う
。（
58
年
4
月
7
日
生
ま

れ
、
京
都
府
出
身
）

製
造
と
営
業
を
つ
な
ぐ

暑
い
夏
、営
業
の
楽
し
さ
知
る

手島雅裕氏

松谷和男氏

ＵＡＣＪ取締役ＵＡＣＪ取締役

YKKAP取締役YKKAP取締役

東北製造所窓工場立ち上げの杭打ち式で（左端）

2
0
0
5
年
ご
ろ
、初
め
て
出
張
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

公
私
と
も
に
学
び
続
け
る

入
社
後
か
ら
光
開
発
担
当

西村陽氏
住友電気工業常務住友電気工業常務

今村正樹氏

住友金属鉱山
執行役員
住友金属鉱山
執行役員

戌年生まれの

非鉄業界人

戌年生まれの

非鉄業界人

87年、学生や留学生と親睦旅行（最前列右から6人目）

大学生の時に南アルプスを登山（左から2番目）
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技
術
者
と
し
て
現
場
を

渡
り
歩
い
た
。
佐
賀
関
製

錬
所
の
廃
電
子
機
器
か
ら

の
貴
金
属
回
収
、
三
日
市

製
錬
所
（
現
Ｊ
Ｘ
金
属
三

日
市
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
自

動
車
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス

ト
処
理
、
日
立
事
業
所
の

廃
ア
ス
ベ
ス
ト
処
理
な

ど
、
起
業
に
携
わ
っ
た
設

備
が
各
所
に
残
る
。
2
0

1
7
年
に
は
約
40
年
ぶ
り

と
な
る
佐
賀
関
の
自
溶
炉

更
新
を
指
揮
。
調
査
・
準

備
に
約
4
年
を
費
や
し
、

「
世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

銅
製
錬
所
」
へ
の
基
盤
に

な
れ
ば
、
と
話
す
。

現
場
だ
け
で
な
く
大
学

と
も
密
に
連
携
。「
生
産
に

追
わ
れ
る
と
理
屈
を
考
え

な
く
な
り
が
ち
。
基
礎
に

返
る
時
な
ど
、
大
学
の
先

生
方
と
話
す
の
が
よ
い
」

と
技
術
者
ら
し
い
。
と
り

わ
け
中
学
、高
校
、大
学
の

1
年
先
輩
だ
っ
た
大
阪
大

学
の
田
中
敏
宏
教
授
（
マ

テ
リ
ア
ル
生
産
科
学
専

攻
）
と
約
40
年
来
の
親
交

が
あ
り
、
同
氏
の
も
と
で

09
年
、
資
源
循
環
技
術
の

学
位
を
修
め
た
。

最
近
は
企
業
人
の
立
場

で
、
大
学
院
で
の
学
生
指

導
や
特
別
講
義
も
請
け
負

う
。
還
暦
を
控
え
て「（
退

職
ま
で
に
）
も
う
一
つ
ぐ

ら
い
大
き
い
こ
と
を
し
た

い
思
い
と
、
今
の
若
い
人

た
ち
が
10
年
後
20
年
後
に

何
を
で
き
る
か
、
筋
道
を

つ
け
た
い
」と
熱
っ
ぽ
い
。

（
58
年
4
月
12
日
生
ま
れ
、

大
阪
府
出
身
）

還
暦
を
迎
え
る
に
当
た

り
「
20
代
か
ら
業
界
に
入

り
、
こ
の
年
ま
で
や
っ
て

く
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
も
支
え
く
れ
た
す
べ
て

の
方
々
の
お
か
げ
で
あ

り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
た
い
」
と
謙
虚
に
語

る
。高

校
時
代
は
ラ
ク
ビ
ー

部
に
所
属
し
、
快
速
フ
ラ

ン
カ
ー
と
し
て
活
躍
。
社

会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
持

ち
前
の
運
動
神
経
を
生
か

し
、
ゴ
ル
フ
で
も
好
成
績

を
収
め
て
き
た
。
た
だ
、

こ
こ
1
年
ほ
ど
は
不
振
が

続
き
、
ス
ラ
ン
プ
に
陥
っ

て
し
ま
っ
た
。

だ
が
、
そ
れ
を
契
機
に

「
初
心
へ
戻
る
こ
と
の
重

要
さ
を
60
歳
を
前
に
し
て

思
い
出
し
、
一
か
ら
ス
イ

ン
グ
を
見
直
し
た
」。そ
の

か
い
あ
り
「
先
日
、
久
々

に
手
応
え
が
あ
る
シ
ョ
ッ

ト
を
放
つ
こ
と
が
で
き
、

嬉
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
を

見
せ
る
。

東
海
非
鉄
リ
サ
イ
ク
ル

協
同
組
合
の
理
事
と
し
て

長
年
に
わ
た
り
活
躍
し
、

名
古
屋
の
『
顔
』
の
一
人

と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
現

在
で
も
青
年
部
の
活
動
に

協
力
し
、
節
目
に
は
助
言

を
与
え
る
な
ど
若
手
を
支

え
て
い
る
。
業
界
の
先
輩

や
仲
間
に
支
え
ら
れ
て
き

た
経
験
か
ら
「
業
界
に
恩

返
し
す
る
た
め
、
次
世
代

の
育
成
に
少
し
で
も
貢
献

で
き
れ
ば
」
と
力
を
込
め

る
。（
58
年
7
月
18
日
生
ま

れ
、
愛
知
県
出
身
）

30
代
後
半
の
こ
ろ
、
カ

ー
エ
ア
コ
ン
用
ア
ル
ミ
熱

交
換
器
の
新
製
品
に
関
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
に
任
命
さ
れ

た
。
熱
交
換
器
は
冷
媒
が

流
れ
る
チ
ュ
ー
ブ
（
管
）

や
、
冷
媒
と
空
気
の
熱
交

換
を
行
う
フ
ィ
ン
が
性
能

を
左
右
す
る
。
こ
の
う
ち

管
に
つ
い
て
成
形
方
法
か

ら
見
直
し
、
ハ
ー
モ
ニ
カ

の
よ
う
に
な
っ
た
管
の
内

壁
に
横
穴
を
通
す
こ
と
で

性
能
を
高
め
た
の
が
新
製

品
。
そ
の
新
製
品
の
量
産

の
可
否
を
見
極
め
、
量
産

可
能
な
場
合
は
実
現
さ
せ

る
の
が
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

課
せ
ら
れ
た
任
務
だ
っ

た
。自

身
に
と
っ
て
初
め
て

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
。

だ
が
コ
ス
ト
計
算
や
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
、

技
術
者
時
代
と
は
全
く
異

な
る
仕
事
内
容
に
と
ま
ど

っ
た
。
目
が
回
る
よ
う
な

日
々
の
中
、
3
歳
年
上
の

開
発
設
計
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
「
初
め
て
か
2
回
目

か
は
関
係
な
い
」
と
の
言

葉
に
強
い
印
象
を
受
け

た
。「
大
事
な
の
は
論
理

性
。
論
理
的
に
詰
め
て
い

け
ば
、
や
る
べ
き
こ
と
は

誰
に
教
え
ら
れ
な
く
て
も

分
か
る
は
ず
」
と
の
話
に

「
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て

の
姿
勢
を
教
え
ら
れ
た
」

と
振
り
返
る
。

昭
和
電
工
の
ア
ル
ミ
事

業
全
体
を
見
渡
す
立
場
に

な
っ
た
現
在
も
、
迅
速
な

行
動
と
と
も
に
「
よ
く
考

え
る
こ
と
」を
心
掛
け
る
。

「
現
実
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

リ
ミ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
思

考
の
場
で
は
自
分
の
ア
ッ

パ
ー
・
リ
ミ
ッ
ト
を
外
し

て
ア
ル
ミ
事
業
の
成
長
に

何
が
必
要
か
考
え
た
い
」

（
58
年
10
月
29
日
生
ま
れ
、

北
海
道
出
身
）

37
年
間
、
電
子
部
門
一

筋
で
歩
ん
で
き
た
。
大
学

で
は
工
業
化
学
を
専
攻

し
、
入
社
後
は
技
術
職
と

し
て
日
野
研
究
所（
当
時
）

に
配
属
さ
れ
た
。
86
年
か

ら
は
営
業
に
転
身
し
、
国

際
資
源
大
学
校
で
の
研
修

な
ど
も
経
験
し
た
。「
人
と

の
つ
な
が
り
に
感
謝
し
て

い
る
」。

当
時
、
電
子
産
業
の
最

先
端
を
走
っ
て
い
た
米
国

へ
出
張
を
重
ね
、
化
合
物

半
導
体
材
料
で
あ
る
高
純

度
金
属
ヒ
素
の
販
売
に
奔

走
し
た
。
シ
リ
コ
ン
バ
レ

ー
を
は
じ
め
、デ
ン
バ
ー
、

テ
キ
サ
ス
、
ボ
ス
ト
ン
な

ど
各
都
市
を
渡
り
歩
い

た
。
自
ら
ハ
ン
ド
ル
を
握

り
、
時
に
は
数
百
㌔
㍍
に

も
及
ぶ
道
程
を
運
転
し

た
。

2
0
0
0
年
代
に
手
掛

け
た
特
殊
宝
飾
品
で
は
、

メ
ン
バ
ー
総
出
で
休
日
や

深
夜
ま
で
作
業
を
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
。「
苦
労
も
し

た
が
、
面
白
い
仕
事
も
多

く
経
験
で
き
た
。
電
子
部

門
の
自
由
な
雰
囲
気
が
好

き
だ
」
と
笑
う
。

16
年
に
古
河
電
子
の
社

長
に
就
い
た
。
現
在
は
、

次
の
主
力
製
品
に
据
え
る

コ
イ
ル
事
業
の
育
成
な
ど

に
力
を
注
い
で
い
る
。「
今

の
若
手
は
真
面
目
だ
が
小

さ
く
ま
と
ま
り
が
ち
に
も

感
じ
る
。
先
頭
に
立
っ
て

次
世
代
に
つ
な
が
る
仕
事

が
し
た
い
」
と
気
力
は
十

分
だ
。（
58
年
3
月
2
日
生

ま
れ
、
静
岡
県
出
身
）

経
営
者
グ
ル
ー
プ
の
異

業
種
交
流
会
で
の
出
会
い

が
き
っ
か
け
で
数
年
前
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
大
会
に
参
加
し
た
。

距
離
は
な
ん
と
1
0
0
㌔

㍍
。
愛
知
県
の
三
河
湾
沿

い
を
朝
8
時
か
ら
徹
夜
で

歩
き
通
し
、
31
時
間
以
内

に
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
と
い

う
大
会
だ
。

軽
い
気
持
ち
で
登
録
し

た
が
、
初
回
は
ペ
ー
ス
が

ま
る
で
つ
か
め
ず
、
雨
天

に
も
た
た
ら
れ
て
40
㌔
㍍

で
リ
タ
イ
ア
。
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
積
ん
だ
2
回
目
も

「
心
が
折
れ
た
」
と
い
う

80
㌔
㍍
が
限
界
だ
っ
た
。

そ
し
て
万
全
を
期
し
て
臨

ん
だ
2
0
1
6
年
、
ペ
ー

ス
配
分
や
食
事
・
水
分
補

給
を
し
っ
か
り
守
り
、
前

回
リ
タ
イ
ア
し
た
80
㌔
㍍

地
点
で
待
っ
て
い
た
社
員

に
も
励
ま
さ
れ
、
三
度
目

の
正
直
で
完
歩
を
果
た
し

た
。
所
要
時
間
は
27
時
間

30
分
。「
引
っ
張
っ
て
く
れ

た
社
員
の
思
わ
ぬ
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
絆
が
生

ま
れ
た
。
や
り
遂
げ
た
達

成
感
も
大
き
か
っ
た
」。

社
長
に
就
任
し
て
今
年

が
6
年
目
。「
新
し
い
こ
と

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
忘
れ

ず
、
今
の
仕
事
の
さ
ら
な

る
高
み
も
目
指
し
て
い
き

た
い
」と
、未
踏
の
領
域
を

知
っ
た
心
身
は
ま
す
ま
す

充
実
し
て
い
る
よ
う
だ
。

（
70
年
4
月
4
日
生
ま
れ
、

千
葉
県
出
身
）

「
よ
く
考
え
る
」心
掛
け

社会人博士課程の卒業時（左端が本人、中央が田中教授）

髙﨑完二氏
昭和電工執行役員昭和電工執行役員

86―87年ごろ、妻とのドライブにて

2000年、プロジェクトの仲間の送別会で（右端）

宮林良次氏

ＪＸ金属
執行役員
ＪＸ金属
執行役員

飯田仁氏
古河電子社長古河電子社長

現
場
と
学
問
を
両
立

人
と
の
つ
な
が
り
に
感
謝

名
古
屋
非
鉄
業
界
の「
顔
」

未
踏
の
領
域
知
り
心
身
充
実

河村英明氏

山鳥剛裕氏

カワムラ社長カワムラ社長

ヒエン電工社長ヒエン電工社長

100km踏破したゴールにて（中央、2016年）

コンペでのナイスショット
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あけましておめでとうございますHAPPY NEW YEAR

―
―
2
0
1
7
年
の
伸

銅
品
需
要
と
流
通
業
者
の

景
況
感
を
振
り
返
っ
て
。

「
16
年
夏
ご
ろ
の
リ
ン

青
銅
に
端
を
発
し
た
板
条

の
タ
イ
ト
感
は
依
然
と
し

て
解
消
せ
ず
、
い
つ
に
な

っ
た
ら
落
ち
着
く
か
先
行

き
も
見
通
せ
な
い
。
流
通

の
景
況
感
は
と
い
う
と
、

需
給
が
ひ
っ
迫
し
始
め
た

こ
ろ
は
改
善
が
見
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
下
期
に
か
け

て
よ
う
や
く
好
調
さ
が
実

感
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
問
題
は
、
い
ま
だ

に
メ
ー
カ
ー
納
期
の
遅
れ

が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
。
全
般
的
に
国
内
伸
銅

業
界
は
好
調
な
が
ら
、
流

通
は
納
期
対
応
に
追
わ
れ

た
一
年
と
言
え
る
」

―
―
納
期
遅
れ
で
商
機

を
逃
す
こ
と
も
あ
っ
た
の

で
は
。

「
大
小
問
わ
ず
そ
れ
は

あ
っ
た
と
思
う
。
ひ
も
付

き
で
内
示
受
け
て
い
る
も

の
す
ら
こ
な
し
切
れ
て
お

ら
ず
、
全
量
受
け
ら
れ
る

の
で
あ
れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
は
多
か
っ
た
だ
ろ

う
。
仲
間
売
り
で
も
、
品

種
に
よ
っ
て
は
年
前
半
か

ら
欠
品
が
出
て
い
た
」

―
―
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
タ

イ
ト
に
な
る
の
か
。

「
メ
ー
カ
ー
も
流
通
も

過
去
に
地
金
価
格
変
動
で

痛
い
目
を
見
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
在
庫
の
適
正
化
、

つ
ま
り
在
庫
削
減
を
進
め

て
き
た
。
こ
の
た
め
メ
ー

カ
ー
の
生
産
が
追
い
付
か

な
く
な
る
と
、
そ
の
影
響

が
す
ぐ
に
表
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
」

―
―
主
要
品
種
の
納
期

が
軒
並
み
遅
れ
、
そ
れ
が

長
期
間
続
く
状
況
は
近
年

あ
ま
り
な
い
の
で
は
。

「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
前
や
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
時
で

も
こ
う
し
た
状
況
は
せ
い

ぜ
い
半
年
程
度
。
1
年
を

超
え
ひ
っ
迫
す
る
よ
う
な

状
況
は
、
個
人
的
に
は
入

社
以
降
初
め
て
か
も
し
れ

な
い
。
単
純
に
需
要
が
改

善
し
た
だ
け
で
な
く
、
例

え
ば
リ
ン
青
銅
条
は
厚
さ

60
㍈
の
極
薄
材
が
増
え
る

な
ど
、
薄
型
化
に
よ
り
圧

延
や
焼
鈍
の
階
数
が
増
え

て
い
る
た
め
、
ど
う
し
て

も
足
が
長
く
な
る
」

―
―
品
種
ご
と
の
要
因

を
聞
き
た
い
。

「
黄
銅
棒
は
ガ
ス
機
器

や
水
栓
金
具
、
バ
ル
ブ
、

自
動
車
部
品
向
け
が
い
ず

れ
も
好
調
。
銅
条
は
車
載

用
コ
ネ
ク
タ
ー
や
半
導
体

リ
ー
ド
フ
レ
ー
ム
、
黄
銅

条
は
車
載
用
コ
ネ
ク
タ
ー

や
家
電
の
電
子
部
品
、
工

作
部
品
向
け
な
ど
が
良

い
。
銅
管
は
家
庭
用
エ
ア

コ
ン
、
業
務
用
エ
ア
コ
ン

と
も
好
調
で
、
リ
ン
青
銅

と
洋
白
は
車
載
電
子
部
品

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け

が
極
め
て
高
水
準
だ
」

―
―
東
京
五
輪
関
連
の

動
き
は
出
て
い
る
か
。

「
建
設
業
界
で
受
注
制

限
が
こ
れ
ま
で
見
ら
れ
た

が
、
五
輪
は
タ
イ
ム
リ
ミ

ッ
ト
あ
り
、
18
年
以
降
は

関
連
需
要
が
急
増
す
る
の

で
は
な
い
か
」

―
―
板
条
を
中
心
と
し

た
メ
ー
カ
ー
の
加
工
賃

（
ロ
ー
ル
マ
ー
ジ
ン
）
引

き
上
げ
を
ど
う
捉
え
る
。

「
全
般
と
し
て
08
年
以

降
、
需
要
が
減
少
す
る
中

で
マ
ー
ジ
ン
も
下
落
傾
向

に
あ
っ
た
。
昨
今
の
タ
イ

ト
な
状
況
で
、
陥
没
価
格

を
適
正
化
し
て
い
く
流
れ

は
仕
方
な
い
。
流
通
は
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
転
嫁
で
き

な
い
商
売
形
態
も
あ
り
、

短
期
的
に
は
辛
い
立
場
に

立
た
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
た
だ
、
メ
ー
カ
ー
の

採
算
が
改
善
し
て
増
産
投

資
や
品
質
向
上
、
新
製
品

開
発
に
原
資
を
向
け
ら
れ

れ
ば
、
長
期
的
に
は
好
循

環
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
」

―
―
18
年
以
降
の
需
要

見
通
し
を
聞
き
た
い
。

「
当
面
は
五
輪
需
要
が

あ
る
し
、
自
動
車
需
要
も

底
堅
そ
う
だ
。
自
動
車
は

台
数
の
増
加
に
加
え
、
安

全
装
置
や
自
動
運
転
に
関

わ
る
レ
ー
ダ
ー
や
カ
メ

ラ
、
半
導
体
な
ど
に
使
わ

れ
る
材
料
が
増
え
る
。
ま

た
、
次
世
代
自
動
車
へ
の

シ
フ
ト
で
大
電
流
用
途
の

需
要
も
出
て
く
る
だ
ろ

う
。
伸
銅
品
需
要
が
目
先

下
振
れ
す
る
要
因
は
あ
ま

り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

一
方
で
メ
ー
カ
ー
各
社
の

キ
ャ
パ
が
限
界
に
近
く
、

生
産
量
が
大
き
く
増
え
る

こ
と
も
考
え
に
く
い
」

―
―
一
部
メ
ー
カ
ー
の

品
質
デ
ー
タ
改
ざ
ん
問
題

の
影
響
は
あ
る
か
。

「
影
響
は
も
ち
ろ
ん
あ

る
。
流
通
と
し
て
で
き
る

こ
と
は
、
販
売
し
た
製
品

が
ど
こ
に
行
っ
た
の
か
履

歴
を
き
ち
ん
と
把
握
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と

だ
。
こ
う
し
た
責
任
は
今

後
ま
す
ま
す
重
た
く
な
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
」

―
―
流
通
の
再
編
は
17

年
も
続
い
た
。

「
後
継
者
問
題
な
ど
背

景
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
最
大
の
要

因
は
国
内
市
場
の
縮
小
で

取
り
扱
い
数
量
が
減
っ
て

い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
近
年

の
再
編
案
件
は
い
わ
ゆ
る

非
鉄
商
社
系
が
中
心
に
な

っ
て
お
り
、
流
通
同
士
の

合
併
や
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
は

あ
ま
り
見
え
な
い
。
相
談

で
き
る
の
が
、
ど
う
し
て

も
仕
入
れ
先
や
金
融
機
関

に
偏
っ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
事
業
継
承
の

問
題
に
組
合
で
何
が
で
き

る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、

勉
強
会
く
ら
い
は
し
て
も

良
い
か
も
し
れ
な
い
」

―
―
18
年
の
組
合
活
動

に
つ
い
て
。

「
一
昨
年
の
大
阪
に
続

き
、
17
年
は
東
京
、
名
古

屋
、
京
都
の
組
合
が
創
立

70
周
年
を
祝
っ
た
。
戦
後

の
混
乱
期
に
立
ち
上
が
り

こ
れ
ま
で
活
動
を
続
け
て

き
た
各
組
合
に
敬
意
を
表

し
、
次
の
10
年
を
ま
た
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。
連
合

会
と
し
て
は
、
引
き
続
き

日
本
伸
銅
協
会
な
ど
か
ら

情
報
提
供
を
受
け
て
組
合

に
フ
ィ
ー
ド
ッ
ク
す
る
こ

と
や
、
東
名
阪
で
の
伸
銅

品
技
術
講
習
会
な
ど
を
行

っ
て
い
く
。
工
場
見
学
会

や
厚
生
活
動
な
ど
地
区
ご

と
の
行
事
も
あ
り
、
ぜ
ひ

組
合
員
同
士
の
情
報
交
換

や
交
流
を
深
め
て
も
ら
い

た
い
」

（
田
島

義
史
）

―
―
2
0
1
7
年
は
軽

圧
品
流
通
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
年
だ
っ
た
か
。

「
市
中
の
軽
圧
品
の
荷

動
き
が
全
般
的
に
良
か
っ

た
年
だ
っ
た
。
特
に
半
導

体
な
ど
の
製
造
装
置
向
け

ア
ル
ミ
厚
板
の
需
要
は
年

間
を
通
じ
、
高
水
準
で
推

移
し
た
」

―
―
日
本
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
協
会
の
統
計
で
は
軽
圧

メ
ー
カ
ー
か
ら
卸
売
・
小

売
業
へ
の
ア
ル
ミ
板
出
荷

量
（
厚
板
を
含
む
）
は
17

年
1
―
10
月
累
計
で
約
6

万
3
4
0
0
㌧
。
前
年
同

期
よ
り
2
割
以
上
増
え

た
。「

あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
が
つ

な
が
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
自
動
運

転
な
ど
新
技
術
の
登
場
を

背
景
に
、
大
量
の
デ
ー
タ

を
処
理
す
る
高
性
能
な
半

導
体
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
い
る
。
そ
う
し
た
半
導

体
は
回
路
の
微
細
化
や
立

体
化
が
必
須
で
、
従
来
よ

り
多
く
の
台
数
の
製
造
装

置
が
必
要
に
な
る
。
連
動

し
て
装
置
の
チ
ャ
ン
バ
ー

や
治
具
に
使
わ
れ
る
ア
ル

ミ
厚
板
の
出
荷
が
伸
び
て

い
る
。
装
置
1
台
当
た
り

の
チ
ャ
ン
バ
ー
数
も
増
え

て
お
り
、
楽
観
的
か
も
し

れ
な
い
が
現
在
の
好
況
は

今
後
1
、
2
年
続
く
の
で

は
な
い
か
と
み
て
い
る
」

―
―
切
断
機
や
フ
ラ
イ

ス
加
工
機
な
ど
を
増
設
し

て
厚
板
の
需
要
拡
大
に
対

応
で
き
て
い
る
一
部
の
大

手
切
板
流
通
と
、
そ
れ
以

外
の
流
通
で
、
業
績
の
差

が
生
じ
て
き
て
い
る
と
の

指
摘
も
あ
る
。

「
16
年
ま
で
は
そ
う
し

た
面
も
あ
っ
た
。
た
だ
17

年
は
大
手
流
通
も
対
応
し

切
れ
な
い
ほ
ど
厚
板
の
仕

事
が
増
え
、
あ
ふ
れ
た
仕

事
の
一
部
を
中
小
流
通
が

受
注
す
る
ケ
ー
ス
も
見
ら

れ
た
。
全
般
的
に
業
績
は

改
善
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」

―
―
そ
の
他
の
需
要
分

野
に
つ
い
て
は
。

「
製
造
装
置
以
外
の
産

業
機
器
部
品
も
、
企
業
の

設
備
投
資
意
欲
の
高
ま
り

を
反
映
し
て
悪
く
な
い
。

大
手
流
通
の
一
部
が
手
掛

け
る
ト
ラ
ッ
ク
の
ア
オ
リ

も
非
常
に
伸
び
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
」

「
一
方
、
建
材
（
建
物

の
内
外
装
材
）
や
一
般
材

（
装
飾
品
・
導
電
材
な
ど
）

の
薄
板
は
、
17
年
度
上
期

は
振
る
わ
な
か
っ
た
。
東

京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
関
連
を
は
じ
め
案
件
は

多
い
が
、
具
体
的
に
ア
ル

ミ
が
必
要
と
さ
れ
る
段
階

に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う

だ
。
下
期
に
入
り
多
少
動

き
は
あ
る
が
、
4
月
の
新

年
度
以
降
に
期
待
し
た

い
」―

―
相
場
指
標
の
ア
ル

ミ
地
金
価
格
は
昨
年
4
月

以
降
、続
伸
基
調
が
続
く
。

「
流
通
に
と
っ
て
は
良

い
材
料
だ
。
製
品
が
動
い

て
も
販
売
価
格
が
下
が
れ

ば
利
益
に
結
び
つ
か
な
い

が
、
17
年
は
地
金
価
格
が

上
昇
し
た
こ
と
で
安
値
在

庫
を
払
い
出
す
形
に
な

り
、
在
庫
評
価
が
好
転
し

て
業
績
を
押
し
上
げ
た
」

「
問
題
は
材
料
が
入
手

し
に
く
く
な
っ
て
い
る
こ

と
。
メ
ー
カ
ー
の
繁
忙
で

も
と
も
と
タ
イ
ト
感
が
あ

っ
た
と
こ
ろ
に
、
神
戸
製

鋼
所
の
検
査
デ
ー
タ
改
ざ

ん
問
題
の
影
響
で
、
材
料

が
手
に
入
ら
な
い
状
況
に

拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
」

―
―
Ｊ
Ｉ
Ｓ
（
日
本
工

業
規
格
）
認
証
機
関
は
神

鋼
の
ア
ル
ミ
工
場
に
立
ち

入
り
検
査
し
、
管
理
体
制

の
不
備
を
指
摘
し
た
。
真

岡
製
造
所
の
厚
板
は
昨
年

10
月
末
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｓ
適
合

品
と
し
て
の
出
荷
を
自

粛
。
11
月
末
に
長
府
製
造

所
の
丸
棒
が
認
証
の
一
時

停
止
処
分
を
受
け
、
12
月

初
旬
に
は
真
岡
の
厚
板
も

同
様
の
処
分
と
な
っ
た
。

「
是
正
措
置
や
一
時
停

止
処
分
を
受
け
、
神
鋼
は

Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
を
付
け
て

厚
板
・
丸
棒
を
出
荷
で
き

な
く
な
っ
た
。
同
社
は
10

月
末
に
厚
板
の
出
荷
を
停

止
し
、
12
月
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規

格
準
拠
品
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
適
合

品
で
は
な
い
が
規
格
は
満

た
し
て
い
る
製
品
）
と
し

て
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
を
付

け
な
い
形
で
出
荷
を
再
開

し
て
い
る
」

「
系
列
流
通
は
10
月
末

以
降
、
神
鋼
か
ら
の
受
け

入
れ
を
止
め
、
顧
客
か
ら

厚
板
の
注
文
が
あ
っ
た
場

合
は
そ
れ
以
前
に
仕
入
れ

た
在
庫
で
対
応
し
て
い

た
。
神
鋼
の
出
荷
再
開
ま

で
約
2
カ
月
あ
っ
た
た

め
、
売
れ
筋
の
板
厚
の
中

に
は
在
庫
が
切
れ
た
も
の

も
あ
る
。
お
客
さ
ま
に
は

不
安
や
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
、
大
変
申
し
訳
な
い
」

―
―
今
後
予
想
さ
れ
る

影
響
は
。

「
実
際
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
準
拠

品
を
動
か
し
て
み
な
い
と

分
か
ら
な
い
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ
適

合
品
で
あ
る
こ
と
を
必
須

条
件
に
し
て
い
る
最
終
需

要
家
が
ど
れ
ほ
ど
い
る

か
、
わ
れ
わ
れ
流
通
や
お

客
さ
ま
の
加
工
メ
ー
カ
ー

も
正
確
に
つ
か
み
き
れ
て

い
な
い
た
め
だ
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ

マ
ー
ク
が
必
要
か
1
回
ご

と
に
確
認
し
、
準
拠
品
で

も
強
度
や
平
坦
度
は
Ｊ
Ｉ

Ｓ
よ
り
厳
し
い
範
囲
で
管

理
で
き
て
お
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ

以
上
の
性
能
が
あ
る
こ
と

を
説
明
し
て
い
く
し
か
な

い
。
た
だ
最
終
需
要
家
に

た
ど
り
着
く
ま
で
時
間
も

か
か
る
し
、
答
え
が
な
か

な
か
出
な
い
場
合
も
あ
る

だ
ろ
う
」

―
―
不
確
定
要
素
は
別

に
し
て
、
18
年
の
状
況
を

ど
う
み
る
。

「
需
要
の
先
行
き
は
厚

板
を
中
心
に
明
る
い
。
一

方
、
メ
ー
カ
ー
の
生
産
は

繁
忙
で
、
市
中
で
は
材
料

の
タ
イ
ト
感
が
強
い
状
況

が
続
く
だ
ろ
う
。
流
通
も

海
外
材
の
使
用
を
お
客
さ

ま
に
提
案
す
る
な
ど
、
独

自
の
対
策
を
取
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
流

通
は
材
料
が
動
か
な
い
と

商
売
に
な
ら
な
い
。
供
給

不
安
が
お
客
さ
ま
の
モ
ノ

づ
く
り
に
波
及
し
な
い
た

め
の
対
策
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
」

―
―
海
外
情
報
を
入
手

す
る
難
し
さ
を
感
じ
て
い

る
流
通
も
多
い
。

「
軽
商
会
が
少
し
で
も

お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。
需
要
動
向
や
海

外
メ
ー
カ
ー
の
情
報
な
ど

を
会
員
各
社
に
提
供
し
共

有
化
を
図
る
の
も
1
つ
の

方
法
だ
。
難
し
い
部
分
も

あ
る
だ
ろ
う
が
、
日
本
の

軽
圧
メ
ー
カ
ー
と
業
務
・

技
術
提
携
し
て
い
る
海
外

企
業
の
紹
介
で
あ
れ
ば
ど

う
か
と
個
人
的
に
は
考
え

て
い
る
。
そ
う
し
た
面
に

限
ら
ず
、
18
年
も
会
員
各

社
に
と
っ
て
興
味
あ
る
テ

ー
マ
や
必
要
な
テ
ー
マ
を

探
し
、
提
供
す
る
こ
と
で

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」

（
山
田

邦
和
）

自
動
車
産
業
や
電
子
材
の
需
要
が
好
調
だ
っ
た
2
0
1
7
年
。
伸
銅
品
は
車
載
部
品
か
ら
フ
レ
ー

ム
か
ら
エ
ア
コ
ン
や
建
築
関
連
ま
で
旺
盛
な
引
き
合
い
が
あ
っ
た
。
ア
ル
ミ
は
建
材
向
け
の
薄
板
が

低
調
だ
っ
た
が
、
半
導
体
・
液
晶
製
造
装
置
向
け
の
厚
板
や
ト
ラ
ッ
ク
向
け
の
ア
オ
リ
が
カ
バ
ー
。

い
ず
れ
も
市
中
で
は
タ
イ
ト
感
が
強
く
、
年
末
に
か
け
て
は
一
部
メ
ー
カ
ー
の
品
質
デ
ー
タ
不
正
問

題
も
納
期
遅
れ
に
拍
車
を
か
け
た
。
非
鉄
製
品
流
通
の
景
況
感
や
取
り
組
み
を
、
日
本
伸
銅
品
問
屋

組
合
連
合
会
の
山
崎
洋
一
郎
会
長
（
山
崎
金
属
産
業
社
長
）
と
全
国
軽
商
会
の
山
本
剛
士
会
長
（
神

商
非
鉄
社
長
）
に
聞
い
た
。

日本伸銅品問屋組合連合会日本伸銅品問屋組合連合会

山崎洋一郎会長履
歴
把
握
、責
任
重
た
く

18年非鉄製品流通の展望18年非鉄製品流通の展望

供
給
不
安
への
対
策
必
要

全国軽金属商協会全国軽金属商協会

山本剛士会長
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鍛
え
る
・
創
る ―

新年特集

も
の
づ
く
り
新
時
代

HAPPY NEW YEAR

謹 賀 新 年

（
4
日
付
3
面
か
ら
続
く
）

―
―
2
0
1
8
年
の
課

題
や
将
来
に
向
け
た
展
望

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。
製

造
産
業
局
は
モ
ノ
づ
く
り

へ
の
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活

用
を
推
進
し
て
い
る
が
。

「
先
進
国
共
通
の
課
題

で
あ
る
生
産
性
の
伸
び
悩

み
へ
の
対
応
が
引
き
続
き

必
要
。
生
産
性
を
高
め
る

た
め
に
人
や
設
備
へ
の
投

資
を
積
極
的
に
進
め
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
な
ど
を
駆
使
し
な
が

ら
、
新
た
な
付
加
価
値
を

顧
客
に
提
供
す
る
こ
と
が

鍵
で
は
な
い
か
」

―
―
経
済
産
業
省
は
昨

年
か
ら
「
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド

・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
前

面
に
押
し
出
し
て
い
る
。

「
政
府
は
17
年
3
月
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
、企
業
、

人
、
機
械
な
ど
が
つ
な
が

る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な

価
値
創
出
を
図
り
顧
客
や

社
会
の
課
題
を
解
決
す
る

と
い
う
産
業
の
未
来
像
コ

ネ
ク
テ
ッ
ド
・
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
ズ
を
提
唱
し
た
。

製
造
業
に
お
け
る
生
産
性

改
革
の
実
現
に
向
け
た
鍵

の
一
つ
だ
と
考
え
て
い

る
。
今
は
第
四
次
産
業
革

命
と
呼
ば
れ
る
大
変
革
の

時
代
。
各
国
の
政
府
や
企

業
が
第
四
次
産
業
革
命
に

向
け
た
取
り
組
み
を
加
速

す
る
な
か
、
我
が
国
の
強

み
で
あ
る
高
い
技
術
力
や

臨
機
応
変
に
対
応
可
能
な

現
場
力
を
生
か
し
た
ス
マ

ー
ト
も
の
づ
く
り
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
促

進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
。
金
属
産
業
界
に
お
い

て
も
既
存
の
枠
を
超
え
た

製
造
業
の
未
来
を
描
い
て

い
た
だ
き
た
い
」

―
―
製
造
業
の
在
り
方

自
体
が
問
わ
れ
る
時
代
に

な
っ
て
い
る
。

「
技
術
革
新
が
速
く
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
に
関
す
る

話
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
て

い
る
。
そ
の
な
か
で
製
造

業
が
製
造
業
の
ま
ま
で
い

い
の
か
と
い
う
議
論
も
出

て
き
て
い
る
こ
と
は
事
実

だ
。
そ
れ
は
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
化
や
サ
ー
ビ
ス
化
、

製
造
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
の

融
合
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
言

葉
で
表
現
さ
れ
る
が
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
最
終
製

品
・
消
費
者
に
直
接
触
れ

て
い
る
Ｂ
ト
ゥ
ー
Ｃ
の
分

野
の
方
が
よ
り
強
く
感
じ

て
い
る
と
思
う
。
裏
を
返

す
と
川
上
に
近
い
方
々

は
、
ど
う
し
て
も
そ
こ
は

間
接
的
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
自
分
が
納

め
て
い
る
お
客
さ
ん
の
動

き
に
合
わ
せ
る
受
け
身
の

ま
ま
で
い
い
の
か
、
そ
う

で
は
な
く
自
ら
提
案
し
て

い
く
、
あ
る
い
は
最
終
消

費
者
と
直
接
結
び
つ
い
て

い
っ
た
り
、
動
き
を
把
握

し
た
り
す
る
。
そ
う
い
う

動
き
も
出
て
き
て
お
り
、

競
争
が
加
速
す
る
年
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ

は
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
・
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
と
も
通
ず
る
」

―
―
金
属
産
業
の
課
題

は
。「

金
属
産
業
の
競
争
力

に
資
す
る
研
究
開
発
と
し

て
①
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
Ｃ

Ｏ
2
排
出
削
減
を
目
標
と

し
た
環
境
調
和
型
製
鉄
プ

ロ
セ
ス
技
術
の
開
発
②
軽

量
な
金
属
材
料
お
よ
び
そ

の
接
合
技
術
等
の
開
発
③

小
型
・
高
効
率
モ
ー
タ
を

実
現
す
る
た
め
の
高
性
能

磁
石
の
開
発
④
高
温
炉
の

未
利
用
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

効
率
的
な
活
用
技
術
の
開

発
⑤
多
種
多
様
な
金
属
の

リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
開
発

を
支
援
―
―
が
あ
る
。
鉄

鋼
業
と
ア
ル
ミ
、
電
線
、

伸
銅
の
非
鉄
金
属
業
は
、

低
炭
素
社
会
実
行
計
画
を

策
定
し
、
業
界
が
一
丸
と

な
っ
て
地
球
温
暖
化
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
特

に
鉄
鋼
業
は
、
我
が
国
産

業
部
門
の
総
Ｃ
Ｏ
2
排
出

量
の
約
4
割
を
占
め
る

が
、
世
界
最
高
の
省
エ
ネ

効
率
水
準
に
あ
り
、
今
後

も
、
30
年
先
を
見
据
え
た

革
新
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
追
求
し
て
い
っ
て
も

ら
い
た
い
」

―
―
鉄
鋼
業
に
関
す
る

認
識
や
政
府
の
取
り
組
み

を
。「

鉄
に
関
し
て
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
議
論
が
11
月
に
一
応
ま

と
ま
っ
た
。
こ
れ
は
Ｇ
20

の
枠
組
み
で
議
論
し
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
議
長
を

や
っ
て
き
た
ド
イ
ツ
か
ら

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
バ
ト
ン

を
受
け
、
19
年
に
は
日
本

が
Ｇ
20
の
議
長
国
に
な

る
。
ド
イ
ツ
が
中
心
に
な

っ
て
ま
と
め
た
も
の
を
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
、
日
本
が
そ

の
枠
組
み
を
い
か
に
補
強

し
て
い
く
か
と
い
う
と
こ

ろ
は
非
常
に
大
事
だ
。
ま

た
、連
日
の
報
道
で
も（
鋼

材
な
ど
の
）
価
格
が
上
が

っ
て
い
る
。
背
景
に
は
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

は
じ
め
と
し
た
公
共
事
業

や
建
設
関
連
の
需
要
が
牽

引
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
こ
の
ま
ま
堅
調
に
推

移
し
て
い
く
の
か
、
ど
こ

か
で
腰
折
れ
す
る
の
か
、

よ
く
見
て
お
か
な
い
と
い

け
な
い
」

―
―
非
鉄
金
属
産
業
に

関
し
て
は
ど
う
か
。

「
こ
れ
は
鉄
に
も
共
通

す
る
部
分
で
は
あ
る
が
、

例
え
ば
ア
ル
ミ
な
ど
は
自

動
車
の
軽
量
化
の
動
き
な

ど
を
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
変
化
と
し
て
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
・
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ー
ズ
と
い
う
考
え

方
は
、
自
分
の
お
客
さ
ん

の
と
こ
ろ
だ
け
見
る
の
で

は
な
く
、
全
体
を
見
る
と

い
う
話
に
つ
な
が
る
。
自

動
車
メ
ー
カ
ー
と
の
兼
ね

合
い
は
あ
る
と
思
う
が
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
軽
量

化
す
る
か
ら
こ
う
だ
と
い

う
受
け
身
だ
け
の
議
論
だ

け
で
は
い
け
な
い
。
Ｅ
Ｖ

（
電
気
自
動
車
）
化
が
進

め
ば
（
大
容
量
の
）
電
池

が
積
ま
れ
る
た
め
、
ま
す

ま
す
車
体
の
軽
量
化
が
必

要
に
な
る
。
そ
こ
で
は
ア

ル
ミ
に
限
ら
ず
、
他
の
素

材
も
含
め
た
競
争
が
あ

り
、
常
に
提
案
合
戦
の
よ

う
に
な
る
だ
ろ
う
。
大
き

な
変
化
の
流
れ
を
鉄
も
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
前
向
き
に
受
け
止

め
、
チ
ャ
ン
ス
を
う
ま
く

捕
ま
え
て
い
け
る
か
と
い

う
と
こ
ろ
が
大
切
と
い
う

で
は
な
い
か
と
思
う
。
電

線
業
界
で
は
世
界
的
な
Ｉ

ｏ
Ｔ
の
広
が
り
を
背
景

に
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
需

要
が
伸
び
て
い
る
。
大
規

模
海
底
フ
ァ
イ
バ
ー
網
と

い
っ
た
話
も
あ
る
。
こ
う

し
た
製
品
を
グ
ロ
ー
バ
ル

競
争
で
勝
て
る
産
業
に
し

て
い
く
こ
と
に
も
期
待
し

た
い
」

―
―
Ｅ
Ｖ
化
は
欧
米
や

中
国
が
先
行
し
て
目
標
を

打
ち
出
し
、
日
本
で
も
大

き
な
流
れ
は
そ
の
方
向
に

向
い
て
い
る
。
短
期
的
に

も
市
場
の
変
化
は
あ
る
と

み
て
い
る
か
。

「
本
格
的
な
Ｅ
Ｖ
化
は

も
う
少
し
長
期
の
話
だ
と

思
う
が
、
最
近
も
さ
ま
ざ

ま
な
話
が
出
て
き
て
い

る
。自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、

将
来
の
市
場
を
に
ら
ん
で

ど
の
よ
う
な
開
発
体
制
で

取
り
組
ん
で
い
く
か
非
常

に
大
事
な
判
断
を
迫
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
Ｅ
Ｖ
化

と
言
う
と
純
粋
な
電
気
自

動
車
だ
け
を
念
頭
に
置
き

が
ち
だ
が
、
い
ま
市
場
で

最
も
普
及
し
て
い
る
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
を
は
じ
め
プ

ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
や
燃
料
電
池
車
も
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
は
次
世
代

自
動
車
と
総
称
し
て
い
る

が
、
そ
こ
ま
で
含
め
る
と

日
本
は
世
界
の
リ
ー
ダ

ー
。
伝
統
的
な
内
燃
機
関

だ
け
で
動
く
自
動
車
と
次

世
代
自
動
車
の
比
率
で
見

れ
ば
、
米
国
や
ド
イ
ツ
、

中
国
と
比
べ
て
も
日
本
が

一
番
進
ん
で
い
る
。
ま
ず

は
そ
の
辺
を
し
っ
か
り
認

識
し
た
上
で
、
自
動
車
メ

ー
カ
ー
は
国
内
市
場
だ
け

を
見
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
中
国
で
ど
ん
な
規
制

が
入
る
だ
ろ
う
か
、
米
国

や
欧
州
は
ど
う
だ
ろ
う
か

と
世
界
の
市
場
を
見
な
が

ら
戦
略
を
立
て
て
い
る
。

少
な
く
と
も
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
純
粋
な
Ｅ
Ｖ
に
力

を
入
れ
い
く
だ
ろ
う
」

―
―
Ｅ
Ｖ
化
が
進
展
す

れ
ば
、
関
連
し
た
金
属
材

料
の
出
番
が
増
え
る
。

「
パ
ネ
ル
材
を
は
じ
め
、

例
え
ば
電
極
に
対
す
る
素

材
な
ど
も
そ
う
だ
。
自
動

車
全
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
部

分
で
金
属
材
料
が
活
躍
す

る
チ
ャ
ン
ス
は
広
が
る

し
、
提
案
が
で
き
る
と
こ

ろ
だ
と
思
う
」

―
―
2
0
5
0
年
で
Ｃ

Ｏ
2
80
％
削
減
に
製
造
業

は
対
応
で
き
る
か
。

「
50
年
に
80
％
減
ら
す

の
は
、
従
来
の
常
識
の
延

長
線
上
で
は
非
常
に
難
し

い
話
。
何
か
し
ら
の
非
連

続
性
が
必
要
で
あ
り
、
わ

れ
わ
れ
は
そ
れ
を
打
破
す

る
の
は
技
術
革
新
だ
と
の

考
え
方
に
立
っ
て
い
る
。

そ
こ
の
部
分
は
し
っ
か
り

と
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
い
ま
の
技
術

を
前
提
に
80
％
減
ら
そ
う

と
す
れ
ば
、
日
本
の
経
済

や
社
会
が
も
の
す
ご
い
ダ

イ
エ
ッ
ト
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
い
か
に
健
康

を
保
ち
な
が
ら
ダ
イ
エ
ッ

ト
に
成
功
す
る
か
。
消
化

を
助
け
る
の
が
技
術
開
発

だ
と
す
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん

そ
れ
は
や
っ
て
い
く
の
だ

が
、
足
り
な
い
分
は
何
を

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
か
。
80
％
削
減
の
難
し

さ
を
社
会
全
体
が
ど
う
理

解
し
て
い
く
の
か
が
大
切

だ
。
私
自
身
は
、
こ
れ
ま

で
は
環
境
自
主
行
動
計
画

の
時
代
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
多
消
費
型
産
業
を
中
心

に
し
て
、
産
業
界
に
努
力

を
寄
せ
す
ぎ
て
き
た
と
感

じ
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
2
排
出

は
一
般
国
民
の
家
庭
で
の

生
活
や
、
運
輸
・
物
流
で

も
多
い
。
こ
う
し
た
部
分

を
ど
う
し
て
い
く
か
に
つ

い
て
議
論
は
な
さ
れ
て
い

る
が
、
お
そ
ら
く
最
後
は

人
々
の
暮
ら
し
方
に
も
影

響
し
て
く
る
問
題
で
、
も

っ
と
広
く
議
論
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
」

―
―
他
国
の
削
減
分
を

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
取
り

込
む
こ
と
も
あ
り
得
る

か
。「

国
際
的
な
貢
献
は
極

め
て
重
要
。
そ
う
い
う
も

の
も
含
め
て
、
選
択
肢
と

し
て
議
論
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
」

（
正
清
俊
夫
、
田
島
義
史
）

製 造 業
大転換期ＩＩｏｏＴＴ駆駆使使しし新新たたなな付付加加価価値値提提供供

〈下〉多田明弘局長多田明弘局長
経済産業省製造産業局

コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
・

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ

生
産
性
改
革
の
鍵

Ｅ
Ｖ
化
、金
属
材
料
に
商
機

ＣＯ2削減技術革新が必要
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―
 

鍛
え
る
・
創
る ―

も
の
づ
く
り
新
時
代

実
質
的
に
平
成
最
後
の
年
と
な
る
2
0
1
8
年
が
始
ま
っ
た
。
ア
ル
ミ
業
界
で
も
一
つ
の
時
代
の
終
わ
り
と
新
た
な
時
代

の
始
ま
り
を
感
じ
る
人
は
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
17
年
の
時
点
で
い
く
つ
か
の
予
兆
が
あ
っ
た
た
め
だ
。
ア
ル
ミ
の
需
要
先

の
1
つ
で
あ
る
半
導
体
製
造
装
置
分
野
は
、
数
年
単
位
で
好
不
況
を
繰
り
返
す
従
来
の
市
場
構
造
が
変
わ
っ
た
と
の
指
摘
が

出
る
ほ
ど
高
い
成
長
が
続
き
、
自
動
車
分
野
で
も
燃
費
改
善
の
た
め
に
ア
ル
ミ
を
採
用
す
る
車
種
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
同

時
に
中
国
か
ら
日
本
市
場
に
流
入
す
る
ア
ル
ミ
板
が
増
え
、
中
国
ア
ル
ミ
企
業
の
存
在
感
は
増
し
て
い
る
。
一
方
で
昨
年
発

覚
し
た
神
戸
製
鋼
所
な
ど
の
品
質
デ
ー
タ
不
正
問
題
は
、
国
内
メ
ー
カ
ー
が
直
面
す
る
リ
ス
ク
が
多
様
化
・
深
刻
化
し
て
い

る
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
日
本
の
ア
ル
ミ
企
業
が
課
題
を
乗
り
越
え
、
成
長
す
る
た
め
に
業
界
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
、

日
本
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
協
会
の
岡
田
満
会
長
（
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
社
長
）
に
聞
い
た
。

―
―
ア
ル
ミ
協
会
長
と

し
て
神
戸
製
鋼
所
や
三
菱

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
品
質
デ

ー
タ
改
ざ
ん
問
題
を
ど
う

見
る
か
。

「
ア
ル
ミ
業
界
の
み
な

ら
ず
、
日
本
の
も
の
づ
く

り
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題

だ
。
日
本
の
も
の
づ
く
り

の
原
点
は
品
質
や
安
全

性
。
や
や
も
す
れ
ば
少
し

過
剰
な
部
分
も
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
し

た
高
い
要
求
に
応
え
て
き

た
か
ら
こ
そ
、
日
本
製
品

は
信
頼
さ
れ
、
価
値
を
認

め
ら
れ
て
き
た
。
今
回
は

信
頼
に
関
わ
る
問
題
だ
っ

た
だ
け
に
、
影
響
は
小
さ

く
な
い
」

「
三
菱
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

は
全
顧
客
と
の
間
で
安
全

確
認
が
終
了
済
み
と
聞
い

て
い
る
。
神
戸
製
鋼
所
も

昨
年
末
の
時
点
で
、
問
題

製
品
の
納
入
先
の
約
96
％

に
関
し
て
一
定
の
安
全
性

を
確
認
し
た
ほ
か
、
2
月

末
ご
ろ
と
さ
れ
る
外
部
委

員
会
の
調
査
完
了
前
か
ら

再
発
防
止
に
向
け
た
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
う
な

ど
、
信
頼
回
復
の
努
力
を

続
け
て
お
ら
れ
る
。
ア
ル

ミ
協
会
と
し
て
も
今
後
同

様
の
問
題
を
繰
り
返
さ
な

い
た
め
に
、
再
発
防
止
に

向
け
た
方
向
性
を
ど
う
打

ち
出
し
て
い
く
か
が
重
要

だ
」―

―
今
回
の
問
題
で
ア

ル
ミ
と
い
う
材
料
そ
の
も

の
に
対
す
る
不
安
が
生
じ

た
。「
ア
ル
ミ
合
金
は
繰
り

返
し
の
応
力
に
対
し
て
疲

労
亀
裂
す
る
（
疲
労
限
度

が
な
い
）か
ら
、1
回
限
り

の
使
用
や
一
定
期
間
ご
と

の
交
換
が
必
須
の
分
野
に

使
用
を
限
定
す
べ
き
」と

の
声
も
一
部
で
出
て
い
る
。

「
ア
ル
ミ
も
疲
労
強
度

は
持
っ
て
い
る
。
疲
労
亀

裂
に
つ
い
て
は
他
の
金
属

と
の
比
較
論
と
し
て
そ
う

言
え
な
い
こ
と
も
な
い

が
、
そ
こ
を
捉
え
て
ア
ル

ミ
合
金
の
使
用
を
限
定
せ

よ
と
言
う
の
は
少
し
違
う

よ
う
に
思
う
。
そ
も
そ
も

今
回
の
問
題
は
ア
ル
ミ
の

物
性
と
は
関
係
な
い
と
私

は
考
え
て
い
る
」

「
お
客
さ
ま
と
仕
様
を

取
り
交
わ
す
中
で
は
疲
労

も
含
め
い
ろ
い
ろ
な
要
素

が
あ
る
が
、
使
用
条
件
を

も
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
評
価

を
し
た
上
で
、
必
要
な
物

性
を
そ
ろ
え
て
い
く
の
が

モ
ノ
づ
く
り
の
原
点
。
し

た
が
っ
て
お
客
さ
ま
と
取

り
交
わ
し
た
仕
様
に
従

い
、
適
切
に
管
理
さ
れ
た

工
程
で
し
っ
か
り
造
り
込

ん
で
い
れ
ば
、
安
全
上
は

何
ら
問
題
が
な
い
。
ア
ル

ミ
で
も
他
の
材
料
で
も
そ

の
点
は
全
く
一
緒
だ
。
安

心
し
て
ほ
し
い
」

―
―
経
済
産
業
省
は
昨

年
12
月
、
日
本
工
業
規
格

（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
を
定
め
る
Ｊ

Ｉ
Ｓ
法
で
の
企
業
へ
の
罰

則
規
定
の
強
化
な
ど
を
柱

と
す
る
不
正
防
止
策
を
発

表
し
た
。
も
う
1
つ
の
柱

が
民
間
主
導
に
よ
る
自
主

検
査
の
徹
底
。
岡
田
会
長

も
11
月
の
会
見
で
「
業
界

団
体
と
し
て
品
質
保
証
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
必
要
に

な
れ
ば
、
策
定
を
検
討
し

た
い
」
と
話
し
た
が
、
そ

の
後
の
進
展
は
。

「
他
団
体
で
は
日
本
鉄

鋼
連
盟
が
2
0
0
8
年
に

『
品
質
保
証
の
体
制
を
強

化
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』

を
策
定
し
、
加
盟
各
社
に

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
強

化
を
呼
び
掛
け
て
き
た
。

ア
ル
ミ
業
界
は
こ
れ
ま
で

問
題
が
な
く
、
策
定
の
き

っ
か
け
が
な
か
っ
た
が
、

今
回
の
事
態
を
受
け
て
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
検
討
を
進

め
て
い
る
」

「
策
定
す
る
以
上
は
実

用
性
の
あ
る
も
の
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方

で
日
本
の
ア
ル
ミ
は
圧
延

か
ら
箔
、
押
出
、
鋳
鍛
造
、

二
・
三
次
加
工
品
ま
で
多

岐
に
わ
た
り
、
用
途
も
幅

広
い
。
全
体
を
1
つ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
網
羅
し
に

く
い
と
い
う
問
題
が
あ

る
。
そ
の
点
を
ど
う
解
決

す
る
か
、
あ
る
い
は
全
分

野
に
適
用
で
き
な
く
て
も

品
質
へ
の
意
識
を
高
め
る

契
機
に
な
れ
ば
良
い
と
考

え
る
の
か
、
策
定
の
狙
い

を
明
確
に
し
、
意
味
の
あ

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
し
た

い
。
先
月
7
日
に
は
協
会

内
に
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム

も
立
ち
上
げ
、
検
討
を
始

め
た
。
並
行
し
て
会
員
各

社
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
行

っ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
基
づ
い
て
議
論

し
、方
向
性
を
出
し
た
い
」

―
―
経
産
省
は
年
度
内

の
作
成
を
望
ん
で
い
る
よ

う
だ
が
。

「
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
つ
い
て
は
ま
だ
明

確
に
申
し
上
げ
ら
れ
な
い

が
、
仮
に
策
定
す
る
の
な

ら
タ
イ
ム
リ
ー
な
時
期
と

い
う
の
は
当
然
あ
る
。
作

業
の
負
荷
は
高
ま
る
が
、

時
宜
に
か
な
っ
た
策
定
・

公
表
を
心
掛
け
た
い
」

―
―
顧
客
の
工
場
監
査

時
、
現
場
の
担
当
者
に
生

産
プ
ロ
セ
ス
や
品
質
管
理

手
段
、
検
査
内
容
に
つ
い

て
個
人
名
で
遂
行
の
サ
イ

ン
を
も
ら
っ
た
り
、
あ
る

い
は
ア
ル
ミ
認
定
機
構
の

よ
う
な
組
織
を
つ
く
っ

て
、
出
荷
さ
れ
た
ア
ル
ミ

製
品
を
無
作
為
に
選
び
品

質
を
検
査
す
る
な
ど
の
取

り
組
み
が
必
要
で
は
な
い

か
と
の
指
摘
も
あ
る
。

「
個
人
的
に
は
そ
れ
ら

も
1
つ
の
方
法
で
は
な
い

か
と
思
う
が
、
先
ほ
ど
も

話
し
た
通
り
業
界
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
業
種
や
形
態
が

あ
り
、
実
効
性
を
担
保
す

る
た
め
に
は
超
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ハ
ー
ド
ル
も

多
い
。
大
切
な
こ
と
は
今

回
の
よ
う
な
問
題
を
二
度

と
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と

に
、
業
界
の
最
大
公
約
数

と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策

が
最
適
な
の
か
議
論
し
た

い
」―

―
一
部
の
職
人
の

「
匠
の
技
」
に
依
存
し
過

ぎ
る
も
の
づ
く
り
の
現
状

を
改
め
、
必
要
な
ら
Ｉ
ｏ

Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
）
や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
も
活
用
し
て
、
生
産

ノ
ウ
ハ
ウ
を
現
場
全
体
で

共
有
す
る
方
式
に
改
め
る

こ
と
も
重
要
で
は
。

「
ど
の
よ
う
に
活
用
す

る
か
、
検
査
段
階
と
そ
れ

以
前
の
製
造
段
階
と
に
分

け
て
考
え
た
い
。
製
造
工

程
、
つ
ま
り
実
際
の
も
の

づ
く
り
の
場
で
培
わ
れ
伝

承
さ
れ
て
き
た
技
能
や
現

場
力
は
日
本
の
製
造
業
の

強
さ
の
源
泉
の
1
つ
。
一

律
に
否
定
し
な
い
方
が
良

い
。
一
方
で
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ

Ｉ
と
現
場
力
は
決
し
て
相

い
れ
な
い
も
の
で
は
な

い
。
も
の
づ
く
り
の
全
て

を
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
に
置
き

換
え
る
べ
き
で
は
な
い

が
、
効
率
が
低
い
部
分
な

ど
を
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
で
補

完
し
て
現
場
の
負
荷
を
減

ら
し
、
生
産
を
安
定
さ
せ

て
経
済
性
や
効
率
性
を
高

め
る
取
り
組
み
は
あ
っ
て

良
い
。
一
方
、
検
査
で
は

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
積
極
的

に
用
い
て
、
時
間
の
短
縮

や
自
動
化
の
徹
底
な
ど
を

図
る
こ
と
は
有
効
だ
」

―
―
高
付
加
価
値
品
で

差
別
化
を
図
ろ
う
と
す
る

日
本
企
業
の
戦
略
自
体
を

見
直
す
必
要
は
な
い
か
。

顧
客
企
業
が
求
め
る
品
質

が
年
々
高
ま
る
一
方
、
そ

れ
に
対
応
す
る
日
本
の
素

材
メ
ー
カ
ー
の
利
益
水
準

は
必
ず
し
も
高
く
な
い
。

一
方
で
中
国
の
素
材
メ
ー

カ
ー
は
現
実
的
な
品
質
で

着
々
と
市
場
シ
ェ
ア
を
拡

大
し
、
高
い
利
益
を
上
げ

て
い
る
。

「
日
本
の
メ
ー
カ
ー
が

低
付
加
価
値
の
ビ
ジ
ネ
ス

で
世
界
の
競
合
と
勝
負
す

る
こ
と
は
現
実
問
題
と
し

て
難
し
い
。
付
加
価
値
を

絶
え
ず
上
げ
て
い
く
こ
と

は
日
本
企
業
が
生
き
残
る

上
で
必
要
だ
と
思
う
。
先

ほ
ど
話
し
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ

Ｉ
の
製
造
現
場
へ
の
導
入

も
、
競
争
力
の
向
上
に
役

立
つ
。
確
か
に
初
期
投
資

は
大
き
い
が
、
う
ま
く
導

入
す
れ
ば
さ
ま
ざ
ま
な
面

で
コ
ス
ト
が
下
が
り
、
日

本
の
素
材
メ
ー
カ
ー
の
新

た
な
可
能
性
を
切
り
拓
く

か
も
し
れ
な
い
。
同
時
に

必
要
以
上
に
過
剰
な
こ
と

を
し
て
は
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
も
事
実
。
過
剰
の

定
義
は
難
し
い
が
、
コ
ス

ト
ば
か
り
か
か
っ
て
し
ま

う
状
態
は
良
く
な
い
と
い

う
こ
と
だ
」

―
―
過
剰
の
一
例
と
し

て
よ
く
指
摘
さ
れ
る
の
が

ア
ル
ミ
厚
板
を
は
じ
め
と

す
る
汎
用
品
の
ス
ペ
ッ
ク

の
多
さ
。
実
際
は
メ
ー
カ

ー
ご
と
の
細
か
な
差
異
が

あ
る
だ
け
な
の
に
統
合
が

進
ま
な
い
。

「
汎
用
品
の
ス
ペ
ッ
ク

の
共
通
化
は
、
過
剰
を
防

ぐ
上
で
効
果
が
あ
る
と
思

う
。
実
際
、
北
米
の
缶
材

な
ど
は
ス
ペ
ッ
ク
や
寸
法

の
共
通
化
が
進
ん
で
い

る
。
日
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

も
そ
う
し
た
方
向
に
変
わ

っ
て
い
く
必
要
性
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
実
現
に

は
お
客
さ
ま
の
理
解
と
連

携
が
欠
か
せ
な
い
。
基
本

的
に
は
各
社
と
お
客
さ
ま

の
交
渉
だ
が
、
協
会
と
し

て
何
ら
か
の
音
頭
を
取
る

こ
と
が
有
効
で
あ
れ
ば
今

後
検
討
し
た
い
」

―
―
17
年
の
ア
ル
ミ
圧

延
品
の
国
内
生
産
は
底
堅

く
、
フ
ル
操
業
の
メ
ー
カ

ー
が
相
次
い
だ
。
18
年
の

見
通
し
は
。

「
17
年
度
上
期
（
4
―

9
月
）
の
ア
ル
ミ
板
・
押

出
合
計
の
生
産
量
は
前
年

同
期
比
2
・
9
％
増
の
1

0
4
万
㌧
で
、
目
安
と
な

る
半
期
1
0
0
万
㌧
を
上

回
っ
た
。
10
月
も
自
動
車

分
野
向
け
の
板
が
単
月
で

過
去
最
高
を
更
新
し
た
こ

と
な
ど
が
寄
与
し
て
前
年

の
同
じ
月
を
上
回
っ
た
。

11
月
は
微
減
だ
っ
た
が
、

下
期
と
し
て
は
良
好
を
維

持
し
、
4
年
連
続
の
通
期

2
0
0
万
㌧
達
成
を
期
待

し
て
い
る
」

「
18
年
度
の
見
通
し
は

こ
れ
か
ら
だ
が
、
主
要
な

需
要
分
野
の
多
く
で
成
長

に
つ
な
が
り
そ
う
な
要
素

が
散
見
で
き
る
。
例
え
ば

缶
材
な
ら
ボ
ト
ル
缶
や
低

ア
ル
コ
ー
ル
向
け
飲
料
缶

の
拡
大
、
自
動
車
材
は
パ

ネ
ル
材
や
熱
交
換
器
需
要

の
増
加
、
厚
板
は
液
晶
・

半
導
体
製
造
装
置
需
要
の

好
調
な
ど
だ
。
18
年
の
需

要
環
境
も
お
お
む
ね
良
い

と
思
う
」

―
―
ロ
ン
ド
ン
金
属
取

引
所
（
Ｌ
Ｍ
Ｅ
）
ア
ル
ミ

先
物
は
昨
年
ト
ン
2
2
0

0
㌦
を
上
回
り
、
5
年
7

カ
月
ぶ
り
の
高
値
を
付
け

た
。
背
景
に
は
中
国
の
ア

ル
ミ
地
金
製
錬
能
力
の
削

減
が
あ
る
。

「
昨
年
、
中
国
で
行
わ

れ
た
ア
ル
ミ
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
参
加
し
て
き
た
が
、
地

場
企
業
の
間
で
は
減
産
方

針
が
今
後
急
に
変
わ
り
か

ね
な
い
と
の
懸
念
も
随
分

あ
っ
た
。
政
府
は
環
境
規

制
の
手
綱
を
緩
め
る
気
配

は
な
く
、
協
会
と
し
て
も

そ
れ
が
続
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
が
、
引
き
続
き

状
況
を
注
視
し
た
い
」

―
―
一
方
で
ア
ル
ミ
圧

延
品
の
能
力
削
減
は
進
ん

で
い
な
い
。
中
国
か
ら
日

本
に
流
入
す
る
ア
ル
ミ
板

も
増
え
て
い
る
。

「
一
時
期
は
年
産
能
力

数
十
万
㌧
の
大
規
模
な
ア

ル
ミ
圧
延
工
場
が
何
件
も

立
ち
上
が
る
と
の
情
報
が

あ
っ
た
が
、
現
在
ま
で
に

立
ち
消
え
て
い
る
も
の
も

た
く
さ
ん
あ
る
。
た
だ
圧

延
品
の
場
合
、
地
金
の
よ

う
な
減
産
政
策
が
中
国
政

府
に
な
い
の
は
確
か
だ
。

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
市

場
の
拡
大
な
ど
を
背
景
に

中
国
国
内
の
圧
延
品
需
要

が
拡
大
す
れ
ば
供
給
と
の

バ
ラ
ン
ス
も
取
れ
て
く
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
実
際

そ
う
な
る
ま
で
に
は
時
間

が
必
要
で
、
そ
の
間
に
余

剰
の
中
国
材
が
周
辺
地
域

に
流
入
し
て
シ
ェ
ア
を
侵

食
し
た
り
、
市
況
の
下
押

し
圧
力
と
な
っ
た
り
す
る

可
能
性
は
十
分
あ
る
」

「
中
国
か
ら
日
本
に
入

る
ア
ル
ミ
板
の
量
が
17
年

に
入
っ
て
増
え
て
い
る
の

は
間
違
い
な
い
。
日
本
の

圧
延
各
社
が
フ
ル
操
業
で

製
缶
メ
ー
カ
ー
の
注
文
に

十
分
応
じ
切
れ
な
い
た

め
、
主
に
ボ
デ
ィ
ー
材
用

と
し
て
中
国
材
を
試
験
的

に
使
っ
て
い
る
た
め
と
み

て
い
る
が
、
実
際
に
中
国

材
を
使
っ
て
み
て
品
質
面

で
大
き
な
問
題
が
な
け
れ

ば
、
お
客
さ
ま
の
意
識
が

変
わ
る
き
っ
か
け
に
な
る

可
能
性
も
あ
り
得
る
。
日

本
の
ア
ル
ミ
圧
延
メ
ー
カ

ー
は
今
後
同
様
の
動
き
が

フ
タ
材
や
自
動
車
材
に
も

広
が
る
リ
ス
ク
を
常
に
考

え
な
が
ら
行
動
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
う
し
た
事
態

を
防
ぐ
に
は
、
日
本
メ
ー

カ
ー
か
ら
材
料
を
購
入
し

た
い
と
お
客
さ
ま
に
思
っ

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

る
。
日
本
メ
ー
カ
ー
の
強

み
は
、
や
は
り
品
質
・
コ

ス
ト
・
納
期
と
信
頼
性
。

一
部
で
中
国
材
と
の
差
は

縮
ま
っ
て
き
て
い
る
が

『
総
合
的
に
考
え
れ
ば
や

は
り
日
本
の
材
料
を
使
い

た
い
』
と
言
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
努
力
を
続
け

る
こ
と
が
大
事
だ
」

（
山
田

邦
和
）

きょうの紙面

銅
建
値
85
万
円
で
据
え
置
き
ス
タ
ー
ト

14
面

ア
ル
ミ
生
産
大
国
・
中
国
の
現
状

（
15
面
）

戌
年
生
ま
れ
の
非
鉄
業
界
人

（
16
―
17
面
）

非
鉄
団
体
ト
ッ
プ
新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（
18
―
19
面
）

実用性ある品質ガイドライン策定へ実用性ある品質ガイドライン策定へ

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
で
現
場
補
完

中
国
産
板
材
流
入
を
注
視

日
本
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
協
会

日
本
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
協
会

岡
田
満
会
長
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